
B
 

会 場

1lllllhillll\1flllllJ1IIIJIIJIIIII\Hllillllllll\1lllll\i1IIII\IJlllflhfllllllfllil\1111llllfllll~lllll"1lllllhJllllh1lllll1Jlllll11Jllll1Jlllll1flllllllll 



lB-1 吋 a` ， 29M} を生成する光核反応

（東北丈＾理） 斎藤達嘉．

光枝反応ば主としも按構造の研究令段とし℃用いら叫り粒輝出反応の研
廃令殿と L -Z.. I ま Iiとんど‘用 \,l られtいなし）．
輝ナ放曲も仔なぅ栽反応の研見口い，吠粒み等り底電粒｝屯紐射粒｝と

した場合が主てヽ光桔段応(!)ク馬釘太制動軽射を用ぃることにょ..,て行なわ丸るため
陥叩遺雑も研荒倅）は少なし）。
本研廃 Iょ光核反応の研射工え）レギ＇＿依釦旦詞べ‘る研＇究の一郵としJ詞領

噂の対粒ぅ板出反応の邸射ェネルキ＂ー依なl’生を研究する目的も＇虔酸を行なった。
輝子放出反応1 の研究は残留核測定3考が放幻粒ふ直培測定法に比して有が）ー(,99

あるがシ辛宦応這訊(f) 1 線J、ぺり l一りナトリーを用しl 遺l 兒た行な？た。
瞑犠娩(J) 2:品（応 /5 姑．）~ 2叫（T½.：：： 2/ h.) ば告に残瑠枝直虔 Iこ都合

のよい印疇を特ち I L がt特傲的なエネルギ＇ーの光電よ゜ークを持っ．
嘔を注成する光様疇疇虎は既に行なわ加た例が衿られる茄， 23MJを生

戌する光槙反応の祠廃 Ii釦＂ある。
食聰： 吏験 l太東北文磨遅房郭原旦桟唾翌研虎託餞附星の 3的心j LI MA c 心＇

行なった。 芭射時間 It目的核種の注成惰に応じ1 1., 20 叫．～4kでと愛えた。
りーゲ＇ v 卜元嘉 Iなスり＂ネシウ1i I ア）しミニウ勺）ケイ素，リンあ、よ-c,.ヽ＇』オウ

這叫尿日号鼓正の目的t'用しl た差素と悲·1-;:. 應射愛蕨を行なった。
叩は 36 cc~心）: 1:21-c--rH.A を用しl ，残箔祓の絶対注成量は定立体會述屯用

いて成めた。 應紺綿贅は恥知，：％により走‘め 5 水t \..,l る 12c （い）＂C 反応屯墓
皐 1-:.. L -z..戒め, 1 贋ふ当りの飽知注成量として光桟及応股卑ち束、めた。
綽晨：碍ぅ永た光枝麟碍！ょ届中ね・ーム如の方法に従っ℃断面積 k 捷算

した． 2.'I A1~2．今瓜 ＄しウ巧l{t\_ I 2外1かによる勧面積曲翡た惜 1 lこ系す。
鈴景の考寮： 得られた励起曲線 Iてついてりーケ＂ット椋塊か；目的の残惜枝·た
田勺遺麟経跳を芳えるたい旅麟 n L さい億(-Q抵）た求め，表 1 に糸した．

ア）しミニウ A りーゲ｝ y卜かう碍瓜屯住成する反応は 3o叫V 前緩ガ起：りはじ的
, 5r 閲l 古I ょぴ" fo t4名 V 付近も＂ヒ゜ーりな汀、 L / 150 叫かシ 2!;"1>邸ま-r.,''lまかなリの増
加碕向が＂誂めら仇る。 ケィ易ダーケ｀I'/ トかう 2囁た住成する反応 lなケィ泰が"3
種心定町鑓かう戌るため反応径麟這ぁ鼠涼， 43 閲／以下t`'もがなり麟·
が起ろことがら凶粒只會賜み篤の複合粒子の放俎が｀かをり問ふしているミとがb
擁察さ丸る夕 区粒う葛の複合粒｝の放糾がリンダーゲット冷イオウりーゲザト．
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カl ~ n 2"似の住戒の少易合にも

牡；れ． 幻粒 3 放肋反応，の彿
折 Iりょ l) 困罷になる。

ケイ素 4 ーケ＂ットか｀
を旦校する反応，ま 30Si（ず，2r`
と限定さ成1, L) る．

図 1 分らそれ兄＂れの反応
り場合に 5o 隅付迎にピーク
の存在が言危めうれるが，反応
服繕l:'.. L -z,這合祓退程を経
仁t易合と椎憬さ丸知

g o 山V~ lb0叫知知巾
広し）ビーりば 30国('i"J 2r)28 叫．ほ加. -i'lか
あまリ魏鬼でなし/~~か；偽會翡｝モ
子＂）口直用紅考えうれる。 また， り
ゾダーケ" •I 卜やイオウダーケ｀＇グトから
の 2『M》の生成，~ 3/ p□ 3r)2叫
32S げ， 4r)2"j疇 I:. よみものと見
カ叫 2"Qた佳成する中 ’I1全子放茄を含
む舷粒各旋晶反応に比 L 1,, L 1 ぃ値iがヤ
侶し1 にも・かがわら丁輝玖応股卑もか
な l）｛きく，勘爾酋訂をい 4釦ガ＇あ，た。

/5ーo Kev 以上のエえ）レギ＼ー傾錢-i'•

ば中間ふん＼、生校レ 1 中問う秋閉与 L t 
尤栽麟囮包っもいると尼I.>), ih_るが＇，
店虹知｀＇はキ哨ずあった。

炭 1 、様反応としきい 1直
臼＇ツけ該（租在比） 反応形式‘, 残留綾! ぼ叫直(-a)
切 Al (loo ｼ) cr12 仇） 2\「A 3/.4 He.V 

28 S し (92,21 %) (r,3 fl)t) 呼隔． 43`0 凡v

(, d2f) 2"“ 40,8 MeV 

29 Sしげ．り0%) (r， 3 f砂） 24Ma 5l̀5 Mev 

げ，必 r) 24Mし 23`2 凡v

げ， d2rれ） 吟阪 49.2Hev 

3ー S し (3.0? %) ( r, 3f廷） 2"“ b2,I M4V 

げ，o(,fl)t,） 2外［a 33、8H凶

(1, a2f玩） 24tftl. 5?.1 MeV 

('(, 2 p) 28出 24.o MもV
-......口

斧伍．）に湛心』＄四，
砂磁：J.珈必．f仔· i, 6 り 3 (1？ヽり‘

珀M揺亙
ず，和.S的．J~尻，互， 42り（ l？糾），

ー19
IO r 

10 
→違

(
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?'7Atう呼Na
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0
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゜

゜紅 B叫， 6砥炉…に坪心、
均．に會r 兄り3(I?5t)

20. 40 6o ao po 
ェネルキ11- (MeV) 

目 1, z,1AIへ湿，窃珀鳴， 3o箪叩gの国ヵ起疇糠．

2が()
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1B-? 洸禾妥反応 I~ よる 53 外かの言周緊

（礼犬・捏）

0 松担芝象文 福斧径文

（目的） 叶墨食i/)半祇期は約んメ／o6yとさ孔ているが正囃はィ直で 1;1ば V’•

我i 1さ昨耳の B,{I'.年令におし、て公q t.. I()6y t tよるi直を含及筈したが＇：：：収，a 亨哨緑を

't30 n t7 フ゜ロト＞で代表させて考えてい；前 1こかは介｀ 5 ず無理がある。 こ n 正
釦 1直を采める：：：と 1ま孝笞化，芽および＇tせ蔀化営的 Iて莉 I司である。 足：：：て一人 1 的

1-::. 5'3 月れを作 1) そt/)放射銀(A)を枚射化介莉て●＇，核叙(r.J)を吼量介村で箪此し式 A =)-.N 

よ，）羊叔朝を表るため 1 こ 1させ3 筈核種とばら外虚を出来るだ 11 屯成しtJいよう rJぢ

法が 1は零で‘ある。 ：：：孔迄人エ的に 1さ唸O H汀陽子を用い F必(?, sp直）と／5t1汀

"T lレつィチ立すを用 v‘ ゆ cr （d- I ?t）反応て｀｀ 53/1れを作:.,た閉があるが｀， ｛いを｀払· (/)放射

條比 5へ／夕3虎 Iさ反益終了裔，と、て‘•前名て‘’へJ;- JI, /0 '1後者で約J OO t`•ある。! 1),y, 
v‘ 奴l1れか‘｀坊成オるう沐として光核反応四戸（ r ， n) 咲¢認T｛をさ＿~;知） ⇔加 が名え

ら‘収らので：：の方法て｀•宮、蒻ヒの昴良の茶 1キを袴言寸ずることを目的としr-:.。

（方戎） f、大原手炉虔駿所 dl)<. 1/R. -L/ fv' A C.を用い『線の最高壬矛 Iレ手｀ _ 
が lb t1.e1, ;2/ t1汀、J｝巾ア、 20 巾7 tよる r 緑を用 vヽて F.e. qーゲ＇、v 卜を照射した。

鉄 1 - T’` 、ヽI I-として Id-特緑試薬 F£ 必3 を｝ N HrJ.港i夜としてイ ')7° 0 t• Iしエーテ

ルで‘柚出した F名打を希塩酸で＇並柚出し、：：札を硝酸溢に屯え酸化刊）としずヲス焙
Iて封入したものと、録箔とを用いた。 照射の）等‘(/)ルしよたm 如血九 ヒ壬ネルギー

の閉係 1ま千衷の通i)である。

該料 (Mc7) ヽ 0. 0 J/. 0 /2.0 13.0 ／似．0 /ぷ 0 16.0 I'/..、 0 Ji',()I 9. 0 1}).0 .1,/. 0 J.2,.0 

I 研A) I ぇ． b “1 s．え ヽ． 4 3.0 J．ぇ

゜2 炉A) ヽi / ぇ．S “.5 , I｢ ぶ｝ 17 え

゜3 炉A) o.t a'7 2.9 lj. 7 3.S- /.'I- 0、 2

゜4 妙しA) / I. l, 2./ 2.“ Ì 8 () 

照紅，冬了雑ただち 1 て 3'’x 3” 心 1 (Tえ）て＂『ス八O '7卜 lレの痰喪を詞べ＇、さ氏、した 53F4

、 r4J1れ｛のイセの核蒋を放射怯 l司位元素協公よ｀）えた碍’濃翁．渭．ユ心，匹月n を 1司いて

算出した。 尚，生戒｝、成 1こついて 13 照知して数ャg後に計須りし背科の r ースベ

クト 1し介｀ら、 Bふ．のスペクト 1しを差引く：：：とによリ戒めた。
（結更） ＇（爵 b｀れた『スペクト 1レd) }竹＇］について。｀ 3ど巾f, 0、夕／ふr 亀 0．絆屯7

の炒 llウ01Lak の叡爽を国に系す。 r ースペクト lレとi蔽愛叩緑よリ庄成未禾身，本、

—-82 -



o 0.5/ MeV 1 

o o.38 

o.8'f 

森反応d) tんr叫心を升 b と好店（『，n.）巧£勺‘,.9

心叩叩（Ir，r九）坪l1九が｀以竺l1汀であ~ 11ｷ !)犬

然 dl I司往係維成をもつ牲ダーゲ｀ットを用いる 1限,)

t`、 Id ｝の九んルズネルギ＇ーでユ0 月27 以下,-; ~る I必票

がある。 し介しながgぁ 2 リ r のか咲エネルギ｀

ーをf If｀ると府効枯『緑賢は少<tJリ 53F4 の主成

量 11-釦恥下る：：とが｀¥りった。 そこて｀『のか必
士ネ，レギーを）｝ H汀て‘｀の照身すが｀慕も良い茶 4弁,·あ

ろうと秀乙 5 れる。 う 5 lく匹ふ,~ダーゲ、y卜中

I) 5r/1心リ (o, 九）反応tい庄じ‘りためヤ販の昧骸棄
lさイ今 l< r1九t隙、 vヽて用いね 1i“tJら U V‘o k U R 

-LINA して．/J.嘉命11)ピ｀｀ーム出 h 1.,.冷fうれる 9
/ f‘`、ット量t l用 v‘r のが必チネルギーをj} n汀と
し I{) 数碕間連緑照射して r3反が｀約J(),2~8 催］まし‘｀る

：：：とが刹った。 これ 1-J⇔!1れにして約 I."" みメ戸

て｀、ある。 もう］桁喜レ‘似りが｀えウれることが望

ましい。 妥呼閉熙射する渇合二双的刃中ヽ1屯子も
惑硯 1’｀ぎヤJ Vヽ。 ダーケ｀’｀y卜として,;r. f農縮 ”4

20 //o 60 (mi・れ） 々な失念属が＇よ｀）后効て｀・カるが、前角 1;J:高面すぎ‘｀る
稚，石．，があリ、後条 I＃てンれ｀＇ンを含 2 す↓ V‘ 金息，心令

Iく入ら｀廿 V‘ ． ーガ巧ィn. 0 （わ幻反応 1J.他の普並の核狩と 1司程度の秒辰応；絣面莉
~ tつと考えているが、一辰今 I（支この免統を予定している。 名し極婚にあい反

紅り面積をもつようであ汎 Iぶ光板反応による叫れの飼嬰 IJ.意味が枯<tJ JJ. 足
““1( '74rs) しT.,_ F互 O,sダーゲ勺卜/;J:更に 6 呼間程照射して、虚を加出しま
じ｀た心l1れを乞覺する矛定でぶる。

゜

-
'
ｭ

g
d

9

 

L 4 ー1 1 ーよ

巧之、 r、J1九・ 丸布c:·ぁることを魂めた． まT-石

,. o~ ダー，，｀、、，卜約 I ~.I:‘)得 s れた庄戒枚種の放

射託を表に示芍．

拭莉 I / ク
心反

品虚

砕Mn

んメ） 0 6 tA. p兄

9)(.)/)J., 

サ X /{)クd.fか

？メ／0 5 

み

。
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B-3 高ェネ）レギ＇一対l 勃稲射y橡＜照射しナ：：： 5lvE凡，56厄，叱
および｀ 63』吃げ‘うの 4叫Sc の生成

東北大涅 野村絋一

1 高ェ芥Jレギ→籾ぶの萩反応·て．、生じ．”丈砕反応•生戒初の賃妥介抒ゃ荷吃介布
1: f!-1 す 3 珂克は主ド瘍子その花の社子 l戸tるものぐ｀か線/:よるもの I砂fJレ9 。本
実験 1ょ束北大落の竜｝ヲイナッ 7 ~｀‘褐られる訪0Hが沿J効輻肘 1 線ズ、バナグウ
ム，マンがy．鉄． コ｝＜ルトおよび加］も懸射’レ．（y，が打）仄あ·(立じ 3 放射杖ス
カング｀ウム）心→煤，げ釦， それtれ叶又李と 9 ーゲ｀ツl-杖か‘りの哨受羨との
加尿ち求め、 このエガルや一鐙成もし 3 光扶級叶反ル I: 1 いて芳和 9D えた。

2 熙射創料lu、・・ナシ••ウム）j五頚几j,'ナシ・づ’ム玄， その他 Ii心逍；王 l升ぃfく。 こ
れり 1豆全猜も線束モニターとして添1すい兒射した。煎射 lす店oMeV 吃子ビ？ム
屯 0. Z 四況 Ti,..コンノ、｀｀ーター屯通し，末変狭吃子 l-J党磁五＜．．麻去した制事jJ靱射｝線
で 1 ~ 3 が1 即，た。マンガ｀‘ン／くついて 1i最火エクルヤ・＿．屯 I択0 おJ 1}••え00

MeV ししため令の史荻も加えた，Jそ．射伎．直も lくスガンシ‘、)'J A 0)担沫屯加えてit
”謝 v. 1一線スペクト P メトりー/:.よ＇l， そJ({,ぞれ，，収年を求めf"-..剤I史Ji.
叫砂）あ 3 い/j屁 cc G! (Li)紅が 10狂ナャンえ 1レ茨．拓今析器．屯）月い
た。口雌射終了冴l→わり紐枝II)却5 "と和史成長／：挟某し．同様疇・め
fく叩（ I) れ） lq‘Aµ ＂ぽ l対するiい遁として表わしf~.....

3 況，咤，叱ぉ I ひ．．g広い、それぞれ，呪(J,4f江）， r、た (I, 5px1), 
屯 (1. 6p心），心（I， 3f丘）鯰渇られ rt 4がばSc のオ月封収字と杖幻豆数
吋）とt7J如ft求t), 1月示したとうリの結果t叩。鉄ターゲットは、 16Fe dJ 

紐l料斧(99,9 ¼)と天然滋と”"すしたが、“吟c の収率の差 /1 .J両渚 l可閃し
て．［3 とんどみられfJレ l ． これ l1 犬褻．I) Ji、Fe "'存在虔か‘` f l.“ メとク 1, t：めズ｀あ 3
う。いつ．．い湯合も唸c Iこす6 当す 3 位壬逗大t有する曲線となり． Half四1) り択
320洵"“尺．射した倉•lーヒ表舘坊いり生戒核の今朽曲線と顔松してレ） 3 。 1 f<. 

釦のスガングウム核桂の収宰 Ii親核との牙、子魯号,h IJJ沖jJU と丼 Iて指数閲数的
1:. 戒少してい 3 。あ兒射エう）レギ｀—々頁坂 r．お It 3 紐紅. fl)檄·樟ば社い衷．射り喝
合について考えうれ z t) ~ 6)と l囁（：山必ー臼for必れ 逍杖いい L t "! 
す a ことがて．． 3 jぅ．

支核俄痰 1: おげる莉克/-:,;t.. (月じく店o MeV 易惰場射滋．射したラン 9 :/1 セ
ッウム 1 -ゲッ｝がりの生戌核の収年の貿受ヶ炉， 店が、 100 f:ey J録 1:. よる，
J27I (!, X?t. !f)仄紅生年の浙mm 紅社子数 K の間1禾を校討したもq3) /J”•あ 3
が‘． これりの玩究：．｀は中住子凩足核枝fl)収辛が高いこl::カ噴約され．，＂い柚大
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叶錢す 3 放拉 I材夜工芥ルギ｀—曲面の必如伍ム池 がう，かtJ.‘J、ヤ性子不足 1削 I<
吐してい 3 ．糾—ヒ束殺叙て．．t ：：のJt負何図いいれ (n a h\• 1) 9 本研充のスカ
ソシ｀・クム｝亥桂て‘•は．このようね 1”IJ I す l iとんど紀·められti b‘ クた。

性
迅
守
g
f
g
で
苺

1
1
I
令
｀
｀
‘
0
(
`
`
‘
)
7
ミ
｀
‘

6 8 10 12 14- 16 /8 20 

放出粒｝叔（か l)
〇；加， 0 ； Fe （天然、‘). •；四（濃縮），△ ；叱．口；幻，65a ~ 

I} 1.叫ern., et必．）和．糾，立（ I り55) /327 

2) 悶好良他， 日化2,3年会蜻戎予i1も長 11) r 6.m 

3) G. G. J.....SSC'II ;fム 1 哀に 3 5. 
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鳩 At，ぶiの清璃射 lこよリ生ずる At -z¢ の生戎浙面礼の
1B-4 須Il 兒

かl 路町，難繹公手＊，田中立啜1 坂ゎ訳ふ村和久”
（＊名夭瑶・＊ ＊克天該研）

1. }1的 26A｣ c 秘 ==7 1/.. X/05年）、r ギ溺料｀学の行犯の Iこめに童全仔核莉 2..
ぁ？ l, 穫h, rl 拭科中に疫似され，i k極地の氷，須知訊初，我名な£'の中
2一遠幻溢砂られ 2 、ヽる。これらの天姦祠中謬Al遺I定i直と解祈す~ fこめに 1J
玖該心両訊(/) {直1/；邸要 zーあるが，痢知直ば全くい rこらない。 3 t；易ー励
起導山項寿命 2`J直矮2外13-'虚変すうために，王麟的 1 叶直い該すぅ n にも
9ヽ炉')の困難が 1手ほう．繕｝照射によ， z ..2り4.fが生ずぅ雌に 1ょ此直史的f恥、エえ
Iレ~-，，，p易子 (10 - 100 HeV) 1Jヽ．．＂ ：ぁうこ z を考え 2 H/, A£，俎の各
ター 1· ットから 26A£ が生灰する及応碩ヵ起関数ら戎浪レに。）司i手に和栽年短
‘‘ユ必（私＝ふ夕3 年）， 7 Be （肱＝夕3. 6 日）の生A枝及応につヽヽ 2 も卦l克t
行っに。

ぇ．うぅ去 1易 3 9年、t東天該釦ン 7 口 1 1 7 ロトロン (Epニタぇ Mer) および'

距研す 4 7 ワトロン (Ep "'I, HeV) からの 1易各ビームる日し、 2 tiない，/-ゲ｀
、1 トンレ 2 1 .Iゑ 2 心ふ揖玖し了 IV ミ:::-ゥ遣し祖ね合t k も＾ ti"しに．
るダーf •• I 卜に対すう！、＂1 ェネ，レf｀ー＼違程X, :!-f,1,,や・一の閉 l系t恥ヽ z 計箪し
た． 入店社｝取、る 7 了ぅディ・ガヽ17゜に見め K遥気量とピーム・カレント・インテ7・レークー1.9雌
レ z ラt定レtt. 9 -f'.7 トキ l'ー庄坂I, K ぶN41キit学 I和維前にが、な息スベ 7 ~ロメ
トリー 1 こよっ 2 痢免レ K ．その後クーゲ｀ ·1 卜、む直苔な韮羞紺し， 1全iオー／遠
樟肴，場 1 1 ン知如躙，点藷ャt・，， 9函t 7 ，レミシウムのう況原も知5 Z.. 1 ・、よ？ 2 

Al およひ9 Be をチ青赳レに。:Z6AJ. tf)刻足、さ東天 1亥みfの合届ム叙i加四lri項伐知；
“5 卜に r- y ]司 mr§渇遺i店ヽヽ，叫虚弟バい頃釦や巧Na棟和麟
夕it日し 2 多ばしf:。'7伍 I J: /虹 x ぷ NaI 井 r 型シンテレーダー 2” 裁1J克し，
和t°feaK Effぷe呵 I f o. ;2, I Z しに。町la d)生灰断如柑t采めらに 1屯叫
瑾知のユ7Al (f呵’1t)加豆· t勿叩itor reactiヽX L し 2 1 t吊し［：。 1）
3. 結汲断叫心輩に 1',2;母fふ 1亥デーダ、t T必叶 Is心pes 2) から清 r：：．
忠 7- f\.I に 1 こ 11 すう励起閲紅渇 1 私に示しに，， ク Be, 2Na の主灰祈淮l iい
ぬffe／わグ吸l 知直 3) とかな’Jよく一ゑI 1,, 2 ̀ ‘る。 Hf, A1 クーゲット l ~叩ぅ
痢羞i- t-r::終 3 し 1 いないが，ユ‘Al.の生＾・ I: j打う励起関叙£第ぇ表に示し l: 。
こ k ら n i直，｝虹試科，隕み，＇恥初厖の中にお、↑る必A£, .2,2.N~ (7/生灰量只消す
る n にかIm iさる。
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1) rf. Furukawa, ~. Ku叩， M ． oiawa, Nuclear 巧sics 廷叩
(1 9 6 5) 

2) C.H. ん ederer, J. M. HoLlaµder,, ェ． Perlman,“ 乃ble of 
lsot呼es "'(JoAn Wiley t応s, t ？ヽ 7)

3) D. w．忍eff吋， I. ＆肱lliam$, C:,. B. FJA lmer,, 巧s. 恥工
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1B-5 
I,Sit砕 Sf和e心‘'炉の z Aヽ£ "叩

知万里・魚国 。加：作責・山懃和雄十

（絲音〕知和雑胤丸::::-;t..―←`;:::.r. I ヽワイ舵；苺 (kH47-5) にあいて／噸
太平洋の；訊（ lヤ l¢. 1'N, 9 か1 '6.2'w~lゲff 21め l7¢'2I.2/w) ヵI~ ピ'-白卜 0 -

直I-::: J:，金鹿店石， Hか加血ム等ち梓取し疇，これら l孔す屠して弧粘砂·
号骨に将れた 0 ：：：の的 1f) O K9 り l" 払えかうっ1. 200 メッ紅;;1_ J;. d/粒チ左息め
翡叙鎧下で．“以叫砂rde5‘'( 伍^1”ef，`C でな I9 SI'her正）左］っ I っ'o// Ifとy,
叩り俵め 2 シ，とがて＂ぎた、 ごの 995、,£んル冥eru/es‘lが主として彩径籾十～
敷臼ミクロンのだ＇いたいにあ，いて疎｀杖‘の雅+ -1,",化学的戒ケとして Iよ，池球ペ
幻知也いか", Mi'伍，右'(}J魯麻危 Iか，史叙名杞毎底泥に比べ｀て 1臼かに1『な
し＼ 0 ::: 0)よケな 5phe厄/es“ 起源が何かJ::_ I\ クシと 1ま、今大きな l紺 lじ＇と見めてお＇
リ． 伽j ”ef;C. 5 p he叫e9 IC ？いて Iチ 厚く月祝号がある’が＂，莉符すれていう
ようにテ堵起；原て＇祈うかど｀クかのうた定的な修拠lfない。亨簡起井、1.'’あう：口 1
フの角力炉がり今 I＃亨哨綿佳坂枚復左二れらt1) 5phe;uivJ fに見出す;;:.とである
が．：：の研院 1"1#, 5、ヽ砕 S1ん叫,I !;•''.輝起源であ？た場合（＜釦抑知い
仇諄咽叫虔出，＂り訊‘紆た。
〔知臆） 灯＇非級喉のまま杭`粁<l)い蒻／定乞レたとこう，主じして Tn,U 紅
パil}“知輝遠射能に由土f ｝ピ＇／ 7 か’かりれたが，盾囮il}砂ヤ，—紛的
乎；訊和麟遺らか 9べ晃 rf }ず紐スペク)- Iレ 2 ずした。
嘉屁2.19-名tfl u て 4t:序処痕し，ア lレミニ知貧離精雙レてな 3 ％改

孝て｀＇仏 0ぅ幻僑，：：れグ噂放桁能£,,,,定した。放卸f謬l 定に 9バ即盈和叩乞
剃克払叩q r-T 用埒針敷スペクトロメゾま恥11 z 町"”1 危（幻t[I呑 l句
均5万ク）幻わたぼI 危渚・化学足咀の履 It麟q -zl,A1 信知希釦l戸
l霞楳 rfバ｀｀，ヽ、：で 1バ渇1 3, 
“果バ本知J江戸憶q最終鈴屎左下に裏/1:'.. fr.す。

喝I 促名 A B 
51okeV領如践碑争 (1,!I 士2,67)x/0-3&f'尻 ¢.9ク土 1. 7幻／0-J伊町
言什放炒葬｛％） 4. 1 '"3. ~ 
臼和佐尊（月り ({),/°rj~i:I),()/5) 々,., ((J, tJク〗立．叩）かれ
釦バ咋呵「c 平9月 ¢,¢§¢士 o. O 33 吟氾
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手た AI B の IV｀ックグ＇ラウンド＇ざレ (/'11'‘炉のスペクトルり街屯序均 2 とフて
得たスペク /-Iレ£戸 l日に示す。項りq蛉屎り‘らレ'(: q訊｀件に噸直紅£
パ 1 パ II ー｝シしか＇、『現 ·r れる．＂｛戸岬1.."紐度げ”"'復(1j 11 ンと紅
戌印爵料泉によ 3 丹湧ぽ£，培返して 1 1 ないンとなどが遣篇£千＇い I i 1"
にしなり心"rよりないが‘, 4見られた珈 Ke V 伽内碕初出1-I,M叩十 1：：よるパ
如['’, A／い曰り 33 z ヽ

0,0え士 O. O~ :,.6Af cl,pm /;  5pl, er心
叫りれう。
叩 lなかよ）な 7' ロ,fzスによリ生成すか但併されラ。 1）ク伍‘'c必必立
うな疇戸1."Iよ／紅陽刀トン直豆Iレギ・ー核反加す砂尻 zを衿吟加）2祝
窪｛ff”)置万(_f, 11)Zり［第 Iつ F ？てで＇す 3, 0(粒｝麟り紅｝秀
ンうれ恥 2) 罹んが直 l行釦いか午、し千＇麟匂己幻加）心 3 。
紅1'(a在 s/I ke叫~5 ti)丈ぎざ，彩か雄萩からレて，これが伊腐往源弓如ぶ，
的つ也又 h‘嘴立られ 9 ．出中に F れ 1よ＼い叩i& Iょ I~~伍乃r である
hr.“7° ゜トンの［収・巳追戒・んよ~\~いの項定要象 9沢 E いかう
これiた仄り 1 こヒヽ） III p緊と比較戸-;, ~ I t祁かしい。レガ｀レ． 5,必辺ラ比位釦
の畔四い如叫バ灌村かりレて／この飼粁J)穴靭知．池球＼丘＇壬か
たもd) 1..'あ｝）J幻知土りふる、屹レてりd)応げしんのが伊留起源ーの Spher-,,,.んで‘
ぁ 1 たt, I I クす能I}与炉、‘: 1" q紆荼ガ‘}秀と傷う、

右
四

o.c叫

。

-0.(J()1 

f 51oKeV 

0.5 

e'Jllerg'} 111 Me V 

1.0 1.5 z.o 
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/38ム之っ索変
lB-6 

亭＊＊

古 l’／戻各＃1｀•愛亙房ズ・＊田中重男
（名大理＊．屈研,..: !東大核疏）

1. 0 的 天然ヽ＝存在する奇奇後の 1 つぜあ 3 /3344 の母変につ 1) ては Grlaver
.1.) 

少四江るよが｀元がん心左よアア位gム竺滋告ケあ，ゎ知壊変型＇式 Iサ 1 国
らE,＝決定いみて，, a 。然z..／ヲ食知鉱差釦組｀4釘碕J,知比（すなキ戸っ

のグ線ゥ強度比＞ 1二つ、つて I土矛 1 表 1＝示 L たようヽ＝茎；とり不一致力＇•あ 3 。そゥ原

訊よあま、）消らかぞIよな，フガI”，測定器系の仕角とがあまリ皮くなかった＝とさよが

勅定訟糾中ゥ放射性不終伽＇（碕J二 2Z” ,c] u,;,店在な乙’--c'a,j 3 うこ名えらみ·る。こ

の研究ぞ Iむ放m/:::’学的森度ゥ非党I＝高ヽ 1訟糾を繹漿 Lノょy良，，痢定器這＇）定し

て捉来よリ乞柘度の高い綽果を埓3 こどを呂的l{_ l た。

2. 方法 が販の数種のランタンのイと合物の／＇放射角とを浅煤ご l た結農，！、島{1::..

学製の紐イとランダン沈在っ乙か応り放身t負とを禾す：：：こを認め，二の実臨 I::::I司、， 3

二~ 1::. l,た。 44..03 こしてほ．グ[/>"•をどソ午滋雌冬疫ぷ L て1)砂e. x ⑰ -X8

(2砂～4-t>O メッシユ）")..28 p X //チ〇元元のカラム 1= ~恙さと， 0 ．SMク

ゴン雌喚虔没分／ィ== 3.3) ゼ：宕、留 2 店。ランタン Iむ苓緒液の／，2 ノからんつノ

“砂津出セ池てをたか＇）その中力‘ら初め乙終＇’の卸分をぽぎノ戌ソの澪液から
シユク顔鳴どとてランタンを祠次と戸。碍られた況叙，よ樟，，て革イと物に変え.,金~

品、＝凌絡l.ノアンモニア水を緋々 I匂りグ人て少量のボ恐イヒ物を沈叙文七た。口 X) 後

ノヮ液力つ，角がシュ・兄酸嘔を沈戟七也ノ牽毎がナそ｀含夕0゜どに加を、夕とノム今0迄

L てたわ炉てを得た。 7鐸の勅定 Iむ吏六キ紅和滋山杖133放釦維浅燐匁，＝扱遷亡

れた 3 )I# x 3“MaI シンチレーシっン・スペ／トロメーターぞわテなり／バックグ

ラウンドの和定の院，= Iよ砕ヽニお房急L 乙た Ce.〇ュ吝イ史 l司 l た。 1.43 .MeV  r媒に対

す 3計数幼李ま kこレを l打 l9 て決定さ出た。 0．グ9 MeV  r 緯 I＝対すり祝数効手
1よ屹Mク穏準謀源ヽ:;,よフて決定す 3 予定ぞあJ 77Iぅー戎屯定的に以約の鼓五位を

沼ヽJてチ｀ーダの昭析を舒なった。

3. 舷栗 得ら土た 7俣スヘ゜／卜 Iレの 1 初を矛 2 /Jj/ I二示tた。また＇茨·)定裟＇の戟

正が｀十分てな• 9 のそ品終的な仕のて｀｀1よな •9 が＂ノニっデ~ークを餌朽 L て碍られた半

戎期の俎左矛 1 表，二示 L j;. •ニク扉姦~せ袢ら北た信/j:.,従本の女麻偉¢ヤ閉のイ直ど

な_,て 1)3 が＇ノ今Loりり：：四北のイ歴によリ近，うよう I＝考えシ出る。

1 ）で．合』。 ue rJね―w-4Tち戎、•I. Mas・ 全＃チ（グ'4ーク．）

勾 W Tu元んi力4t-らァ．吟、・ク糾らアクs. 7?,砂 享／000 (/？辺）
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矛 1 表 ,,33L a.. co 手濾＇期

苛令半滋｀期 全半滅｀期 宕ど
戸― EC  

ふloveぢ加な （'+.1::!: tJ.7)x ／み（／．、4;J:.ク．o.()x/ク (/.2 土o.1)x/O'シ 0.47 

石rcA、.”“zク切咳k ノo'I II I/ 0.88 (:z.4-士 o.2)x グ (2.I 土？． I） x/a) (/.o 土 o. l)x/0/ 

本実．醗4直 2．夕 X /0 シ
II 

”x ／ク’シ O.S6 /.4 x ノ0/

娯 1 国 138La のシ淑麦函

I I 
_ 1.12x10--y 

レ, ・
ト7
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八ス
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1B-7 

74-~(oL I p）及た叶麦爾性1本生謎f面積

京大工研 詞戸媒原一郎中夜弘道今組絹
岡本弘f言

1.. B芦年度の放炉t如恥鰭e( r1.,p)正碩砂社紐碩l こ
へ、ヽて報告した。 7↓ Ge (.ol, p)反た、の検胃和栢成浙面積の励起討数の度験
誌果 Iさ今＃ 1『心行（1れた（人 l p)廷吋｀の 1"がわ生心や穫の励支訊］数の
む紺泉 L 比べて 9 沢恥：·覧っで、＇も また一部 1ここからC7) Inm をよ（再
現する知iff勺桟似‘｀訳°ンを考魔 L 口輝計箪; :t駁 l l 之） ｛ふェネパ＇‘
一屁lg TI太こ臼内裔憶哨も浦ぶ‘ようなf年1 豆 l ナつ。
tこス 1‘• 79 伝（ 4 / r) 冦召すが今（午？ s ふ）， 7!./ (?ー3'11t,,I ±ー）つ
＂仕イ和生成し，賢e以 I P) 豆退釦？ーゲヽ•/卜篠訊核I1., 、ヽて
守‘虹応2·y-くな→'1.‘‘）心みて｀；枝直釦非沈 Iっ¥ t..似て、、 3 t考えられ
百。 1旦し中虹の§認エネ lし硲ーは 7‘ 知｀｀は 6 、 03o HeT)7¢白名で 1まも、 99湛v
で‘あり 77-'t>I.年（士ー）｝ガ（そ＋）と技更知和応”ンぶエネ 1レギ｀ー的に入れ
オ魚五ヽヽる しかしとか口桔累は技度竹体の生成新面積を妾ミ 3 .t. 9‘,"3埓ベ
小さヽ, t思 Iなか 3 ので冦e (ん, p)筵西吋げ如五疇面積，t 7年
（もp)及念邁知 l恥傾知碑）鶏紅得らか3 キの口思（サれ 3。昇して
もり-:F-.ｷ, It. 1J..') "1.、、 39、ざうづヽ E‘‘ う l t I古 l cl I p)類ずが杉覧吃イ紅的

様横t麦ミ心 l速桑。まあ｝ミt s 甦 1”‘3 が｀＇土(_o{, p)廷心枝胃1喰
の虹渭面積心射エネ Iしギ'-白 lSMe寸令 1‘｀屯むめた。
ふダーゲ・1 I- 9 ーゲ｀•1 I-這虹（迂寺 7/f釦 0.z. (14．臼）を水素墨ぇ L
“紺約ネtして， 7 て1-ン遭i昂 L 夕汀パ;.l:.. 1虐知心叫？せスえつ
項国した。思 'Iな 0 ・ヤ～ Iぷ呼／←2 ?•あった。
照射京斎rが初召研沢件"”ート豆心逗大杓布項疇加ィ '12
トロン汀湛遭ぶス 9‘‘9 7 滋噂射を行..,芦
麟翌射篠ダーf‘、•I 卜（な息ちに知如（/..j)紅応· 7夕か年の °`/3””:
7巧 6ll.,の人、 2ヽ只凶な噂謹淀 l, CLS Q 1 t'l-う｀｀了ムを紅 D C-n召紅 l て
D2c を爾杓祈 l，撹叩競心..,1..得 5 紅輝瞬lN以—/)a::t,._ s知ね
｀~:~:従←t 7丘豆叫訊庄いパ Xの結果

l臼示すC

3. t 1 図巧乃ヽるように刈付エネ 1叶｀9.,.... g MeV まず（な甚スピン紋態邁ス
ヒ゜ン朕槌の生ぶ新輝lぃほゞ等 L <, ?M汀以上では篤ス e゜ン朕態の笙成許面
積刃釦ピン朕胆ぶり K さ＜t心。 心li祢回11) 71, €re 凶／ f）及たでが悛夏吐
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虹疇釦穫疇遺暉達< l恥‘碕缶‘あ 3。矛 1 団に音必）等によ..,て )~1 賂ざ

｀度 P一渭い凶p)焚食鵡、心t罪
這炉 I~ よ.,_ ~-l=it1 癸された政
衷pLo-,d..t..t..輝 1-:.亮ヽヽて六゜
ジe考慮＼ち棧更忙1本の生取刹
鑓直濁言渭遺がぼ呼
厄子、しt。 芹釦（叱p)

L-S叫l 受記麟面積が‘6e(4, p) 
廷l~ttべてほゞ含イ李ヘエネ l l.
ギー§tm 臼 l立I、さく
杓たが2 幻訂…ム瑾
咤紐tょ<.—紅す l 又”
心メ？ーはぶ＝済p =1、 0
f= 2.2.§伍を袢用\..たI <れ
1ゴア、金っか炉 l｀ヽf`で
ぁつ 1"\,.,^ ttいべ‘3 でかな）大き
遺心3 番知印 9ーゲ1
トで‘｀は中mm..i怠れば‘丘l ヽ
さくな 3 i履わをこるの祝魯画で

ぁ紅‘/2 碍令1なを知 11..い7.｀溶。和2.図 It.知、t:゜冴選邁心ぺ
態の生釦比虚）を□ （呪）は刈知ヰ Iぽー叩｀ t七 1遺？欠すi吠‘
虹1し；細”武｀ヽ) 11.叫如等ユ）f/)梵乾噂刃‘hl 叱p)及たの該託体

90,、 l i l 1 釦知輝I}|}t豆‘口知

江l、 )酎村社t茸ばよく 2 の
噌向註浅す 3。咳（が），
唸(4p)泊廷臼暉閥
ず(Ii£）叶t 1ょi tM況:v,...臼‘`
こ（吼）二 I '1.`} X か以上のエネ
心‘-1`l1(Hん）~,ピな 9 1 呼
和り條白 1 手しこのエネしギ＇ー
飩国1‘‘心輝畔江(-森す
る。

Ir 1)K．況。圧心応如 rが吐（99‘‘)32z.
叫B·V心かぶい］必，f伸．知血（作1)/3r
3) H. Ole...~ OULNS <rtー1 2..C. 1"t)

loi 

lo'l. 

(
q
差
）
¥o 

/0 O Tot4 

AHSt ... tし

X L-St,.i.a.. 

沖

> 10 

Et1. (Me..V) 
l 図

＂「

ー（7
＼
も

0•I 

。も

ナ
・

5,。

EJ.. (Me-V) 

2.図
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1B-8 

12/Sb かFl生手1綱I叶よが主約｀f2がb暉町生紺tt

（取大理） 久米三四郎、 0即1日出尺
（京大原う炉） 鬼田，む即， 渇走犬倣／ 河合Kl

橘本甘丈
四訊叩生汀賊lくよ 7 て作ら川う栂麟lt単一スピン l澤，て‘h1, hn 
起：午 Iしft瞑＇｛寸/]0牡l'生子結fo\r 芹 lしヤーに等し凡 L ↑t,ー＾順暉［J
恥，創励比エネ Iしやit能，ば l線紺湘によフて nみ守定 1て r-i 5 ; も L:(})it
姐を経て枝鞄彗がl生汲｀す 3 行ら If，そ雌瓜｀ttと知ることにiフて， n線脚度
叩泉令を検討す 3 ことが＇て3 5 。 オ 1表
ごごては更攣岱條in保仔，参考となう棧デー 中杜共鳴徳 庄 妥 n恩牲体

ターの有熙乞考慮 L 、スピン0恩フた共鳴ば筵， ぅmfース1:゜ジ ：威、 スピレ
が27測定て3 9 ものと L て IZISしとクーゲ`•'/ I {;.24e.V I 3 t 14.2..汎迅 8 -
卜遥んだo f n詳網11:牙 1 表にifi L てあう。 l5'sev 2t 2．名 d ． 2 -

牙11囮d)放射化咀瀾会で予備的な危験l\7 し 9 て発表した。 当吋f)-f. I クロ
メー 7-l< tフて分料□れた中牲環灯＇62eV t 7メ /0ヲ瓜ii'と少く，そ
砿郡，疇囀l,とtほう嘔雌劉螂訊｀断面褐比が嗚足 l（測定てさ h
かたが＇ノそ (/)1受京大肩子炉の岡材t授の弟身て‘'モ／ 7n メーターが改造2 礼
訊l碍ぱ原手炉n出力上昇どえうことtわ 7 て｀杓⑰倍n印幻強だを得5
こどが可能＼て斥リ、だ険保件がば仕はだt ｀改善されて，当初〇印拉寮すこと
が7"ぎうよう lJかに
鱈単色叩生究扉と L 7. I誼大原子灯に設置してあ3 牧紋型メ7)二1J Iしt..Jグ
ロメーター(¢必 eV 序性i tメ IOり五＇面＇）広使用した。 魏印生｝源と L
てはグラファイト・サーマルカラムと町9 た C また他為〇庚腕酋と比較した＇），
訊知9m鰤とす 3 た加気送管によつ虎険いわた。
t/7 0 メー 9 ーヤグラ 77 イト・サーマ Iじ1Jプ (~ー）
碕ダーゲットと l (It丈然，＇組以のアンチt直 5t 

インゴ＇ヽ•J I心即。 気送叡のため l叫麟諏 :t
訊I弔 L た。
叩扉 1t 1叫暉索図司が示してあう
“心の農I生ィむ〇測定は．ペリ＇）ューム應.oJ X ¥¥ , 
畔N謬晶さ用 d.、 2.3d 謬紐態につし＼て ，詞(3三――0邸
は 7、 5 mx7砂1 d) N^I締晶広用いた。賊射 し • 
＂n相違Iくと毛↑戸て，試粁叩｝ャ文 3 さが奥 →方宕― O
リ、しがも4-.2血の枝要I小＇f!)ガン 1 線が 7t オ1日芍閲備袋団式＇

- 94 -



18-8 

唸b (J)中ll生打輯lJよが彗咄br!)枝釦鰭tt

直這）ース米三四郎， 0剛咄尺
（京這げ） 鬼田品即，渇走犬鼠 河合武 I

橘本甘 K
凶史［鳥叩生打順［くよ 7 て作ら川填麟lt単ースピン~f他，［h） hn 
起口 lしf- t 9認印呼l1臼麟I 午 lしf＇ーに等 Lu " げ｀t,一＾屑＂（J
恥，創励比Iネ Iしや疇，ば＂縣碑［こよつて 0み守定 1-c r1: J、 も L :(j)叔
危き経て枝慰彗が生放｀す 3 rr ら If,そ雌紅tと知ることにi 7 7.，和線約度
叩羨手さ欄打｀ 3 ことが＇て,~。 オ 1表
ごこて 1す烈齢岱偏〇保件，参考となう核デー 中任其鳴状態 庄 足 n恩屯本

ク-(/)有無ど考慮 L 、スピン0恩フた共鳴1璃， ぅI町—社゜ジ 栽期 いビレ
が2 フ測定て3 9 t (J)と L て 12ISしとクーゲ・'/ I 6,Z4e.V I 3t 14. 2..五;_"'-I f1 -
卜這んだ。げ詳網 lげ 1 表にifl L てあう b l5ISev 2t 2.> 4. 2-

叩1囮庫射化叩論叡｀予備的諄瞼I＼フし9 て発表した。 研紅／ 70
} -7-[< tブて分糾□れた中牲環危が6,2eV -(, 7xl0ヲmin―'と少く，そ
(/)ため l\ I 如鳩硝慢l｀と比う匹SM液奥牲i本生秋｀断面褐比が嗚足 I（諏7..＂
ヵうたが＇ノそ {/)1魏大肩手・Kfの岡材k授(j)弟案て~'-=E. I ク。メータ-力牧造2 八
それ（吋京 k原引炉0 出力上昇とえうことtわ 7 て｀杓界倍n f Il幻強だt得ぅ
こどが可能＼囁リ、だ険保仔が（げはだ l“改培されて、当初n 印拉現すこと
がfううようにかた。
鱈単色屯1年恥 L て/j京 k原子灯に設播してあ 3 収紋型メ刀二1J Iしt／グ
0 メー 7 -(¢LeV 序性f 6't'-/04-M五＇叫）立使用した。 熱印豆J屈t L
叫グラファ 1 ト・サーマルカラムと町9 た。 またfセ為り実険組と比較した＇），
訊知irn釦とす3 た加気送管によ釘き瞼もかた。
tノ 7 日メー 9-ャグラ 7バトサーマ（じ訂 ぽ）
碕 7 ーゲットと l (Iげぶ＇紐瓜`(f)アンチtンの 5t 
イン］文．／ 1心翫。 気送叡）ために l謹危翫ま ;t
訊I弔 l た。
叩即 It唸 b 晴啜町（西 L てあう
“心心叩訊1.t.ペリリューム應(f) X \~ , 
騨 Nム1疇 3 日しl.` 2 、 S cl (j)碁紐態につ \,9 て ｀｀ー一碑
ば 7.s □x7`` d) N^I維晶広用いた。賊射 し • 
魚件暉達にともいで試粁n勅ャ文 3 さが異 →万下― o
l) 、しがも4--2血の枝要I'繭n 1Jシ7.線が 7t" :t"1 日守M) 備虔目式＇
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l<eVI bOKeV どfg :rキ IL ぎ．9- てあうため I~, ,fンゴ｀•·J卜丘どさ？ーゲットとす
｀的、自こ吸収が暉と「口。 これら n鴫直：たするため（へ ‘°”C。や
，気送噛□峰叫5blくフいての試＇粁屑態とか之て刺足を試｀みた結『口足がか
リにすうーガ，虹紋I~!”瞑i辞対直r1 どど採用して，それ冴々れの現'H 試粁につ
いて屑情勘辛と簿出したc 牙 2 夜史椋結果
史オ2衷 I~今囮永｀めた屯
晩｛謹き示す。 3+ 雌喝叫往，
からの技見柱体生灰比rt, 2 tか
3 (f)汀1{/)的 l0 （音、であう。 表秤
性がり枝酌碕生以比lt 3+ OtI:. 

憮，射装置

毛J7ロナークー

サー21し・1Jjム

局送管

中堆工子如·凶：し 中I｀生手強危
ヽ 2 ev 杯103血ーi

/),、 5 e-V ク . 
熟中I'生手 8XIO血5丘2
熊速牲目 4- XIO'認c,,,t-2.

名2芦．rd.
(l.1 to.I)XIO―ユ

四tO.'>)xlO"'..3

(13ｱòl)X¥0--.z 
(1．紅0.I)メ＼〇＿2

よ1)ヤや lliか\)、長送麿て、の約麒見 It 3 t n蛉臭 lくほゞ等 L凡 まt::. o 
庭麿て｀n，緒果l古 keisC.k (f)、そ諜，¢，¢ XIOズに較べて， Iヽであ 3 ガ‘99. Gulyas らの諾果
(8,j±.り）XIO打リは大さい。
四い頂数 (n.i)反応俎樟澤休生双比n計噂1ま，木茨恩姓｛が出代前面請比と
云う物理量も最初l碍恥）あげた、 Hutz.“伊 !I~ ょ..,て試｀みられたが，＂伎
計庫方法t改たが加えられ， l1¢7 年の日本でm核構産国際尉義て奇砂恥が祀
表したガ却囁t莉しい（こ＞て lt新 18計庫法nf易劣む燒 l" 「ないことにす 3)。
今珈ガ法l岱砂釘の言t麻方法 1通迩ぃ＂ 今さては枝恩出籾訊＇比咽t囁と
紅If、抒似叫）反応についてその技臭1生体生 A` 比の結果た｀けと重、現（てそれ
だけて｀’， I ネ lしや一準｛該逍式{)/{フメー？ーを言命じたリ，まに反応謀構之諭 l
填句があ）たが，これら !)I •ヽ7 メー 7 -lt枝里肛体生A｀断面積比EIナも単峡l:
説明しても意昧が「：く，如如v 写. rf) 0線 7ハ゜J f-Iし雌阜とも充分矛f自のたい
切てしなければならない． 今鰤計堺釘t枝屡l輝生衣比と，そnttttた 5
打線い°7 卜 Iしとが衷良一体とt1:つて求められつのて＼枝恩I卓豆｀ttのみ（：：
よ這唄瓢磯豆 h｀かすことが、ヤけられか 計蘭 lコ用いたエネ 1げ'-和

訊氏1古厄J)吋玲紐p2碑． e叶撃） ていあ'), t I す店
庫1J学的麟であリ，てtな枝温授であ3 。 尚，プ線の転籾tE1 だけと（て
言r囁した。 計囁n緒泉1線lパ 7 f-Iしば上式｀叫1：：：：よってばな（また｀しく度化］
3が、憎牲紐3 にtってしまわ禾り逆itし rmV9 ことが判フた。 従7 てa.が直1"
線訳？トルがら一恥的（：：：うた炉られ 3 ことにm) 、その結屎aは＾A／10 が贔t
辱ていあ 3 。 また枝屡l誼生釈ttは心’T尺吠）た＃暉て"IなS lこよつて吏化す：
今即輝、t翡しょ') `3/3 し＝ 1 ～2 庫当であうと恩われ3. ごれ写の値I,
侶り方法註｀がら如 E位に比べて周席で1t rパ．あえて大き在多塾極騎切脅！
ま芳危戸 I鴎喉t Tが5 そうて｀あ 3 。
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l<eV1 60keV ど 1紅ネ Iしや一てあうため l<, 4 ンゴ｀｀、J卜乃どさ 1 ーゲットとす
填紅瞑吸収が疇と rI3 。 これらrJ)暉心隷するたがこ ‘°”C。や
，気“`ビ22`\,91 碑初形態とか之て刺足を試｀みた結［乏足がか
リにす 3---~I 文赦I/.... 〖這収i蒻文｛直行どい採用して｀それ力“れ·の現1J試粁につ
いての計苺如伽卒ど翫 L に 牙 2 た実餘結果
史オ2衷IC今囮永｀めた屯
畔見さ訂。 3+ 戟喝雌，
A‘" (j)技見社体訊｀比,t, 2 t乃｀
3 (/)それの約 /0倍、てあう。 厨
出0枝酌輝詠比1tJ十の比

懲，射装置

毛／7口f-9’一

1-1. 1し・1Jクム

局送管

中注工子如·凶｀と

6.2 ev 
/'i,、 5ev

熟中,,•生手

熊速中社手

中l、生手強危
杯103血一i

ク

8;,(.IO7必伍2

位90'認五2

名2唸和J
(I.HO.IMO—2. 

四t0.5")xl0―3
(13±ò1)x\0—2 

(\.gtO.l)メ＼〇＿2

よリヤや llI て~1) I} 、長送麿で｀d)危麒見 It 3 + n蛉臭 I~ ll >与·しレ'.. 表f-=--::.o 
庭脩て｀屈鰈l古 ke函k氾諜，¢，ヽ XIOでに較べて ,Iヽであ 3 ガ‘`',Gulyas らの諾果
(83 土D.1)xl0-3 よりは大さい。
＂と0比較（い）反応n枝恩I'む狂釈比雌t麻1ま，木茨恩 4、国彗苅面請ttと
云う物理量 E景初lt恥）あげた、1--l utz.“伊宴によ..,て試｀＋られたが＼そ叫｀
計磨方法t改たが加えられ l1¢7 年 (/)8 本了"(/)核構産国庶尉義て9•Sp砂入が祀
表した加玄疇直しい（こ >mt新 10計箪法nf易劣む蛉 lV 「1 いことにすが）。
今蜘方法tt Sre~屈靡濱麟lく迩い。 今iては枝恩田和注収｀比鵡t囁と
云詞、府にい）反た（べついて籾技臭1輯訊｀比の結果たいけと重叫て灯れ
向7.島•,Iかしや一嘩｛埠逍式 DI<7 メー 1 一さ詢じた＇） 1 まに反応楳謂庄諭 l.. 
填闘があ）たが，これら1)/ •ヽ7 メーJ -It枝里肛辱欣｀断面積比た、（ナも単狭Iミ
説明しても意昧が行く、如如v 写. t[)が線 7、A°1 卜 Iし0絡県とも充分矛1自の行 l\
切て"t;r Iわればならは凡 今馴計堺叩枝屡l輝訊比と，そntttをた 5
すy線沢灯I- Iしとが｀衷良一体と存つて求められ 3 叩｀，核慶畔mtL のみ（こ
ょ心蜘磯すを n'かすことが、ヤけられふ 雌 lく用いたエネ lしやー紅直

詞氏1古f (E,J)疇玲紐p2碑・ exr （ー等）であ') ` t l頂
庫1J学的混訂｀わリ，てば枝温栢て、あ3 。 尚 1線の転移(tE1 だけと（て
計囁 l た。 言ヤ囁 n ，緒泉1級l<\°7 I-Iしば上式｀瓜 Iこよって 1まな（まだしく度化す
3が、憎性韻違 l:. tってしまわ禾り逆it.し rm レ＼ことが判った。 従フてa.. n i直 111
練訳？トルがら一恥的に決炉られ 3 ことにr1:リ、その結屎かいA/10 が贔t
紅であ 3 。 また荏屡I生（本生欣ttは心’吠衣）た＃暉てn （なSlこよつて吏化す 3
今囮直襄課ょ ')`3/3R = 1 ~2 が直当であ 3 と恩われ 3 ． ごれ埓爪直11
他0麟祠わら如道1こ比べて酌弗て1tf丁く，あえて大き荏多塾極肱f立の脅手
む芳俎す即辱屯 Tが5 そうて｀あ 3 。
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ーと（tうわ19Jあ 2 。本を戟t"』1精度,: t-ヽヽ広が般 rd'<. 牙 3 番目 9 オ江直印！
r：。ヰ在｝プイ＇1,, 9 - ~ I ?. 11 ／如呵屈似ふ心 2...” 原"“”`, f•`。食軟碍
L 、，か晴 I3 9F 与 9 杖紅遠訂論い幅i贅零信晏 I這祖 I r、りか：：ニか這鬼戸。
”””—ぶ二えす。 999E'29Sふ‘よな4, I”...“'/99e4,‘‘知； ”3%

ふが'‘1,4-3 ゥ牧印虐化を IャOBa 1 t碍；し”tとしこ示 Ir; 。ゑがらわかるJン、：序

竹｝ェえ Iv ギー百｛和い、疇＂力 l Z,, 3 う Iす，fx号釦紅淋り辻1: が“”“
e 、ワ田、 3 Qのみt．、み 3.. :: 9 度代t夏し易ェ＊＇レギ｀一て‘'p.e4.R-なたブ·土I こ
逗ぇすシ角靭r13現在 n9 年連行な 9 乙｀＼ ･ 9 、行果を:::. ::..9 ：：すeすこと 1 i c• 3 ない。

(Iう面ら テ 13 1'.i)れ第（ピ手打薙冷計；；費零旨晃 p. 62.. 

矛一表 刃m 印往｝枝け裟の r叫ーかぬグん比

R吟 ／仇珂＆-1.. ~ 2 一“と 沿r肝必

N旦r()孔， 差ヽヽ六とさ 足ヅ：しさ “と必ゆん

Iしら0., 0.72 土 0.06 0.70 土o.o l/- 0.7／土 0.0 4- 0.6夕土 0.02

I j̀ I 3.!i土'f.3 II. i'土／。¢ //.0 土 2./ //. 6 :t. o.o 汁

唸戸A 夕． 0 :t 0.2 弘 6 土 o.3 伍サ土／． o ½7 土 o./
} 

I仰

ジ元 ¢5 土 3 fO:t. 2 St.I 土え 7夕土g

l如

らつ 舛f士 25 2幻土 6/ ん7土／f “L7 :t.IO f 

lし元 3仰土之 I 24夕土 If ／砂土忍十 36／土 7f

Iｾ  ,St 
~ //.2 士 0.6 /O.{J:t.o.t f •5 ::t.o.tf 

もこ 立¢:t. o.3 ぷ／土 0.2 1. 3 土 0．之
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lB-10 維退した来ぁょが変彩枝っ準位戻反

屑，妍馬1易広

叩 ぅ襄術d 恥，穀構造もとJ入札た連続辱近外'S:./利ヽ訊這麟応沢
め、屁f濯采'k 1象 K 。 I) ー~. 7 ェルミ粒碍1立構造碍連続杜刈ら励起択態
心心さこヒ松｀＼成。;I,,~ iミJフて 1謳された。2) だOSが『＇『::%非逹麟
謹意し 1 準位庶知いか、いわゆる Rosan1“ヤ 9fect rJ 3 効果も示した，3）
しかし． Rose"j咋｛『の近似峰起エネJVギーが‘疇心 h ↓痔心E.. L < (; J I諷
在も．っている仄‘、 こ 0 効泉畔束低ェネ IV ヤー傾応を＃、と柑るべきものであJ.
"ばこの知着目して｀充釦氏ヽ絋起工1， I叶‘—t`、成J立っ迩似と用いて準位
訊もボむるこヒと惰 K 。
夏為 ぷ．＇応和均紅が｀，等履（疇』）謬位可ょ縮進尺疇しく｝
［ある隼位nヽ；恥 1 し‘~ I:.すと評, 72,魯目の準位ぶ €n = (n-f) d.. t'与
えられてし‘るとずる。

瞑£の方法に応 1 、一粒ヶ系の GranJ Partition 和netion 豆永｀の、 ぜ札か
准位底知専＜と、励起エネ Iレf- Ul渇四スピン l 乙もっ準位の）«--几は、

砥j)=1-3_塁言9u) 忍パー屯白 (i) 

て｀与えられることが見出 2 れた。

K ゞし，誓呵i farameter l.5 
四，非／I{逗、条り 4麟t f̀ ÌV 

逸似におりj 1直灯＆森瓜しして
デ＝の頃 (2) 

ぐ与えられる。こ＞ 1'’Q ¢忍危さ /.0
オ犬箕において最9卜穀に対する占ミ
“勺I:.、塾jJ午的ぅ皇度tと利ヽ さ
て 1史義 2 れる； ; 

Q = ~ + ｮ (3)~o.s 

戸
:::: ＞て‘’®はt→ 0 で＇念、速r- 0 に
血プ｀ 2 ， t→ OO で 1 に浙逝する
ぁ＆伺紋である。
さらにf(U) 雌埠位気隻口手

所・ 1
continuous mode, 

p = }/2 

P=j 

。

/ 
/
 

/. 
/ 

.
/
 一一一

0. OI (), I 

U (MeV) 
IO 
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え、文応虔表 2 れ;).

f(u)= ―仁．竺疇 (4) 
f.I(／一戸麿 u

こっ狂違麟度走歎A は、 9連続靡毛デ Iレパ叩這·度足款4。t用い．
a = a。 (s, +ふ）2/4Sz (t) 
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1B-11 
よ丑—；鱗乙＇羞ム心． I、・対する

五労と、芝号め 9尾·

（京大工祈） 西 羽入 ＼ゎ危、弘狐 0 （呵本払 1 芦

彗 mi渋だ 0 取扱 \)I J:例くの人I.f l ：：：よって 更検的及ひiむ釦J tけ彗 P心［さ
“\.、i i。釦鰭］考象iJ)方［月に 1 ;f 入さくわ 11 て初起工そヽ（しギーり入小 1こしり
璃位災及の麦化とん効泉のが慰心ぴ秋If)支iク1J)'もの三つpヽ`4 i..ら軋ゐ。
ここで 1 -J_心位“！の統倉り怪 L“ fJ I) 7ェルミガ＇ス綬生に甚すく皐一和広う奉 1広があ 3 がE
た如今 して、、クとか r/. L て五必灼来の牙入を 1i灯‘？た。なおん辺チ
叫度かが交 h 吏彩ハ° 7 メ 7- 9 刃関杖 女I-2砂€ーが· なる的と身入してを-u,
後ぃ雑成での璃｛鵡／乏 n 冷釦を絹へ‘‘た。
彗 箪一系‘”“必 1よフェルミか又復免 I こよう 1眉夕と ク似鈷采どぢん［た
項孤との和どみなした。 UJ7ち

d.= df十が4 (1) 

と r』')、心（ぢ—位ー（ななー／） (2.) 

て＇ 5 しら礼．£礼』な， liれ，忽ー 1 番目の淳 I立エネ lレギーを＆わ l, £;,t”9ー（（i準 I広
が如み l ている崎のエネルギー＆あl, h f。

N胚応ら I) の方汲 IC よると Mコのりとヶ条にお I 1 て フエ／しミ表匈びわ涅
位良ん，1 U N 

4 ＝ぇ年） ［（ti-tんー1)-( tn-t叫＋ ：応） ［にt;-1) ー（ね—い）J (3) 
ぃ

ん芝 W(nJ 芝uf(7l)
的I R. 

であらオ）されゎ。 ミミて＂

研（た）：：： k [I+ （以 r r t>I. -t+ 1 J / T J (4) 

U = a..丁 2 - T (,?) 

叡れ）ばフェルミ＆勾JリJ:.下の皐（力が．埼手 1~ 度かと与える腐會（闘蚊てあ 1 、丁
心丸1J，、多り、藁度，a_ ,1 J-支皐位喪度，刈 7 メグーてあら。閏趨と勺ク／） （i絹位が

幻んグ （と、、る私｀炉晴 0 哨依エネ，レギーであるが M炉“& S四ふみ• 2) 浚ったd
如み n り1 月を示 1,\, 7 メクー＆を｝q \＼て 倅（K 閂窃 I1 ；尺のように砂化

メょーな勾＝ （ 1- .t.)（ム”― e元ー／） (6) 

t九＇＝ （／一ム） 長 7'[.2/3 --+ “し・ ク/.3 ('1} 

依＝閲＿i／ ?I. 2公

尼i礼 = 
3 11、ダ3 ーダ、＇ー／名

5 M、、 -M、・ー／
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ここて約 1;r隋応Iく＇の関紋ぐ慮；•£、荻兄 (2, 8 20 （必／4) 緯、 5(), 6'2, 亙／紗）

てあり｀ ‘よ直灼泉の暑う饗ばここに少らわ~ ~ l J-;;。／足 7 て
（ム'- tれう ) ー （ふ—そつー／）

= 

但し

tM = 

—忍立 ［花 2/3 -
刈 2/3

t:f 
（土A)2/3

M2,/3 

1• あ‘"1:,:. Iレミガ＇ Z 頂翌 1 こ、］す＂＜噂仕 /~11 簡 df
閲i・、つけら 4 しゅ；

2 む
言（差 4)翌

げ：：：：
f 

M—I/ .3 

バ L 内方；よに』って｀＇ギ 1オぅ 拗うに対する犀位閏f虜 dN I 心
；；」（（以の逆紋り和が求‘かるへさ板 h 皐ー靱う閉位炭度／てわるのて

:J= f“ + jざ = 

ー／）吟］

ー
一
な

+ I
-
幼

1 こより

＋嘉3 ふ［和一ふら， M,]

1 -Jつェルミエ名 Iレキー

'Jお応綬儲足と比政綬灯すうたわ I こ

氏 (6) (7> (?) 

tf 

関／嘉＼：

d) ぶの代,>/)'J（、一 ふref

炉た1仮

(ti) 

(10) 

と，｀ズの応で

((/) 

をf成で収求わた。

(/2) 

j を求‘わfく。

tZ= n:-勺2/6

によって翠伍’哀危 I \°ラメJーを永＇めた。

以上jJ‘＇占“効是を考慮 l た 1騎か奴扱 I ヽてわる vヽ｀綬の＇隻砂とり感（た呼ヵ
和'I{\\ 11 定昴ハ゜ 7 メター 0 （＝必／必） に対 1 て ム必ヴ＇の｛以i1‘

幻＝ふ(!- 2か） €―炉
(/)代1 殷 I;ヽ 依って麦化ずると房たる。

して箪位炭度と成J)た。

紐と： 的＝ 5． 8 Jvlり (ref 2 で 1dC と［て合之ら 4 (て＼ ＼ら） ク＝ 3#“ 

叫を用いて訂算 1 た噂位於及ハ° 7 メ 7- a さ貿ヽ忍紋 A Iこ吋 1 てフ勺1 ソ 1、 1 た
汀第一 1月でi)-?。こ{) f条度険億と一餃： 1 るように式（／）のわ廷 I こ 7 アクター
0.61!5虚 11 てある。定捻位 l;f叙釦t& Cv,叩丞屈ひ‘・丑尋な口是 3) I こJろ科
叩＆来て‘・ ＼中，1’吃令合／かェ r、 Iしヤー (8 fv!eV 府使） I..:: Jて·尿1起ぐがている狂 l＼一吋す

るf直である c 笈t食ii 8 :::0 0 I く吋すう多r t低で. pる。

閏がら 9月らが 1.Jよう 1 こ Z= 20 』.2l?, 50, '152 1,iび N= 50, 32,(/26) の五虜
ゎ約衆が鵡忍 1こわらわいていわ。追ご＝ 501 ミi1 す:;;, a(/) 定険f且との不一双が目広

つ。 ふく拉られていウ↓うに合二闊・ 171 二 1、元素の結戎て 1i苓因I人ヽ態で支＇

豹しておリ ‘ヽの支砂の皮かさ， M戸4 & S必磁ん の賃曾公氏‘』')求‘rh "(o)忽吟
で’の¢さ）月 l" <第一闇ペーえ傾線で．手す。 ミり、い）秋の，峨成て［佼fl ガ‘"示す落し
込片ゎ梵う 1-;\ 丹視できたが終ダ］ I直心ーtヽよして＼ヽ甘＼＞ 6 

(/3) 

(I#) 

々代＇入
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第二喝，ー、 …必ヂ｛て、＞る妖慇め準仕エぐ、ルキー乏葱礼ヽ゜うメダー§ l、一吋（
て 1J a,7 卜 l fミ" 1縦鉗のエネルギー訊依 l i,tf N—,2 /3 /1-/ e V て＇’ある。以必！ o 粁今
rf))+をもに比 l （くか ミハ）月 1｀とf) = 0 での伝占ッ の紘うがふくわかも。j::_
／ミ辿‘へに変砂萩 I i A_伶 0 = 0、ダ汎復べ奸応 l . :tいをみ］のたJ) 1< 4辺とり認
と n 蘭椅 0‘＇大さくグi ？てヽヽら。 87 g痰足が 1＇符‘)小さ＜吋り史蛉急ど力了、一杖ど
さたしたと忽えら札令，！足って ク、ふ の I且のナが1 を吋すfJら 1 i'・逆 Iこ炉i良t□ 果
4‘'問綺でざる。

なお式（4) (5) を迎して皐ー紅う導仕喪度）＜吋する励起エネ lしギーの原がり n 使‘
討 Ijども園味浮、ヽ＞ことであわう。・

0 60 120 1~0 24D 
A 

芍， 1 ら／仄，呵｝摩んふ

奪釘文叔｀

(l) T.1>. IV<紐r応） C幻．J.祝炉． 翌 30// (/ダ56)

剥 I 「―
⑬ニニ＞—＝==--==ニ
I 

：賢·---
;1 

姿 I 翁：：：：＝＝::>--<--=---=~=

ぎ 10 日＝＝＝＝—s---

'-.., I@=---==--= 

退ロニニニロ0 - I I 

0 1.0 2.0 

゜
, 

戌1.2 ム Ve.{_• ジ4年乙／1し~. --. (I 

(2) W.P.M~ &.似．J S四~ J心d.A伝·趾 I (!9舷）
(3) A．辺ム名＆ A.G-.似釦叫⑰，伍．J.アケ・竺／叩(I給）; fl．ゑム＆ S．琴）

？砂必 c~丞巫左
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哨機卜虹樟嶺心すずる匁釦 4印用
lB-12 

疼絣 〇菟浴美瑶・斎瘤湘術

□ 釦茶中 l召おかれ戸淡射係がら＼ぷi)反蹄魚}- 7 ii)(双琵のン稽奏頁の原子
的彩才．力澤歩とい。クのクと応遺度””~'成If}'喘狂溜祗ぅ長臼謬~
ずる媛炭とくらベ'l I き初め、1 蒋嗽坊~ -:I; 6) 1-:; し 1 O ると術えゥい。金ふず 1c
おかれに以※射応‘‘＼ぷ初紅屁定の条iff ;‘i)1->｀ぷうぉ豚甕疇 l~ ~ ~ d;'I ま
化i”：悧紀の食船c 乙trJ)呂うい臼らfみ，力‘(...つ~ 1 7 祈し V‘ 夕 11° 6J A1 1ヽ淳
I(, 'J:る咽魯紅知畔らゎ‘ク移の，ずt‘‘違彦しp; 0 企研祖濯囮楳のダ戎げ炭
”係 1遺詞レ化裟初の町‘‘，哨煤診⑥株（憎韻） 1-::- 対するぺ粒□ 1{f印が‘
tジ< K 鱈因 A ;;f‘心 1-:;- 劇｛‘る知い碍、る”におクら？たがの 1‘扇る。
麟虹表釦心釦が（研l加）ど、つが叫姜着燥ぶお‘おったいのも吠＄饂
乙して応た。液射霞い l0 朽メ｝姜着釦釦ば’ドがある。乞？房乏ば研1AM
ク‘う（の反誂巧P A イヽパ/~連fなら如的粒｝』康渭iぃ疇 1-;;. t, 1) の冷‘‘くの 1< ヤ
幻房ざ 1‘畜る。クのざう桜戊、か“(j)ン追‘ず“"のク‘杉 5 バ喉着そ必化分の
t ｛イヽ／釦して泊ぽ章今紆るわ‘シ杉’った。姿滋褥痕の倉ざ＼ぷ／吠粒、”残＇祇
釦 l釘移羨にすなクとか＂クのイイバ釦蒋匂‘‘J哨核湘］ 4‘‘ ＼ぷv'\ず‘'臼ん LD ［ふ｀あ

ゐ。クが恥虔中ぶ疇瑾杉系輝疇じ‘ゐ A わツ 1ぷぃ彦ら 1パ“"クf')祖
”杯吝リひぎ＼が后いれ1 炭彦中も 1幻這り心げoooiヽ、）Jトタ怜む 45叫f、J
JV 卜 lっ疇され,Iん鱈鴨3` rJJ釦土｀げざ11-,疇紅疇じ噴畔＜
り l豆！パ印巌ぃい。羨彦虔析 4 1 層，狂f摩ゎ‘¥ t)＼つ‘反瑚臼比嗜も通し
1. 10ふ～ lぷ1 1orr 孔炉），炉速ギお‘x ぶ輸送f' 1<:: ，，，イツパ初泊い訴鯰釦，、亀
紺姿彼も似‘(f)ク‘及的勅象t‘‘汁疹‘ざれわクと俗く親吸賢がゐクとわ‘"炉‘姿痰1.‘‘¢レ
バリt 1 のゐ。今付され化ガ噂｛イ ‘/1がら双喧印埓作啄し乙ゞ鉗ずウとき吃の受

の叩遣fJ:- l'-'';[: リと 7 I乙£tD00 斥JV~ り
介9逢ざれ1.籾仮釦紅衝嫁レ， 16 応‘図
訊肴中ざい 1-:: JV 久tしり前魯肴、f稔
'(?/)1 りや搭，スケ /1 ／るへ1,. I 

ふジグ IV1゜りソタ／り璃される。主
蜃灯公る，イパ 1ヽ ｀危6}達、か嗜尺
lク X 句磁喝足位ヤ公疇る。イィ疇の
幻炉リット乙）ど涙造手湘拷噌の刈射
・スリッいょ詞危クしてあるが‘1 条祈危t゜

ヽぷ vヽずWtも化汎閲 lぺ皮定して准」足した。

□ B'D□ F
 

………•°… 

..... 

g
 A : $f7 fe.嘔稔 B ：立特板 C, :吠淡

針硲 D ：墓崖腹 E ：試料釦這吸
F ：悽彦叫0―'7Toャr 合： 1---- ス逝稔

図 1 ． ん牙‘／源
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捗む麿登松応して悧 vヽ杉クトロ杉）Vマ／ス褥·か、桟坂)¥ 1 1/" }-_ ¥:1 -it IV -t:=' 

ース 70¾ ,iゞ／ヂ輯l としてンっウノ幻0% t ,39 くん 1‘'V‘ ゐ。9'1-- ~杉 IJ p ／スり
ク久ロコ記／人／ ％必＇）ジチズf IV 臼輝ずる。遂町董喜揺坂る麦 I の和 1
列バ □ 少外！ク糸しゃ。 ~3 ク1 ぱ曾苔紗公＇の祈箪／直J乎げl はヂ 3 外の｛い耀‘め
化庶今、蝕応‘'ある。クの X ぅ移クl-- O 杉）V '9 / ~溌競いイン雰しレt糾溝ゃ成

劣され戸fァ稽ば各が／

We 1, We 12, w~1も Wel6
,.. + 

NC 1 NC 2 C. V. At omi c 弧 d)イィッふ＇／シれり）ぷ H
咤＋ 1牛N+ 160+ (J) X う烙

”チの肇紺嘔A ;(、バ｀あ
ると秀えられる。 H/e 13 ノ
We 151 M/e, I'7,we 2化 W尋

Iシも I~ '7きリしたグ／グが，~

がとめゥれ¢ぷ，クれらば
呵／碕 OH+ I NO+ I 

NOュ＋の¥う移多庶手から俗ゐ＂｀イバ‘扮ると舟九汀tる。そら 1 c. M/e 6 
叩／ w奴 Iク毛 IIヽざい以0/ クが見払と札／ク札ウば 12c2十ノ l4- N2+-, 16 0zt-Q) ~ク
移＂合のク蘭似イ‘パ囁なと房沈られる。各r:, I 鵞ネぁ這ふし 1 We 砂
パグ／クが叶：められか凡心は NOざり鱈多から移るク称爵A イン化＂ぁ
知いぅれる。表 2 遠虹れ□ ゎ蒻のう多棗わ多く見必される””
紺喘 A fン l,;:, ク ‘'1 om清ぶある。 Hらび＞ O+>N髭いぅ蔑笈い）研沐魚谷、帷·
幻呪浄 H>C>O>N 叫灼してお 9, c呈 o+ と C 今 0 ゎ笑達し 1 ＾るが I
i)”"; ＼ク 9 o （的疇） 1 il)N` う；い（、も勺 9A芳）グとがクし杉クt m る
渓口｀あら。ク(J)ク幻ぷヽ‘わがる‘)..クッ 7 ｀の彩仄のゎじが抗知嗜條ぁわの疇
トクックが印糾麟ふ｀外羨原ゎつい子ふ祈ら応‘(J}"い吸象」釦潰じ｀ 1 り知

とへ«が知/J) t,惰えらい。／ぷ／ク愈炉和謬
桑2 4 イ‘／パ釦釦七 A ［ソり鱈釘粋吼4 イ‘／臼応‘々り叫羨 I,:,

紅し 1 炉），／｀矯鵞 A :f、ハぷずく移I... J 

“`ダ‘/(J)•初釦m I i、ある。クがりの A f 

”v"が｀れもりトロル）V p／久知知i'o(粒3 の
計 85.20 86.57 1'f)f) (/,, ･ 9 I 吃の係杉禾瑞昴~亥じ｀や 4 イツのク

6.03 知炉速喘炒 lク X って‘‘ゎ¢‘ちに‘‘かぎクざれ化わ
2.85 OJ i‘ある。クれうの』 1‘／のいふ凡杉と沈ぽ｀.)::

述此定の原手が荻象j移 8' J原トクフクある心
5.50 4.55 痢像の炒応釦釦ゎ‘げゐ釦和l A わ叫碍釦

Total 100.00 100 。 OO ク＂‘て咲釦噂悌tぁ化えるものと発えられる。

表 l. ”"浅成＇

H
 

4.53 4.68 

c
 

38.59 

z
 

8.51 

゜ 48.37 

Total 

38. 91 

8.80 

47.61 

4,49 

38.92 

8.55 

48.04 

100.00 100.00 100.00 

39.63 

28.60 

5,37 

26.40 

100,00 

Ioni c 弧

工 II 

c+ 6.50 

z + 2. 80 

o+ 
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チャージスペクトロメーターの、j -スボ l) ューム
1B-13 灯にお叶るイオン軌跡

（阪犬・エ） 曲） l| 膝硝 0.;$]禾嘉寿坂
成定 岳 寺松炭冬已

今ャージ｀応くり卜 a iーダーでは放射性気体、が｀‘Jースポ‘l) ュームキに導入ざれ
ぜ、ヽで放船繁愛 L て／ ｛の額、子が｀イオン化する。 1 の痘愛庄放物であるイずン
の影奇駿あるい 1むtた 4 オン種を宦紘湯で•分祈する。｀J -ス水｀！）ューム町·,11分
否ー吃J,イオシー令3-,イオン一危砂＇どの街庭.f.さ’↑な寸れIば＾fぶらないり＼ら
括券高真空で•あることが啄染‘3 れる。従って裟針性気沐分子の戻展も羽当倍くfょ”
る。 ミの条件下で•言惰l祈能なイオン流と得ると同碕 lご祀今fJ｀分稲能が 1炉保である。
イオン就公器として／00 'foの効率をおつものを 1貶用しf：：：としても I `Jース紅）ェ
ームがら引 3 俵 3 れるイオン食は：売令Q｀強度が必卑である「：：：•,tでfci. <1 :-tのヒ9_
クの FWHM が、）、さ V) ことが必零で•ある。

ミの研究の対衆と（J9.., f：：：キャージスペ 7 トlJ -J.ーターのヅース魯）ューム却図
1. Iご示した。 このヽ／ースポ｀ 1Jュームのがイドリンゲ 1こ眠［ま札fこ庖湯中で•イずンが｀
り』集 3 れるが‘, 1 の収菱効李 1J各イずンに対して 1必ずしも一定で•111よく， ｛の荷
電波に比仰l すること屯ざきに稽訊した。だとZ, Iま '5Kr~85Rb で公束るルビジ炉ム
イオン 1ば， 2 i釦ものが"1 曲のものより/4.,//. 1者のり［美切手であることが認められ
fく。

1) 

ヽ｝ースポリューム伽おIするイオシの軌蹂区紐することにより，咆場による
イオンの収集勃率と、Jースボ＇）ュームがら引 3 t， 3 れるイオンビ‘ームのヒ°- 7 形
力＼＂椎利で·ぎる。覧気伝導性のシ／卜上に危導性愈料で·ガ＇｀イドリングい仰速グ＇）ヅ
ドと二次元的に護互し／ 吃tJ) .):.1：：：：牙党位媒乞稲< 2 とによってイオン転踊約知吏
できる。こ：：で、］ースボリュームを竜導乞ト ):.1ご獲倣する湯合の愈氣的瀦佑の
対応t辰 1 に示しfこ。
ガイドリングにつぃマ 1J最兄璃のものが最キ欠ざぃ知繁屯牛乙るがら）主に最

も叡‘'イドリンク’'知｀加速ク’'リッドについて， りの形状，祁如立翌' '1.れ Iこ抑え
か危庄fふど｀に種々のもの臼も史し椴甘紅立た。図2 ，よこのヤで比初的衷括な牧
集祁ギを与之ると先えられるもの 1-::: ついて 1 度府のゾースボ＇）ュームとして祗作
L f：：ものがぅ得f<:、l ースボ‘')ューム灯におげる残湘伍’'スの分析倒也示す。
祁お松反応 lC よる雅尿 3 の反沼紅-~）レギ｀ーが｀lが集効手反ひ七シり形 I：：：牛乙る暑4

平 l：：：：ついて 1れ捨討オである。
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参考文献 i) K. Nishi211.wt1., K. No.r1so.dq, 
賃量分析（投稿印）

H. Ternmat.su and M. Shinctgo.wo., 

表 1 ゾースポ｀！）ュームし危導シートとの対応

ヅースボ｀ l）ューム
危位

砲湯豫度
愈束哀度
詩党奉

電壌シート
吃位

愈湯9象度
慮流緊慶
危導度

IONIZATION GAUGB 

Tl!ST ION SOURCE 

MICA WINDOW 

TO ION PUMP 

(20 l／暴ec

Fig. 1 

NEEDLE VALVE 

RADIOACTIV.B GAS 

Schematic view of the 

source-volume 

GRIDS 

GU'I:DE RINGS 

$
g
l
.
lU
!
l
U
T
I
O
u
 

な＾ i[ 
少＼ L4,..ヽ｀ふJAM~ :̀=: 

ヽヘノ‘.,.--·ヽダヽ―一—

14 15 16 17 18 

Fig. 2 

M/e 

Mass spectrorum of residual gas 
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1B-14 ‘3沢ー→“3Cs に伴う扁竜分が碩I 足

品！＇ 1 日差咀 西求嘉寿戒
豆菟 0斗私菜促

（阪尺・エ）

知詳鵡 5.27d のベー？ー放豹平｀．その嗅知渭卜がンて一糸長定放：出す 3
ずそ叩5研内部藍唆内る。ベー 9 -t彰知）繋怜穫荷の足、Kl：：：ぶ了生レクト 0
ンヽンェークオフ）） t1)tめ／料i手主に翫外穀n 亀斗互祓允芍 3 ：：：こによ＼）イオン
4t可う。ー瞭 1こべ‘- 9 ー頃咬の結果／その干ャー、ジスペ？~ Iレ 1吝 1 1i面が最紅｀あ
I) • ~価にな ~l：：：つれて急浄 lこ涼少釘 3 。一お内部面挽 1本主、として内設におヽ＼）て
起），その結果逢践的なオー、ジ L 扮果を引をおこ町。この場合その干ャージ｀スペ
クト I し lさ 99 人もに極下克特つモのとなう。裳→屯（tベー勺一生び廿‘ヽ／マー（ l碍翠
喚）填亙之‘あるがら／そ1/)子ャー、ジスペl'J l-- I レ l註滋紅漬念 L たモ叙あること
1)`'麟訊う。吹→を 1→穀s (1)電帯令わは A.H. S四U t F．鉛心叫珈 Iこぶリ
バ l：：紬恣な測疇が得られており(11毎栓励I凡象和）とも角えられ3 ず、ぶ
灌亜な電釦i(f,~1\紅疇応あわせて 3良辰千ャー、ジスペ 1] 卜 o x ーが直
築這討しそ1/)特I性を詣べでうた11> I：：：こ n甜渇tザ‘なで収た。 l田1. l~ この日向 l：：町ヽ
た干ャー、ゞスペクト I3 X ー今ー豆示ず。この装遍 I“令‘? 1f'芍でに発表 l~ キの又

ほ 1呑｀虹翌て‘戸釈＂ゃ覧芍和汲戊1這す 3 こうにえ． 3 の国1 て＇改包が｀加謬
戸。祗 s 収たl:t t炸浪IJ)B丸走試料 1こ供する為合、—創：：： 4 オン淑深穫と装畠の
分飴甑＼訂西七 l 直）。し％ Iヰ澤的比放射甑の飴 l) モの芝得弓こしが生知 □ ，
イオンミ杞遠腹吃ある樟良琺掟 lこ L て令諾甑定あ臼努力がなされた。すな h 51 

オン紅± b. l：：：ス l）、y卜が虹t S II\,相苦細いイズいい l て‘) -7'ii~ I):J.. -A h‘ 
5 4 オンカ｀頂瑾:t収た。吉t 1t~ド‘り泣‘伎び加速が）、ッド 1：：り‘It~電圧 l't,ヽ）
ース~\)ューム内のイオン軟猛芝参角に l 1-来、1足守礼た屯のであか
唸l~％ら1J`ら購入さいミ屯のて‘‘／比祓印貪tm給／砕ん（四）t'I`炎
叫そ紅‘の不純物を微俺名もが，とが放知凶壌濯浅1守ffぢ 'u、エとされいる
モのt‘あった()

測鯰豆尉終 lご可釘ため，加速竜丘知知 L 、点場が1立 1こより干ャー、ジ幻ペ
7 I-u x-Iぅーが操作tれた。ー甦電滉のモ立イオン哀牧魚加虹い璃合，令
亀扁の、iオンに対して集果勅壽が凰な 3 。オなわぢ干ャー、ジ芹'/\スが）ミみ一‘ン
コンがあ‘こ 3 。袋って、この豆l~ !t集衷莉幸が哨正這される必淳があつ。
これにt寸守っ浦配茶殺しが茂—滋の電荷分布克現 T ャー、ジスI\・？トロ x ータ―£箆
届うによ＇）汲食されておし）3)，こ 01紅誼民＼ l \..‘襄邊M直が修正された。
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象送文献 <.l) A.H. 5n成妬4 F.l弘い如なん
心・訟．／ ill) /338(/958) 

(2) K ．加伍伍屯） K..知必血砂（月． S心吋四
蘭量分柏，旦， ぉ＃（／fio/)

(3) I(.加伍四()../ k．加～以a. I H, 訟—必仏

砂‘｀ば唸冨）

図 1
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TOHOKU CS o>娃能の改良
lB-15 ソース、ポリウムの収僚効率と八゜ lレス言わ痣’I

庚北文`J里 〇平賀正之 長谷伍訳 滝田拓二
名原賢二塩）1）考i言

咋年の放射化、学言我命令を 13 崚脩設置苔持のナャージ、スペワトロメーター（
TOHOKU  CS) の注能について報告した。その俊当扉‘祝室にわする実酪の
碕坑目的に合わせこ疲蔓か）、生徒の一層の改良のたゎ痘々の検涙をかこなった。

ゾース・ポリウムの牲能の良西は今ャージ・スペグトロメーター全1本の性能在

大さくだ石するもので、あ力的 このだ、も詳細 lコ険誤レた報告ば少なり。われわれ

li •Jース、ポ‘リウムの zo段のガ｀イド・リングにが ljる惚1立匂就、‘)ース・ポ｀ ！）ウ

ムの叢位差の合体の電位差に対する屯1 合． ｀｝ース｀ね）ウム出）コ付近の電1立 0 イ
すン収集効率に対すつ影響なと、も検餌した。
ソース•ポリウム内部の 20 ft如のがイドーリングに。I IT~ 竜位匂蔀を Fi~. 1 If)様
に変えた場合全体のイオン収集効率 lこと"tf)ような彩響左おばぽすがを鯛I\｀｀た。
結要 l i T必＆ 1 のようになる。直線的な匂爵tよりも、J::: Iこ凸も、あるような匂蛇の

方が‘収康郊辛 lすずっと役 VI ことがれがヵ。直線泉的な匂訳よりも． 下に凸であ力よ

うな勾酋E では収療如率 1i懇り。これは‘)ース、ボ＇＇）ウムの特•長として当然のこと
ヒ考えられゎ。
従釆ヽ｝ース、応リウムの入口と出口の党位差 I~ イオン軌迫全行程：の電他差の 4
％とかくのが鴫酋通で、あリ． WQ. /er ゃ Carlson lJこれらを採用して V) 力。 しかレ．

:::: (J)点は新しし）装置7..`‘}ま再椴訂の余蛇が｀あゥ。われわれ 1すこの 4 %というイ直にこ

Table l Ion I ntens i•y 

Ion Curren• (am p.) 

I 4.4 x 10喧

JI 8.6)(10-16 

]I[ 9.6x10ー17

w -16 
1.5 xlO 

V 1.1 X I 0-16 

一閃 2.0x 10-17 

4
1
却
珀

(
A竺
）

3
6g
-
0
>
 

4? 

3.8 

3'l 

5 10 
number of 9u i de r i n~ 

屑1. PotenTio.l Gradient 

15 20 
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of Source Vo I u me 

だわらず、広い範 l囲にわたって西検訳した1}\‘`

` その結果左 F i§. Z に系す。イオン量 0 最大
虞i q ％付近にあリ｀ 4 笏での値の 2 倍程度
になる二とが‘わがク「：：，

つぎ 1こ‘）ース、ポ｀リウム出口付近で〇竜位

勾翻の影響ヵ＼ロイオン収雙に大ぎくひびいて
レ＼るものと危えられなの 2`\ KA I EIectric 

Co. 製のカーオ、｀ン紙知祠レ＼｀棟形実験的に竜
位勾訳分和左詞べ‘た。その結果左 Fld. 3 /::.示

す。‘)ース、ボリウムの未詰 1：：レンズ作用の

強い暫分1J\’'出現し、イオン・ビームも Giese

レンズ専レ1 ていつこと£確認した。 Fi 3 、 3 の
0(%) 条件を変化させ｀‘)ース、ポリウムと~iese

レンズとの届可の噸他勾貌もが丸ると、ピーム

は発散ぎみとな＇） イオン量 1がち下する繰向
がみられ力。

反応室 1: 尊かれるイオンのエネ lレ守ーは従

来の条件ではがなり局エネルギー側にあリ．依エネ｝レギーで lすイオン曼ヵI`' 急激に

倍下するので□ 3 段の涸速レンズを反応宦直前にとリつり低エネルぞ｀ーのイオ

ン量の噌大在はかった。 Io o e V 付近で 10-13 amp程度の喧流値iりI’'得られた。

昨年の放射化営討論公I\の報告で 11 幣流値の刹定には直琉醗琉い罰してあ、こ
なった洲＇、 今国はハ゜ルス計測/::.つし I て柏藷fした。 He+, Ar+, Kr+, Xe-t なと9• のレ 1 ろ

いろtJ)稀1J·スにつし）て斎足す八｀＇ざ結要が'‘得られた。 1竜砺はti, -tZ, +3 でも

｀また隠量数が‘'夜化してもパルスの牲什生はほとんじ変化なく、良好な言t須1/ /J I" あ、こ

な丸ろ条 4庁各竪九カこと洲＇で＇ぎた。

4000 3600 3200 2800 24-00 2000 1600 1200 800 400 

且計信且且
3800 

□8:n the3:oe西rho□ 。f EXI t o2f50:ource::i ume700
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lB-16 

TOHOKU CS,こよる CK皿炉 5ゃ如叩加iん玩兒

命か｀スの X 媒翌身孔...び CH3応い IT ジ食文l. 

東光久銀 9 凌 ln 祐;;:..

函 II1 名修
乎賢王え 名庁．賢ニ

紐I•印輝1::. J l) 棺萬5 れ K ノ分令 l3 ，汲射＼＇ll~1位和珠変り、'"'"\~礎紐99,
工介）V や一秒豹が起，），合~ Id 稽々のフぅ 9‘・メンt. 4 x -/11 絣裟 9 3 。：れ 5
りんオンの生餃杖 ·/1 t詞べ． a ::'c, \;},,項浅 1: .rぅ反 S統． 3 の籾』刑涅，＂内の
患希秒号，，，叶 lV ヤゞー移勤も枡哨す 3 上 1―盾ヵち今籾カーって••あう。牙亥り知‘.l i
T O H O K u c $ t吼い店 I: t時吋3r dl 1 T.,.t•度につ vヽて戻絨tお'~ 1/\,徒生
W叫Y ら 1< 5') 碍ら ~1渇界'c., 1i vヽくつり‘の、f. 1.-ことr-, '3 莉しぃ終象も符I<.

（戻緩・終泉）

索礼入 1 1"" うう 4 ナ、．！ ？の羨久エ~ Ill ぎ‘- -4-5Mtvの加咋平砂
粕充 1：懇射し，懇射楼ぅーメテ叫代醍'c., 11)反）記·'I)‘~'珈O"-祈＼：ついて立板身打1it 5 慎Ci.AM
dJ CH.1Br ~訊し Ko 、旺．射睛 K 同時 v、也版す 3 節°籾 (17.6 1e1,) ~l~ t "-b- シ¢·〖さ
｛ぅ k め k, `'”"度．し92 9奇討＼ tって v‘ り視浪t閉始し K •力‘｀ス圧 1~ / x Io—b ~ 
r X I0-4 Torr rt:、わ K `J麦｀ h（ 3 t k 。 4 1•/ 13 伍一 Be lb 餃~ 2 it砲ぅ滞怜咽にふ
l) 校公し，｝ヽ~ IV 久言f頂')tぶこぢつ ko‘) ース・ 1`` ・リウ久の 4 1 •ノ収束し l\D ¥V 1 言t
渕，，先礁和1 ¥< 11, x 埓虹1 \：；ぅ覺揺I: 5 って笙し＂う 4 1 •/ t)i ̀  v、。均 1
＼てし,_ Xぃtそープ、 1 ぺ？卜 Iu t手り・こ淑 11 13 kV'c11 Mo 'J針ax 、喝tー？．t．身1 し K も
介がある。ツース・ギ‘)ウいの甕位り献\J. M1: 雌心しなtっしも 5 い合．i叶t
し'), AV/V (. t 1.5 ％ししt<.怜 Iくついてし）利し●●仇伺〇父'\° ？卜 IV I>‘つえ S 小応
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一方、｀J -ス・ギ‘)ウムウに奇入 3
れtt叫吋r り IT ぅ象変に 5 3 ？うグ＂
メ ·I ト・ 4 オンの分や 13. T心＼e I. t 

F;i• Il. \、・手． 1 命＇） 1· あう。、、の完、瞼
終界 I1 $. W如tY 9‘.. l司じ．そを用いて戻

騒しt蛉果とyぃ戟して・'2.,3 ~．そ．て｀
l1 っ 9 II IJ t 1這’‘”；れ 3. し<.
に継昧ぅf.し‘の 91 ，（叫科）十,((,出 Br)1:
tし叫）-r-, (C,針）ャ (1) 7 ラク" j •I 卜．

｛オンt•あう。こふ S の h ?‘. w - ?D 

の 4 1 、I 介うち．（国ふ）ヤ以外のも
介ゆ床虎絨口校広 3 小 v、 b‘'.
加心'(\1-芥免広していちい。 1 t臭
}.i 1 ー／の電杓 Iう和 1：ついて＼l. 牙
双針免 1- Ii 1 涌 II 1 ::, ガ‘ヽ・笏 < , 5 4函 1:

¥̀̀ 3 ぃぜークがあ｝。加山、Y h yも合
， 1 ワi面にぜ一り1J‘、•あ 9, 2 4面．n \こ

ち＼こ、＼ヽ 3‘‘ t゜ーグ P‘.. h t h s 小｝ b 

こふりJ)姜夏t庄し'• K 府因 ll 、)ース•
ギ‘)りハの左件C7) } k t",く・方え 5 れ
る。
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y
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T心1e l Pistyi b1,1tio'YI. o-'i frが}ne、t i oヽ＄
pYo如ed by IT p'(otess i礼 し吋°吋｝r

恥pm Re\ative 枷祉知te

Bや 3.3
Bげ o. 50 
BY+3 0. 1 0 

Br凸 0,46
Bvも 1. 0 
0.,,+1> o. q。

BY十り 0,13 

。. ー百
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。
もU
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柑 0. 74 

¥-12+ o. 33 

叫Bャ＋ 2/ 

訊品ャヤ 2、牛
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CH3 41 
CHュ＋ 2.'1 
CHヤ 1. 5 
し十 ト 2
c2+ o. 50 
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1B-17 
TOHOKU CS さ臥 l f： 4 1 ンー分況反応叫牙兒
I メチ）し了ミン

（叱北大迎） 0長谷敏天舌席賢二虚札認

止梓々渭イオンと分｝培巧反／fしば、隠イオンが尼か仄謎、勝イオンり涅
動エネ叫ゃ‘—這面ガぅ叩尻いと臀らい知見 IJ'極めて食表が入芝< rS う。
tこで本史賽ぉヽ）て IJ、分到程をメ今）し了ミンに限定し．
1) 中速汀登い影ォンで電荷交換狂起こいセメケ）しア＜ンガうへ）ぅグメ
シ~.,1オこ澤起状態臼泉し［バぎつづ｀さ二文的にメう）し了ミンとqイオン
加反応を起ぐじ、このイオ｀::,..,,分＆反底と初期 0 メう）しアぐ‘ーがナイオンq励起
択褪、およびフうグメント、 4 オン勺励起状態とっ 1灼停じ｀屯捗する．
2.) I)オシー分如訊のう 5 で、謝炉芥）しゃ‘—弩行き件「ぷう反lfゞで liJ、それ 1て
っヽ）て希ガ、パインとメチ｝し了ヽ＇ンの反応こつ 1) て横涛いい。種々qイオン化肝
犀直行して起るい包巾れるの C-G迩四姻S-S五記疇か叩事式瓢ば
方慈さずずめるにば、問題が予応い。
直 TOHOKU C~ 丘記 1)1国 I) ては、道交型二楔麟頒計として町）戻
碕分に反応室を覧くが． 7 ラグメこトーイオンとのイオこ分‘j涙汎じにお I) て
1.! 、反底窒き克分高広：：：可 9 。（位し反応室外差で約 1炉 Ton以下と可る。）上
記ユ）示ゥ実咳 Iぶ、ソース・ボリウムを反応‘差として、外粒型．嚢が街顔イオ偉さ
波着しカスケード型二佼賃量粉前計として 1廿 I) に。
メチ）し了ゞン l3 沢束化猷般閃秘、磁報モ）メチ）し了ぐンき、情報杓疲化7Jリウ

ムと反J応さtr：：：伎、臭空蒸留きして片］ I) r~ 。イオン嘉fJ..、として 13 、 c£ヤして IJC~
ぐにしJ C02.. ,4包 I叶年がい§ tりまま l月ヽ）に。
”と方桑 rl]1 13 Xe-tい叡舷使 a行わせにとさ 0 メナ）し了ぐン渭量スペ
クト）しさ示す。このようにして 13様り瘍イオこで・電甚交授 8行わt F悛、分肝曲
腺□肖仄‘し：メナ）し了ぐンかかイオン刃励起森態（賜1 -1ンり再肴治ェ才 1しヤー
ガ如メナル了ぐンのイオンィ悶虹遠差5) ¥) F もa-,)と評価し、合わせてエネ）し干‘
ー介作幽数を力泉 L E 。い和采メチ）しアぐン幻各詑が軌道qエネ）しや一状態に
つヽ）て 、矛桁がrふ、）ことを店巽忍 L r-;:.。

図 2 は、反l応｀至圧さ高めr~ときへ主は 7 うグメント 0 生成沢数さまとめ F もう
（ある。 3 次イオンにつ＼）て 1.:t実打たが困蝉c 尤分「ぷ研宛、が‘ぐれt、 l 「5 n が、 (30)`
(31) ぷ 2 文イオンとして戸辺直途度「：り存在すうとさに lよ、当然期符されてよヽ）
鴎 3 う。尚冨），（研）ぶ低ェネ｝しャー側で住しべて I)~ が｀ ｀似店在屯i笥丹括合
工）しや一の守→卜と恩われう 。
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疇、 4 オンカ合反lい運肋エネ）しヤ｀—依仔性1よ極めて単税rふやにおいて IJ
ヽ）＜り‘報舌例があるぷ、メナ）しアヽ‘ンヘよう rぷ刃杞げ乃ぷ「ふると、 A洟撃ィ
オン叫財玲エネ）しやーが変化芍ること 1こょ鑓炒—＼っっ 4 オン化解陳反応
が．発熱ヵ‘吸熟が 8)衝撃イオンゥ證ヵエネルギ‘一度心：：：：よる企イオン如証
積心化 C) 夕原：｝分如：：： lcl 、夕＜の所綽反応があ 5 ウ C ．恒噂げンゥ遥鋤工
和しや一度化に知澤醗いイオン化餅離過程0 変化等—さ方廃：に入れ｝こ
立戊‘雰であ~.
図 3 1a 、 Ar+ C メナルアミンも街勢しに負の企4 オン 1直頂濯遁対偽変化
昇記 l にものであ 9 ．屈の運助エネ）しヤ‘ー I J: I 可ガら \ooo 可ま c t。ある。

Ar十衝醇条豆、発塾や「よ吠、こへ場合には全イオン化肴面積 IJ'、ほぼ‘年＄連
諭が形にtぶつてり~.
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艮惧訃 I) 今ウム匝さと卜＼レ工、）おt v•べ‘ノ‘}..:::..ト 1) 1しとの
2B-l 競争的臣廊

東沢理 0滝口秀樹 森 I’＼尚辰 鳥村修

CLょ(')l,rA.計ヤ濱艮爬にと、）生丙 1 3 臣躁，卜 1) 今ウム罹ふと肩禍化令尚との臣烏の
繍汽の一還と l t暉卜り今灯ム爵、きも\- I戸‘.)おぶ V・ベ‘ノ‘)`=卜 1) IV l::.競午
約 1：：反訥させ、 卜＼）令うム化＼：：おt \t可置埃島の影響茎漁討した。
買玲の討ミ法と条考呉
(I)餞料•パパー\- Iレエ‘J、'\‘‘J‘)"=ト

り 1レ、穏酪 l) 今ウム各等毛 Iv 這怜物怠
石棄溶 I：：＼むぶ叫直限瑞圧下に封入
し l m涅‘料とした。その乱戒の一伊＼忘
表＼に訂．

表＼， 照角怜諒湘ヤ直討
Ph訊3 3心勺 (3、1"(4~ x10·2以）

礼CN 3．＼誌； t、、•)

li2(O3 2.'1¥2 (3、165 (') 

(2)が生｝照計―江杖 k営慌｝ h 研‘R 所の TRI詠—加k-1[ J、•ふ)ifで豆 Io'In fぶ瓜c 、
6 病間の中性 3 窃射定行ね., r：：。

(3) 照計稔の延遠ー中性諄釈篠、石棄了ヽノ了＼レ忘将＼き勺し l ． 及廊環全渾 1こ水t
加え殷直）今勺ム文蕩築\. t-:.. 1支、‘Jッグスしー液伶袖比器で｀布禄杓もエー T |v油
出し、 そのエー TIし落液ささ~ I：：エー T ＼レでた落＼500U) とし、長込のぷうに A、 B.
C 、 D f/)速I笥分に併苓1\し、その A おとが Blこキャリヤーと l 1 、 卜＼しI.‘ノ森＼なべ‘ノ
‘)..=r- 1) Iv 迄加え、芯 T：：ヽ C に l"tサスりロマト］‘万 71 ー＼：：とる足登CJ) i-'..:: ~ d),19 

部程率と L 1 モJ ')GIレペ‘ノヒ‘’‘Jt加えた．
表2.. 外悟＼曼t＇とゞ士＼叶りとそ 0 差 &:,. \-＼レヱ｀J芯，ぷゞべ‘/ `)'‘＝トリ
"1\量命加糊 如心のを 1レ0\t\:.m這（単位：如｛以）

2 

~ 2.0 "fill • Pk tr{3 1 、2 し〗i 3.251 i 

B 20 P~t N .l、 154 2、 I'\<\,
C ¥s Ph U o 、\Ei<\.'T 0 ．辺．0~

t2 4斗5

~ (l\曲）
B (PI¥C.N) 

叶（砕）
OKしN)

2.，十 l2k\O'
2、訳 ol x ¥I)' 
令訊5 \IO‘ 
1.~ ゞ(\. X \()~ 

\、‘゜S X ¥t)8 

:l.ll4XIO' 
千、、 60 X ¥Oi 

3、が56x ＼りi

A, B b‘5 ＼ミ、それそ‘机希線されt：：ト 1レエ‘ノ、＼‘‘ノ‘)..:::.ト\) 1し、\)りし＼さ、無希
媒の卜 1し工‘ノ沢と Vべ‘./ `}ー＝ヤ ‘)\\,,1 、常圧或 Iさ求＼匠謁烙 l‘逍捧 l 1 ，さ~ I~. 
芹スうロマト？＇弓 7 痣登で様雙外蔽し、 それ達t．の徒栢芯ラヅ‘ォ村＇ス 1 n マト］＂
弓 l 1怜足 l t::.1き、 それらの比謀粘貸口怠釦苓ジ‘ノ今レー：ノョ｀ノ計射ミとにと 1) 咽足
l ~.長 3 にその徳染t示方。

-116-



~\こ、 D b‘ ；漁慧箪蔭すれ巳卜＼レI.‘ノむとゞべ‘ノ｀f:::.卜 I) 1レほ、そ収ビ＇れ、非
喰射＼知の＼司一 1這噛 lり希珠しT：： 1念 卜 1し工‘ノしぷ． KMふ酪ィヒ℃ ‘‘‘ノ｀）••:::.ト 1) lvlな
、1' Iレ'h I) 祁オ豆渭で、河，恩匂只I.に。さふに、 これ口‘祖丸令裟芯？づ＇ n ム
l tャ l= 1) ド、 2.4，砂））｀． n ム了＝＇）、J、 3ふジ：：：ヤロ勺息苓硲l`" し,点
稀品ま 1こt 1) 汰射化啓的に祗砕＼こねーさぷ l｀｀沌製しT:-.後知t~知mm浪む液
イ苓：／‘ノ今し一‘／ョ‘ノ計恙やとで代淀しビ 1-; t;、 ttmキ能しい恵愈冷＼＼注とが試‘料の
りエ‘ノ今‘ノJ"効箕定角也＼ （如足＼r.:.表斗沢ぶげ表 5 に各誇知和）t這mtの
ー伊1 定';t, l. 

ぃ• ¥--Iしエ‘心と V その衰紅体
の辻\rm足 （単位： 如9J)

ト 1しエ‘J 2．牛認 KI()t

‘ぶ見笞酸 ＼．呼6 X lO' 

ャ・ずロム了t日:=_ 1) ド' l、訊 S x IOg 

24，しード） 1＇nム了::-')‘J q.込q ¥ x lo" 

3ふジ'::..:.トn訊苓酸 l 、し b8 入 10\'

互

表5.‘\‘`J‘)●＝い） 1レわり豆誘
恙海Cl') tt訳枯貸恒し玲位．杞I4)

ベ‘‘ノ｀l＂= ¥---1) 1レ 1 、~i2. X ¥Cv 

芋足令酸 l 、'\~ 0 X ¥02 

ャこ）iJQTセrl'=---\)ド 1, し 2\ X IO' 
玲6やl)"nム下=-1)‘ノ n. n ] 1 x 101 

認ジ':::.\- tiや繹酪 1 、 I げ X i¥)' 

駄いのとうt汀濱b‘ ＼怜§れ E谷化怜油iのtt＼文釈貪tq値と＼｝、介さ間むぶlf外
る内の卜‘)今勺し、げ 1むR 0)ぶう＼こね 1.
と 6 ． 卜 1レ工‘ノ苓、とび｀べ‘ノ｀）｀｀＝卜り 表 1 ．卜 l江‘.)苓•ぷげべ‘ノ‘)'ニ卜‘)1し内沢念

¥¥, 0)ト＼）午勺~ ··)'ヽiレ比 浪 9村の卜＼）今りムラベ＼レtt

1 2 平均 \ 2 平均

｀叫 l．訊 I心 l.<¥-0 訊lrk叫し、 I l \、 15 \、し 3
(l.4-lt ll 、43f (\、43)` (I、し 5)1" (l.ls)ナ (1 、 Is、)*

* hッコ内の悔 l~ (恥紅‘らへ訳0品吠⑪勺粘丸）対漁吟遠恥N砧t対ゞ厨浪と＼t'-咲合．

これ 5 q蒋奥＼と日＼い下、バ心 vべ｀ノ｀）｀＇＝卜‘) \しへ沢待•禄の卜‘)今うムitに墨怜
奉の弓渭唇が、笠芯t＇＼なふ；じ‘、荏E3 ぶことさ示して＼＼ふ L':)‘ し惰苓禄＼知\-
'l 今勺に令fy 11 、卜＼し―L‘ノ、べ｀‘／‘）ヽ9 ：：： ¥-\) ＼レとも求臥の油＜ ＼ま＼了点等分布であ，

t-:.。 1122 20 21 

I'¥ IQ-c.¥-¥l 1'1~-:J-t N 
` -'• _ --—’ 

\00 玲

さ E 卜 1ば｀ノt心ゞべ‘ノ‘)`.=\-- ¥) 1しq而t項柑玲蛉得悴＼さ屯出泣倅玲布免Y\さとにと‘)
菜~t::.ド‘\とっ滴宍＼な、そ収そ‘訊し＼、5メ 可、町＼ 1. 内均｛這）であ＼）、\-- Iしエン'o ―八
甘令斜 L や＼ u こと位碇認さ収t：：．
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有椴分子ィヒ合碗にP:,,tる果長(/) *ットアトム化学（ VIII)
2B-2 三奥化リン一芸香旅·系 1：：おける(rn.,2()1.)ー（I.T.), (!Tl,>')-(I. T.) 

および（1. T) 反応の化紫約効采

（能和エ） 0商舒稟影 岸JII 俊 9月 四い知粁

1 目約

三稟化リン屯臭喉涼とし、硬桂叔反応（吼（れ，21l'l)函包r(I.T．），町1均(/f1.,y)四珈＆
(1.T)92Br および 9211nB(l.T)合2Br] によって生成‘する水ヽ·／卜棗繋脈子がべ＞ゼ：頓
（ア 1し＊ 1しベン々・ン， II C I\い：ゼシ写）中で与えな剣咎収多 (0.Y.) I叶紅紅丘
がキーおよび租紐のイオン化釦（ I. P.)セの関係を椅討した。

2 愛疏

紐 ：：臭 4ヒ『／ > （な鴬法により合成｀しこ配巌圧蕉留し精製した。ベンゼン蒻Iま
紅反将紐い（も田し吋要な場合·は精製した。
中性子照耐麟係かで磯心を区刻するため次の方法によリホット阜素セ

の反元系を碍た。(i) (m, y)ー(l.T.)反応一アン 7叫封入した隻化 9J >ヒ 4・：ゼ｀／
釦の液相廷い KUR 俄送壻N。 3T渇喝均痘紺(tMW星転7項蝉疎砂＇払乙
，邸射碕蘭（～玲）し象が 6 ()分蘭 C 参~,咋所）放罹した．② （ I. T.)反#0.·-ーア
、-7° Jレに甜入した稟化 Il ンを中性子照紺1参す 1令やく亀痢穏 L ておいた反危·係 A添
加し糸~b o J,-fl]放善した。③ （m.,2 m.)-(I.T) 臨·―ーアンフ°)しに封入した豆系
を本洋のコックロフトウォルトン茫中性子泥虹装衝‘‘照村（速中 I性子束 106m,佐一
虹埓町0~) した。照柑後直tに分難t放射窪潔を遷翁した。

鑓町出により有“'l--熙禎月 Y i冷韓した。狂様化洋袴 I本ペー II° 一つロマ
卜ケ 7 7 去により分難 l た。
放的翫偉 Nal(71) 検菰器Q鰭麻繹紅を｛を痢 L ~2B戌測定の対象 Y した。
また汗絲片の剤定に 1ま井戸咤椅出蓉を用いた。（rn.,2m)ー(1.T.)反応による咆の放
如龍む面月の放柑骰か鋭象い麟直梱釦後の放紺記¢を外埼してぐ号た。

3 締泉及び考療
!) 知t IJンの加木分解今子)It' I＼ロゲこの逗元に 1な一般に亜疲翁ナト＇）ウ

碍宕釦ゞ使垢l？れるが飢t 1) こ腎；で 1わオ痣を生しへるので未競化ナトリ寸ム＊喀、

如 1吏用した。：：：：の場合充痰I°#で校す｀｀有禅｀層中の分子ボ要素 lす水層に抽紺できた。
2) 恕僑啄反反の検酎島ヒ 1) :::-ーベ‘況ら｛紅‘反た醤讀、絣1月わ¥が環食を

希え患抵隻秦の反た＇性を細べ、た。 H.F. I. D．ガスク U マトゲ｀ラフによるつ｀ロムベ‘>
セ｀、シヘの変ィt豪ま 2XI6ヤ熟反辰によるOYの消加1古条も (),02~／可あリ儒現で大た。
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3) 'a'~/711B,-(I. T?2B,,.. 反爬 虔化 1) ンの経時添如：：よる OY の生成翌虐絡析の
舒界（＼fl 1) 反応の半嗽紐ま幻~Brの半麻期（約 6分） t lす啄｀ー裂した。ご才しより褒紺
鉛じ＇｝ン Y の反応による oY ば（ I. T.)反だに起囮ずゐこ Y 4心J 9月した。

4) べ｀ ：ゼ｀シ系で>f,tt f胤の核反たによる o y'C魂度 Y の間係を 1§ 2 1:: 示す
吋れの棟反応て｀｀も OY は集化『l ンのイ釦象度で 1かかぶ中環虔領噺＂土知
燎ぎ墳少が知狂した。 4 た。 '(r-t (rn. ,2m)-(I T..)豆·による滉合が佗の枝．
“し：：：よゐ編合よ＇）高かった。いずボの棧反たでも主庄成笏はプロムベ汀‘ンで
象厄）注裏危に関界なく一定の生叙奔狂した（ ®2) 。

t) 皇但）;.. :l lしが（出）の変化につ丸て収季曲線の峨きの虔合が展化す
砂で O'(m。r= oYx%—叫）に援格化した。イの絡翠で困初：：：：示す。＿＿れよ

り OYを与えゐ反応紅むゞ環なみ集化リンの環度禎域｀が存在した。
6) いすれ直屈でもマ 1日 lしI\｀シヤ＞中での oY は次の＇暖序で頚砂ぽ

t) 

才 1レト一こメタ-~,\。ラー 2壌合寺シし‘/ >卜 1しエ::-- >ベンゼン ：：の＂厩弁 l辺知
印様に了 1しキ 1しペンセ｀・シ穀のI. p.か喚序 Y 一致しホット卑緊煎うの脱鋭起およ
び函純合が、 1 ！し入ルベンビジ疑の分子のイオ刃認魯榜に関係してい令：：：： Y を
糸している（図 4) 。ぎシしこの愛,1-1!:体間の。 Y の相嘘Iが訂練の範組で‘！ま緩め粒
った。" pべ｀ンセ‘｀シ様（ク P9レー， 7｀`t'.lムペ｀ズ｀ン）でも：：の関係が升りれた。
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有機分子化合物におfナる奥棗のポットアトム化学 (IX)
2B-3 船ヒアンチモンー芳番族系にお1ナ~s2m Br(I. T.)82Br 反庇の

化誉的効果

（熊だエ） 0岸J I Iイ菱明 四宅知郎

濃者 51,2),a芳香族朕化＊秦中でのB'2m8r( I. T.)'2Br 辰応の奥素源として賦的
駆ヒアンデモンが利用でぎ）アルキ 1しベンビ｀ン中での為祗収率がそれらのイオン
化竜圧ヒ鄭表し Z I＼ることおよびl＼ロベンti｀ン中での栢祗奴卑はハロゲン置梗甚
との術突によ b エネ lしギーロスが皇蓉な収卒決定因今であること出貝出した。今
固はこれら＾貶応•和中で•の頭嘩灰切分布とスか＼＂亨‘ャー添加危あ‘よ 0紐
割添加法 l：：：：より硬言すした。

［実験］
試 薬皇（ヒアンチモらア 1しキ lい＇・ン已＇凶護 I＼口べ｀ーゼン頚ぉよび希釈
祖ll古 9暉后喝合に 1古常i広 1こより蹟製して 1更用した。
中性封照知ポリエチしン管：：封入した SbBr-3 ~ I< UR の気医管で2分向狸知し
瓦賠船·後すlづ‘や＜液相呈茄‘分または 2戚‘分反応·天中に添加し宦温z嘩所に!%0
令向放置した。
分 難亜硫酸ナトりウム？K落浚場酸で愈機生戒物を抽出した。各Hバ々
射能llN~ I(TI)梗出君フぞ：危島徘析揺 l：：より遭II定し全有樽4請這．求めた。有楼化
弓裡の令布 9なラ己｀・オがス 7 ロマトグラフィー (6ENTONE 3兌 I 0%, NEOPAK IA, 

60-80 mesh, 70-ISODC)により得た。

［結果ヒ考篠J
1. ズ応｀｀ンジャー劫栗 照射SbBr3 をスカベンジャー (Br2., IBr ま Elす h)

を含むア 1しキ lレベンゼン (R= H.,OMe, Me, 2Me) 落液 1こm ぇての効果豆し 5 ベ
た。 IB..- または I2とももいた喝合 2メ 103-5 1( 10―2mfの羞匝lで1す荷叫ヌ辛lすぽゞ
一定であリ ニの（画む切心ジャーと含ま店いとき＾i直硯ゞ等しかフた。し
かし 2 メ ID-3mf以下で1す mfの斎加：：フれて収牽は噌加する鵠匂と示した。 Br2
E E 5 いた場合 lさ同じ‘mf吐碑て有機収率1切ゆるやか l噂加い（峠1 を示した
か｀｀~ tの 0 rnfへの俎串i畠 11 Br2.壁しのi直とぽゞ一致した。 2 i< 10-'3 mf以下でI~
前者と同様に mfの琺｀’Y- 1~7れて収卑 I'd噌加する傾向と示し T=。この結果よりズ
か心ジャーフリーでもサー <Iし 7°ロセス／す蕪祠 Z·、さらと老えられゎ。
2. 希炊剤効果 アルキ lレペンビ｀ン中での 8ZB海祗収辛がこれらのイオ｀ー｛違

圧と南僚し Z II る二とから，昨与の言寸論会 2) では励起中店］鐸体としてホ・？卜畠巽

1) T. l<ishikQwo., Y.Aratono ond C.ShinomiyQ, Bull.Chem. Soc..Jo.p吋n, 立， 1276

(I q70). 2) 岸 111 ，大吉四宮，分 13回放tft営言粛会 (l q訊）兌古屋．
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とア 1し和レベ｀ンゼンヒの向に励起廻荷袴勤錯f本の移狂匂配をした。もしも希秩約1
とか卜鳥幕ヒの相即呻 lこぷ臼雌fJ起過程も励起．砲祠移會p錯倖の形哀 l：よると
”冠 l戎弗綬祖jのイオ｀:.. 4t琶圧這様収卑と叫旬にも同様の印釦＂見出ざれ
ると鬼えられる。島化ア‘ーチモンと反応亡吝＇；また怠奉ヒの反応姓：紅：t戟的l＝偲
叩紐剤と L て MeOH (If=IO,li'5)., EtOH (10,50).,Ac.OH(I0,35) ぁ.,1:び'Me'Z. co
(q,6q)を涅見べこビン蓉 T= liJフ＂ロムヘ＂こ色＂ンと＾齋相 2bA` 分系中 Z·· d) (l.1-) 

旺•Iコよ”為捻砕（希殺背りとの反応奴卑と＃扇正） E求めた（図iA-D)。 べ::...
む• ::...中での有様化な蒋 117•ロムヘ‘・ンビンで'I ~敗景＾己‘'フ｀・ロム置撲f吝と検出 L た。
7‘喝鉛｀ン巳＇ン中でd')主注応｀物 lす C6H582.Br ぉ•;~.. C叫Br32Br の各厨性知ぁ
咋。＾収卒はイオ^--{\:竜圧か＇柩い I~ と·湛如収卑t与えるィ場向匹示した。またジフ＂
ロム置堆f本叫ヌ年もイオ::.. ｛ヒ篭圧と印f長する頒勾か＇•みられた。

3. ジ＇プロムベ＇｀ービンの配向牲照約SbB.,.3-c出追r-Dil.築 Z·· いずれも 3 傍の
堅如和生床‘か＇＇認められた。 1 水罠匿捨あたりの収率はいずれ＾系でも 0-:> rn-') 

炉＾ II）困 I:: 澱‘＇い L た。眺尉Sb恥—らH; Br 系むは叙卑比 o/m/p= 10/G.s/3 -c·｀あ
った。農暴 l：：よるプロムペ~:..セ‘ンの簗臀：｛ヒ戻応にあ·げる愛雑手炉主広｀卑 1古 o/mlp~
10/ 1 /100 7.喝なので (1, T.) 反応•1-:: よる反応ば＾●`シビン環の冗燈ふ令弗が彩雷
豆啓 l廿でい Hot薗将反応ヒ考えられる。

千． I＼ロベン包．．ン穎での入オ剥繕• C出sX (K = F) a, Br) におけ 3 C出戸Br
収忠 1訂 F< Q <Br の,,農 1：潅加した。またI\口}- Iレエン中での置援釦印の配向性 let
MeC凸X （炉 a， Br) のそれヒー敢しT=。 M基入撲反応•fさいし Me.ら 1 哀反応n:打
られす'; Me墓の水鳶置撲もふられ后かつた。 これよりハロケ‘｀ン入褥臣応•I'd衛宕
）：：ぷるエネルキ｀9- ロスが収卑決定因各であり，蝉付加鋒f私の形衣l：：ょらもの7.,.
lすか I と定之られる。

や 知 ＂゜ や

o He2co 

沢30 o Ac.OH ~301-\\叉o ~で、～ ｷ1301- 1m .,, ヽ
<:9 EtOH 

g 2 
o MeOH ~z.0 1-\'e.._.゜‘し＼ 4ZOI-\\‘`—^ ... 1 乙）

ｷu -

0 もlo'P--..,、 410I- ー、0 、[\HIO

O'’((..., 。9, ` ｰ - -—-d>H.s  Oil. ~Br.S Oil.改~.s
｛炉Br yield. Mol Fra.C.tionofDiluent 

A. lover-all yield. 6. Ove叫I yield. -C. ¢1’知Br- yield. D. ct>記屯· yield. 

図 1. mmBr(l.,..)ezB澤応·I：：よる満磁奴卑におよぽす希叙布JO')知果．

記mBr液 I古月翡船Sb5r3.
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気相にあ'It} 80mBr ＾核異往伴転移lこともな汀と年的勃果
2B—4 CH翡r との反たについて

原北大｀ジが 東北大核ぅ里研＊＊
0 小林訂彰＊ ｝＼木益ザ＊ 近操健次郎科 由）考信＊

直：従来．枝稟性條転移によ＇）生じる反跳臭秦の気相反応については種々枝
訂され、 (1) CH4, C2出など B心＇）もイ穴ン化電圧の高い化合物との反応におい

ては、過剌運動ェネ Iレゃ‘ーをもった中性原｝として反応に関与するホットアト h
反応と即＇として閉与する 4 大ンー分みぽ応との両者の寄与がある。 (2.) c..出 Br
など BYよ＇）も 4 穴シ化電圧のイ愁＼ヽ化合物との条では Br+1 の中和が塔易にあ'::.るた
めホ、ントアトい反応のみがみうれるとされてきた。

これ 5 の実原において 1本 82咄，応Br の so u. r c.e. mole cu Le.として見を用いて
いるが、オ免累性伴転移バ祭内殻電誰 Iこよ 3 多直電荷とクーロン反粍ヒよ汀務令七刀
新によって反跳鬼桑が生じ・ると方えると、その勧靭状態（電肴・運動ェ7f- /レ氏一）
は sou..Y"c.e tnolec,ule.. /-:..J:. 1) かなり累なるものと判待ざれる。
そ二て・年吏験にあ‘いては、上記観点からみて初期状態がもっとも具なると思わ

が{) H 恥mBY と B戸Br とを用い、反跳稟素<ll CHぅ Br との反応について氏駿梗討した。

竺；（ I) Bo""B.- （紅如）はる記管に封入した百 8y2.で東北文電｝ライ九ク
の相l動輻射 r線.(4-S~b()Mev) て•‘約 2 時間照射 l て得た。 30 分放冷後一定量
の PJ年をとって加熱し、熱今翁辛で生じる B/0""Br を反応容器 l：梢算し、またー郭
ほ即）s, 出0 との反底によリ H eomil r とした後反応容麻に梢集 L E 。 CH3 恥（い市
販ー級品を 3 回直空燕留し Eものを｀ま~ Kr は方販品を屹のまま用いた。
(2) 反応容器さ宦湿下、暗所に 2 時間以上放置し、 8事を懐度生成させた後．
“午， Sook.落液を加久て有機栢 無煤相に分慮侑しそれ屹ホり 80BY(/) 放紺骰t
Ge (L;) オ知讀＄て剤定、分離時へ o 外挿1直から有機収率をもとめた。ま E 有楳相
の一郎 I企ラプ穴がスクロマトグラフ 1 ーによ＇）庄成物を確認した後 h`‘ スクtJマト
ク万 7 4 ードよリ今臨し、ドライア 1 スーエ 9) - 1し温度て＂条生成物を捕集し，
戸型 NaI(T文）検出器て｀｀放射猷炉別足 L E 。

糸名果と切屎： H80,.,均 -CH3 恥， Br8omBr- C疇いずれの系にあいても有楕訊
物 lよ叫め加およひい CH2B9byのみずあった。全圧を一足（し so 七rr) に保ぢ
H 砂咄， CH3Br のう民合氏を度久 F場合の令生成粉0)り科率を図—i l：示した．
H80mBv ぅ農蔑 0. j 5 m. f．以上1.りは収率 1さ 1 示 1ぎ直辞的 1：：激‘、グ 9 3 が， 0 ~ o. J 5 

叫f、で 1まは 1ば一良tなリ従来 0 Bャ82mBr - CH3 Br 系のスカベ‘>ジ｀ャー曲線と 1ま
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ゃそ翌なぃ篠向屯示しr::..
こからの生成物を与久る反応オ為翡をさ 5 に栓討す；ため [CH辺J / [ H 珈"Br]

(8!;: J S) およが全圧（～も 56 むrr) を一足 1::. 訴.., t--::. iよ知を加久［と：：：
ろ図ー 2 疇 L E ように知濃度 0~o. 8-s rn. f. 0\範囲で 1うとんど収率 l瑾‘少
叱~"Ii I印'-応ぁった。二小は Br82mBr -C. H3Br糸 I:.He, Xe 1) あるいは Ar 2) を
加文t従来の同種＾案験結果といぢじ＇るしく稟かるものtある．
巧r と叫 By t..か反応褥履道して 1まこかま 1,. 0KAMOTO, TAC. H1KAWAl) ある 1\

は RAc. k 2.)らによリ, C. H3Br <hように B心リも 4 大ン化覧圧の悠い化合物との糸
て I;!:. Bげ→恥゜への中えDが容易にあ‘ニソ反跳息界 l字芍べ‘て遇剌運動ェネ l しキ‘｀一を
もった中性原キとして反灰·に閉与万｝と説明さ卜た。しかし H 的事から生成す 3
疇遠秦のもっ還直カエネ Iv 共· -1字ドカ、おか l e丁桂度t‘―ぶツ，ヽt SIこ CH38•Br,
ChBrが恥ともl<r によるt子．、しータ効果をほとんど受けないから， ：：：中らの生成
物の大郭令 lょいトアト h 反尻·以外の榛嘱 1こよって生じるものと力入さ‘·1 を得な
い。｛こ℃‘Br的Bv- CH3By糸＾姥昇としし軟して反た篠桟．につ I I l 方泉した。

4 
I) J. Okamot。 ,E. TAcl. ;hwム，

＾，旦J 1504 (Im). ^ 

2) D. W.OAtes 、 R.L.Ay re~, R.w. 恥ltan. ぢ
K.S. S却WAYt乙 I E 、 P` R迅， R砧iochem. ｷ -.s 
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辰相茶にあ'1” 和守卜 “"?•I釦倉彩衿 I-:'. 'l'....叱なう
2B--5 化 4 的効呆ー CHI/-ヒ0)反 K Iくつ＂て

原化丈•森呼研
束化文、宛杞

八禾羞凋． 0 ltC..森 l建火評
小林月約

0 締言 仮相吝．にお• \fる勺r,和,..h tS) "、 ‘1•f介卑衿 l：ヒ之tへ｛じそ 9汲遠 I~ I釘し
：れ 1 で柑’iの肉、巨．から和1 !rれてうたが， ：れぅ私名．I・臼紐 l< ょ.,てう扱す
る 8泊，咋卜を与える知西～ム4、I::.して 1』ら； ＄·ょ<--~ 80"'8r; 6―’’く用いられ
て 3 た。 シ人らt用 I1 9合い心·れの如直 lよ＼”＂這？ 1:: q 2 緩人①，er 電
”欠＄ 1V” 危所t苓し•• 3 と同蒋,~ liJ-+ 1q竜 3 吟勤 I：：よる？ーロンか祭 1.: よ‘)い1
1｀江 IOevm“ エキ Iレギーt森つ 1Z 互る． そこて·ンれj i··れ比ぷよし， 90Br ヒ叫

t，，，及た＼こつ II 'Z ¥J i)電荷 ；；）、エ転臼 lしギ｀一 1ふ厄の及た澤貨］ふして、、ること

ダ礼れ x•＇れ示これて 1 た。 床碕院で｀ 11 か...Br の根晃ぽ係彩衿 1こで生杖す 5 %心
CH牛との& J.t, 1~ つ"て炉Br のう 5 豆勤エキ）レギ｀ーがおおよ冷 e 、3eV と非掌 l<=,J,ざ

" H咋r t soureｫ me{e←ムとしたtfi合＄、よな｀り年エキ IVギ‘ーカ了じ敢的紅，＇

研°~lわ~,4o 11.1•·<.A.'Ytl•/e.t..J.t. ~ L ('!. cl;令 1= つ""艮対す 3 ：と 1:: よ＇），、·がしH9-との及
た 1‘. c-，，，B,. とt令 1-:: 入る及応は、＇がな b 匁応逗~\：：由界寸るかt乃療す 3 こしい式

みた。

。虔験 如t，魚化文ライナブ，クで柔大 40 召o Heすのを 3 召＇！勤'”寸~t名で｀ぷよ¥
瑾 l句翌釦し，和田6r":i ld 懲．射 PA6B の登分解\~よ｀｝定肴的 I: l,9 t。 また H咋.. 11 

た冷，t *、｀も．燐り店厄下で．互応させて令於 L た。び這器 Iむな睛所 I: 2 略＼句放茎
{"年 Iく心て有微，魚樅~1塙紅した。 麻費ヽ魚祇戸の一言ft 3ヽ ce Ge(L:) 

牙苓凋稼以茄 1'. 80Br かよし"3°"恥の九竜ビークに止誌し惑鬼“”"「力‘ら屑復収
茸紅｀の 12 。 1 ヤ爪依戸の一卸勺T t dJ喝加吼...av-.... ~ヤりえゃ 4匁1J``J,.. ？ロマト
ゲ｀う 1 1‘’ ｛れ＼a知叩 1 3 卸かt分打虹し，紆翌 N... I. CT.() 棺切告1tい訊，
面於の柑吋比からc-tl，わわばfりBべの収辛そ李‘のに。 なお届萩月にぶ,,, z. 1｣ e海

、）人9ト0)放船但 ll 令く栓お］をれ rヽ ヵ‘った。

0 綽果 ラジ｀；；が｀ス 7 L1 でトゲラ 7 にようもも渓令ら屯奴物として、4 し叫°か，

⑳ぷ3vtのサが検出それ他のも孜勃\~祁収）うれながって。 1 t令・試料圧と収卑
℃の知条＼d 元介箋① 4•o ~”()圧..... H1 で 1紅＂逗輩-t示し｀この記9 で‘吠料広ま
研苫収芸 I2 彩屯tキえな n :..ヒがわがった。 H咤r- mり名、よびぱ唸r -CHし至
1::. 名ヽ 11 て収えが 1 1- li" H 紛，恥II)函厖餃の消如 lこに131 して救ウ 1 るも躇3 (H蒙 -CH//.
糸 2•• H8r e 、 I -i-.f:I人.l:., 5’ よt·· 6J努レ -CH¢ 系で• B)'2 0 、 15~ 、チJ,j.. J:.) 』こつ，＇て令宅扱

物の収芸か 30Bv の屯？ :)を荷紅心り）直島ェ今）パ＇‘-磁店の反心ヘむ象す 3
屯の力·戒む'1 す~ t--~ 1-::, ¥ ~'-t•ヽれ印りv :::-()、 16 吋庇：：： o.-z.<;叶でパ以 1::. つ
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U て，呆ゑ屈チt"の rl l1" 吝し｀＇にャばか仰し兄〇収振複 1にと紋材しf-.、伶界＼ま
＼日 1. tヽ'f- 0'2. I：：示した， la i h` ら明ゥ介、 rふとう Iこ H咤, ~-Cャt¢荼て" li ⑳乍，叶°8り
n 灯 11 以も 1こ料浄加 Iくよってた＜啜化せす｀＇，面歩松拘 I~ 80い抱和 1日今 1
} A 1 ン一分｝及応 l"- ぷって宝衿可 3 もの\:..片 L う収も。 このこと＼i M豹叫
9いバ疇圧す 3 系 1くあヽ 1 て唸0影し H6r 'C..バを荷”“ーしいりに 4 牙ンー
今む広に臼濱芦屯？て、， 3 :とt示して｀｀る。 一うかん心杓茶で 1iこ
11'1,. 3 7.··五 u/ ぅ 1くよって示これたよう l<“'咋l" I吐ぷ置爺→今！レギ遣炉紅奴
よってもわらさ'Ill.他竹“t｀は料和-J)'I) d)影喝tし1-'c, J,...'e,•瑚 If 5,̀ ::..と力‘ら•
イ 1 レ一分｝紐 I、こにつて屯やらミれ 3 定のt灼入られる。 国']. t"丘 1- t
1-:. 外怜 1 3 ~と（：：よ') mrBr の収年のう 5 ]...3 ％が直ぶ:. ~ Iレヤ 1這tゑた K
”z i佼'J O3 ·んがイ 1 ン畜バ紅怠町 3 €の a箪定り~ l • まt H咋v
叫§で 1けな咋濃度｀こあ＇｀’く芍松収茸qた如心ケか洪められたが．＂式
”11 11 l1" ctfふの収圭の淑ケ介I:.. -板してお•]'-度凶3拿Br の収労 I.! H 8,-41 11.. 
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訂g K 炉 l1 3 goBr の交だ： 7’C Iくンギ k 炸げ 3'豆仁虹土 9か
2B-6 

（穿店） 。立 I I/ I打且 活倉研双

日的

化荏反応町面村，＜ iすぅ知見を 1 3-f tf tして反絣原子を 9月,. r.:湯心， 1いら
小g fi it，なす＾．．て令エ元 Iしギー合炉秘＜わたう礼今蜀ししてて｀•あう。レかし稽々の

柘令 I: f•fする反たtm ，あう特定の和f f t滋l ＾←る：：：と 1＝よりそれらつ｛ Ifじ．＂
枝直対的A命，＜貞する足°見を併う~ ~,iチ芦iB 3. Roふ以，tJ4/3吋ら,;1
"KT を 1月＂て樟々 '°'C -H 紅合，＝ぶ'9する， 註ヰつ R 紅名を紺＾．．て 1｀つ。レ¢‘
v 茎枚 9りfのい豆石を叩. ~：：：~,す一鮫,~ ~~席，=,i)粒て••あり，こかうか追
ら小 K!t系より 0 土 zo 屁！灯ぐす＾．．ての未素は d じ・パ雌守t ｛っと叫ti~
こヽI ;} ~。瓜靱て·,1 ?O BY ーフ゜ C 八゜ンの反た をしり.l:..f， ユ程桑負°'c- H 紅A(“
が二井、し十＂ー 11 ? dl "t 17.t,1吋叫／4) I-;.. ガ Iグ 3 町江仁且尺た•生松窃し—py
枷呼 BY の 1 ぶをもft釦店究レI C -H 柘冷の反応 1'g t 3() B yのエネ，レギーし
の和 111町かか1 遺井ぅ：とを目的しす 3 。

文駿
吋· lg t，譴,, f;z茨アツブ。，レ F 封入レ u BY)-t 5 尺 R- 4 1：て／かり然射レ， 9.)..

万yl1Ji鮫和を， 7． 0 バ｀／，添加牙りし澤んレ， 80,,..Br • eoBrの予軒坂五綬， I 松窃
てラ '/`'1 ガr ;Z. 7 'Clマトク・ラ 7 4’'ーて分がfレた。悧、、たカラム，1 / 0x por ーセライ

トがある。カラム；皇知以 c゚ iら厄0 bc  9 t”/{)°c/,,,,;,Itり生方が昇函．した．杖卯憐

枝虫 91GM カウンj- -,.,,よりf了｀た。

臼し＂
麟の文騎を行り陳，晶も脩免す＾．． 9§`.9り攻 4 反たの寄．牛心J.

By.2-———• 2 Byｷ 
釘t C3HB --'i..,C H3 • cH • cH3 t H t1y 

tH3ｷCH • cHs t f3y.).——~ C H :1 • CH Br • c Hi 

斥fゞうい；粉をかr に放1 す 3 ：：ヒ，：よっ<'. ~.t..訊 4 反応·を見今/-:::除（こし，i心

が,~。ぷ度玲，＝ネ’`` C ̀ 17゜ PIヽ゜｀／の 90x ド祁ぢう 3 0＞をう以‘カルスカ＾＾ン咋一
しして加え 3 ：とによリ， 庄成杓,,; i·よ 1" 豹牛をし］給・、た。ミの条坪 T 濯

汲 l` t小 3 屯杖可本， CHぅ加， C辻lr Br, し- c, 出 Br，たらH7Br, CII>hr1 J他
': c, H｢ ByJ.て＂ぁJ •. (-C出恥I17° P ／，•、／ • q狂伍，さら,~ラ0，，'・オがズク 0 ::: 

ト lぐ＾ゥ今Jンi•可 3 訟~.:? ~ため和国み可｀凡対応｀ら除く）条屯灰粉う疋f’しダー
初界 (H -e, fir, /e r そ川・・て） q !杞泉，1 ， CHふメ外qま松拘 9な豆＇’いダー／¢
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戸噸条 l °i- I狂魯汎印叫こl,f\.ら修知知介 I予紅鱈い'’l 1 る
C しtえし 1 し＼ a. 凶砂（含 0話ユ 0、 08 ;o わ‘ら芍 7`` v - 1 一りi加加‘’
が旺紅0.05於に舛挿上ぃ． T沼Br/し -P心f tJ)沢 11 'rなう．豆 o.~ 戸 ll
西 I3 ンや（ lo /̀o 0皐） 1·· 11 し五ャ応喝）／（叫ャ sQ<.-H) の夕た衷l冶
如豆疇念多り！、＼土 0.mr；さ。
l‘図 I玲玖、か湛叶汲ほレ仄ものであ｝。葬疇しも 1く厄力り辛疇年，す
憎わりり顧t介し 1 ＂ふ介訪r t iやあr k つ＼＼ 7,① m-PBr/＼干沿の代
荘; ·'(,,亥に！、 4 土 0.8 わ‘5 う 2 土 0.3 t渇わし 1 ¥¥ :>。® i -1瓦惰fわf 3 

狂化91 '1')-P（知のが(J\ K 沢\.I I 比炉（騨霞＇’kea. 
：：：サ\ぅ,.," 11 紅如臼｝巧rり恥肛弁 lV~｀ー」知屯t 4` 、, 1臼紐
3 ．慣v、召1俊い坂督）レぼ豆牙 Iレ~--'~昨釦臼’げ｝這屈””工弁
パ＇ーャ‘ら r いきt立レ巧l "(J、直 Kl~I令、培 V ＼ヽ'<..~ f\らい (c·'/ 次ードペデ｀
\V叶釦戸 1)) 。 し仄が 1 1 j::.知＄危昇 17 四立ヰニ『ヽ陀る狂 I1 竺
『い1-1そtl 釦介 IV ぎ‘ー翡り 1―和うシt tが 1 LI }遺ユい・
り；ら 1l 兌 n エ↑ン疇り｝竺ヰ直鐸遺算珪追が，：小 V口 1 双
合脅tしらべ＇｝目か＾ 1 ？レ-”’‘• Viに恥わけ〉互ヰこしろ砂這
脅 v ぃ．f3 連いぷ界t，参項底 1競争せしゼ，、セ．．，，裂／く／セレf 1しあらシt p‘ら

弘孤叩‘吋分兇て知辺 1 釦れに．

注坂！釦圧ヵ知果

升パーセ叶祁
令 ncべゎ｀らの ------V — 

:」、忍口でニコ
参＂＂心2)仁 o、4
1でいが和t芯
t l和 1 うサ尋
V If、.

玉いにい—△——△-

50 ¥ tr0 15'0 

下t吐 We9S叩. L如勺）

瑾 I)丁． sm叫…戸．応ふ＾Jo_,,プ•西｀必．吐叩 (If 7°)
2) L.b.S西、か紐 A.A．応如．，，改恥•叫叫s /It応必心 T,,.心叶m叫mロ・
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2B-7 7 0 ム蔽打リウムふ＼＜お \1 3 反訛勺Y の
リインシ 4 ンについで．

束裂久浅 0 池泊長王． 終牙哺：

1 且且 3 3 l/、 (C。 (NH戎〕 C~3 - K凸0今；昆令令、 lぐフヽヽて、雅度を一定に 1'z.
混応ヒt虔ぇf鳴応｀虹｀盆属直応疇し 1) 乎ンシぅ｀／ 1, つヽヽ」愈討し．こ水
ら正慮と北麟との P乳 1< `』捧的な魯紅詞り 3 こしを見仕‘、i fて1)。今団しむの
研免をさら 1冥い． 主とiて反狙鶯のリインシぅプ 1くつヽヽて秀廉屯如え（く。

2 ロバ zoo ～以0 勿咋尤の〔 Co (NH叫ば｝し騎04 しq紅瑾‘i t. 

‘‘3 、、 3 fj麟如< `磁筏的 Iべ汀麟i訊‘科 Iくつま｀泣釈丁RIeA-1[ 1lfi f< 

し頂叩豆ぇ1\送嗜て·, "了照射i.前振（日に 23 矛広）し同議てiで更応
化f,..‘’
3 、ヽヽ果ヒ度棗 図 1 ， 図乞 Iク、オが｀を収＇）チンシっン (R) と古心企属置せ疇(f)
o 刻い、□果を示す．印員1‘‘ 千ぶ士ぅ麟贅‘科平q〔広（NH凸〕 CJI,_3 4 七 IレIJ]‘争(-x:.)z`‘
炉}..')テンシ 3 ンぽズ a 噌文とと{ 1-::. J、楳的に科，y―i.'バな局薗が屯iメ
\,訊I l z 心i ？ヽ‘}ゎミ． こ小らq実腕、を訂果た説叫す 3 六めに．一ぎ・'{l) X- 1 な
麟も』孔ぇ繹臼？衣．
こ〇少麟 1-::. お vヽ？〔C,y*(NH山］3+ a ような乎応‘な属〗釦屯斜‘吻心応す｝こ

セギ‘ら、紅訊汽：Y Li k凸Ot v1 、紆晶，，，外へ硲心文 1 得｝も＾し考えられ3-.“
外へ篠い｀似す良貌もf!C.-r ~鴫t::.状態 l1 島（可） J').:fJぁiうら(]1) d 可能，、卜店炉
天3 いであ万/). 仮貌効果で・紐i f, Cr勺証）び痛表 lす．
(i) 岳 I才 "'l< i. C,-0↑銹晶 1危手爪 1トバ盛びかすことなく｀ Cy,')(-直）＾ i iし• 9 込i
小 3 ガ‘` 1 f心卦絡、合iて｀ Cr,,,,01'i,-いなふ
(ii) K山0介念噌晶グ外へ褪ぃ歩i 憐蒋ず 3 l了ず＂始 Cぶ粒了 I＜伴司す 1.
(iii) l砂 0午綺晶q外へ硲仄生（、惰斎す 3 CC。（叫）6 ］ C人、終了B 1, I 乍用す；。
こ¢ょン（予ぇ｝ことによ＇）、菜息企誌果~をつJ·· 0¥ t ;,, 1, 説叫す 3 ことが、で 3 3 。
(_i)"腐揺 l＜よ］＇） 3 ンシ？ン＼ず 石 9手の騎0午鈴晶守？―、 力しもt Cん'fE

t iて手戯‘i f-, SICャとと:{ I' 釦手、経訊日｝て炉ず｝＇）うンシヲ｀／ ｛直（虹）厄 5 ぇ 3.
こ＾信． Iオ 1団 1 べおいて 1 を L I-::. 1卜並i ？咲騒舒、） ＼べ禾｀必｝ことがで 3 3 。 これ、15..
も化。'lr1 e r-et-e'Y¥t, 0 咋とさふ一ーと！べ寸｝．
!_ii)(l t』釘'1ず臣翁もC. r万（匪冠 Ki CrO今＾裟；嘉日 1依了· I< 〗森 L 1< l). i f-::.\i o 原了し

釈話なi : ̀ Cr，， 4゚2- g壬祝iら 1. ―•あ令沙統科q記t質舟払化＇） 1, ~、、て 4 "も

Cy･(1IL¥ a 厖］放，均ら04 ^ 1 ル放g‘そ 4＼袷•が C Ci--*(.Ill）〕，〔灼 C i-- oけと I 、¥
が釘応｀によっ：箪｛む質暑ぁた、），＜屯奇 1 1 Cyギ。42一ヽ屯）レ哀を (C/04 2-Jとす 4\1 J←、
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〔 Cr-itば〕＝ a ． (Cr宣（皿）〕（犀心） （土）

和竺屯滸 lt質暑平 a 今咲肘、浮 7 a ム d 原含数て叡1 小 liゞ
趾 ::: 紀・Q • (K2cよ］＝ 必· Q• (I ーズ） (1.) 

ここに知 I寸箔埓す 1 K2 (,.y 04 怠百翡し1li j月互作Jfl Iてもしず＇＜リテンションi因で•
\‘4, 4 万 S it i九りye te心o如と、、ンこしャ：：で;1 3. 砂すご(J!I) a 放射杞匂戚

苓で次 3 。果駿約 l, ぅ順）史ご寸＼うリインシぅン、i』 R tJ
〖二紅）十屁＝直十ん、山) - a'• 以 x

1いち K しi t q肴夭ヒし 4 に直、祖昂的に成｀少す 3 こしょ釦［ ：き 1.
(3) 

(lii)」かかr ，心な属和鯰旦濯］牙す 3 もので佐 3 11ミぅ昆か抄訊‘炉箪他危舟
臼、 1) I~ 屯応 1,1 鱈、屯成杓 a 屠汀哀そ {(Cri'< (NH山］1 le.す小ば·

{(Cげ (N Hい｝ = も・〔 c六皿）〕· X 

函迎を弟憧質青召＾り岬 7 日ムr:/1屠了虹,..睾Il ｝ことパiゾ
(4-) 

1 ＝ダ· Q ·ヱ
ずfいつぢ 1(IJ互比冽 l て呼尺す｝シしが設如がぅ．

U)  

此二＾訣診ずら 応Cぶ令 r、お、 1 3 反恥□ a リシシシぅン 11. 11'瑾i
f/、元疇］炉一応じ 0今拝晶クて｀疇‘を切ら汀り‘っf、:t OJ.．ぢよ仄—疇合を切
っfべ石疇i(`叶＾らら 04-、そ舌森ヽヤで疇／6'·1 Jこ!,:. :-:起図ず 3 もq ⑭,D疇
Te te叫五） ^ ＼ 1 か． 1) 艮訊しり、か年 a k2 ら 0今盛晶狂う 8 盈仄缶、 I こ寸＼
炉祖咀 o k山Ot XiI 1 直知了用 1 ｝シ l1-: もし寸•くも"1 (71; $it；吋 Ye しen む。～）
＂魯fii江団たらた 3 も a と召えらc}\. 1-. 

A ・`TRJG-A-11.

0 ·-JR.~-2 

o o、S" - ~o 
［ら(NH,k]偽両しf↑action (X) 

Fig. 1. Relation between reｭ
tention and mixinぉ•rati o.

1,0 
"... iRI tｼA-:B. /• 

ミ. o ••• JRR-え

`‘J 
ド 入計

0.s 

0,5 _.  1.0 
［ら (NH3Kla3 mole fraction （エ｝

Fig. 2. Relation between central 
atom substitution yield and 
mixin6 ratio. 

1). 池g.、稼＃ 日厄系四牙合(. I q ?o 年 4 月，虫京］て誌嶺
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刃 Ni煤碕ニッケ ll舒I二あげる EC 芍よti"炉
2B-8 j:笈笈に1ヂ九‘旦幻織夫

東北人・理盤叱孝信 。英紹々大森義

且
叩旦寿f吟物パ・ソトア人ムィどデ I..: ろ｀• I て/ i砂 n`SI‘c aIJn砂がえを舟影

船JJ凡杜めて吉早て彦る。名っ E め I.::.I丸これべて｀＇ I二f弊味おる、経呆か＇影ん
ている噂変仮f疇釘澤動しいむ炉究竹才ることが必含て•あると考之ウれる。
srNI・つ EC "5'よび‘が項亥（う 6 hr.) にイヂ）化ず的哀表 I噂］して召ノ 57Ni煤
叫キサアンミ；ニッケ ll ([Lー）甜琳ゑ I二ろ＇いて，がなリ忍ぃ夕lC(N竹）竺攻!fJ•:付ク
;/l I ?:_ウ 1二熟｝フニー、ノンク＇友応 l二よってそ？炎争力‘えにすることか認めウ化た。I)
今匈は／こ孔ウパ元を~ <-'7 I追めて／エチしンジアミンろょ u`‘7° 口し゜しンジア
ミン［封化剤這lf`’／オれウぅ的～1NI、ク和議ハロケ‘‘ン化笏錯体匂りいて／褒変幻
句Co （り 70d.) ?1Gず必和和り籾l I:。

食板
和以、ずか） 1 jックー犬人 4o Me.v r球I..:: よ')烈射 l t:酸化二、ゾケ Iしt濃益

虞這:j l I 陰ィオン叉換紺脂滋l二よ｝咬0 を分卓した恐戸法によリ万i楼
錆iリスエチしンジアミンニッグ I/., (JI) ((玖匁知）り戸）;;s,よひ" ;..リスプロビしンシ'‘

ァミンニ、ノヶ ll /JI.)((夕lNI＇（かん］”)至あ体£今利した。ニッケ Iし妥和芥I: f`’) 1 ァ
1 ス濾笈て｀之¢ 8 以上戎置して夕1NIヽど碍笈させだ。 S心慈壻化学ガIズノ‘:
加s-(C.。 x., L,. た Cisー（砂 L.., J-1- (X ・・／ ＼ロケ＂ン係チ I L.’ らズた／丸?")

がり‘(Co L.Jj.J" Iニフ、、も陽 1 オンゑ戎孜窃詞（ふwex .S℃W-X8 ノ o. ?emf 

X Iぷ凡 /00~aooパッシュノfl~)により＼釦ノ＋化ガ＂屯？炎手を衣｀乏
た。

“か＇よび考黎
”‘怠壻｀ニッケ／ば扉I二ろ•いてノ EC ちょ¢•/3だ壌麦 I二よフて生じた 5}Co
疇だ刃訟剃仮牛繹1 I二えとめて木す。立 L.$3+ー炊手 I.::. ii} l て/~I I) エチ L
ンジアミン靡か｀よび＇プロがしンジアミン釦条とfノタ燭陰11 ング遼1乙 l 渇
畔/.{ /~とんと彩黎を受Jナ々 •\I .2.)フk..和偽這水昴 3> ,P々 >eh て｀•5 る。
安。ふ L之←ーダ｛芋I屯釦＇••小さく／ Co .l.,3“—炊デつよう I二元就的f缶Iむ認幻ん
仄ぃ沙｀｀ノ方べて”疇令ノト｝ンス弓汲和＇・クス砂衷蕩り。
戸 I 、母 Iら（吻（／砂]Cl<! Iニ"3· Iナるァニーリング曲昧鱈｀衣倒として吠才。
水和笏I召·いてはノとと知嬌這斐 I二ろ'Jtる疇 {_5~た I) ノアニー］ングぼ Iニ
此人灰繹和5勺e万）ノさ；；に親化企笏遠疇茨這項（ダッ這）に分

l'.lO 



顛て‘‘きる。ーオ全水物て＂は／ 5勺{e~
と 5だ1e .Jj[ 9 みがガ在づる。 5勺豆I
I-= ろ•いて水＃b物と金水約を比炭 L た
場合ノフ勺噂叶が7 ニーリンク｀｀及
応峡リセ方い。去たエナ l ンジア
ミ；郷よリJ゜口t° L ン；‘・ア S 2錯

的オが／水和勃少り疇疇心
芦L1“ー仮手疇くなるf砂が笏
る。 L 力｀しノいずれ、ぇ戌令見ダ：

ミぅ釦,j,二ろ）jる/...::. -')ング必，令’災
うよ）に Iヽノ） d崎‘ハ／豆I.oJ匂立

炉疇鱈B-がりっ少夕 I..:.1 ノ・プト
遺 Iせ弓る。 5 fa_;c .JI I二ふぃて／.t,

7..:::.. -')シ l’‘f鸞水反応が忍 L.J”
咬手臼和＜哨'.;ju tせるという奥琢
珍る殷知｀研プれた。
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刀加i:.(/J r.)

（吹／［（乃）~JC/< I二芍·Jfるそ乙
っァニーリ・ング‘反応
( 吹／It(f唸 lCI< ・之1-が0
（内7M(f叫｝Cl~

汲 l．和劫仮デ

化歪笏
夕乞江譴化学ガぅ吹辛（1/.)

ら乙ナ 左Jー（んXゴム］ナ CI5-r0ぷ L.,]' ('Co Ls ]Jt 

[M(enふ lcい・四0 66.3.:i.2./ 3,6土0、6 ／．／±o•る 28,91/•8 
(N/fen~ JBかむ~o 65..8:t-2.0 ふ 9 :t. o.5 /. 0:t0.3 30.<?,:t<ｷ0 

(N1/enク］み •H< 。 65.o:t2.4 34ゴ0•8 o 、 8 土 0·-2 30.6士／•7

（ルke//&Jcん 75.7上35 ふ3 土〇．4 /. 0 土 0•2 205ｱ1.6 

(Mi(Cl14 J尻 77./.:tふ6 る·8 ::t o.5 0.7 土〇．2 /f.2土／，／

“Wen) J I.,_ 75.6土之•4 /.8 土o.3 o.6土 0/ 之／． 6 土/. 7 

(N，'ゆ）~]Cl ・2~0 、#.7土る・2 25土 0, 'I- o.8 土 0•I 3/.711,8 

(Nt'(I'砂Jん・忍0 63.0:!:.2.I 2.8士 O. j /.0土 o..z 33.Jｱ<.0 

(/l/t'(戸h4lI之・りHと。 6z.8土<•I 3 、0 エ〇．4 /. I 土 o.る 32.8士 I·7 

(NI'(f叫Jc/之 7ふ／土之•5 /•8 土 0,3 o.8 土 O,/ 33.5土/·6

(llli（ダ叫l8r之 7ふ 7:t 2.0 /,6 土 0·<.. o 、 7土 0,/ るク•7.:t/./

（ル(f/I).,.J I<- 75-0土／．f ／．之J:.0•2 o.6 土〇． I 之3·III·O

I) T. 0れor i, S. C.“u anJ T Sが必必ノ R豆IOCん、99 ，乙辺，如a,I1 a.. l.

£e -/fCパノ』ノ4-6 S" (If 7 0) 

J:ll 



コバ｀ IレI-アセケ Iレアセトブ錯砕なと｀‘OI EC 戒yトアトム（しな的
2B-9 お‘ぶが坂身沿紐I学的浙釘

（お格の水北チ大、理） 4た野博黎• 岩J::鬼チ

噸足 l遣釦蘇(-:.ともな，て生す冷＇農常蜂呟＇姐‘の生咸磁桟/-:.ついて Iち
組汎紅よりもた力） l裔畔筋のもの0)生点 I合すし 1 ／オ，ーをオージェ効果/::ぶ
9 -z説明され-Z. \1 うか｀’,親化斥雑｝りtひく直呟徳のもののを放 l＝フ ll -Z. /;J: 

己だ｀子 9月の虎力I` 3,1 とされ--Z. ll る。 ざぎ I-=- われわれ lも ＇公必m4 prQ必re " 

知；’これも説明すJ OI /-: -;/-直当て｀＇あ 9 こしt, Kヽ凡唸ば（｛z O'f-)ク紐zO l＝お‘\I
て ”9.(',x (II) の生衣、すること，f)おJグ ((o,”Co) CacaC)3 カ1 らも (Fe，巧9('o）
(o-c a..c.. )3 カ9 らも EC 釦衰 l-:. }, 7. ”Fe(Il) の生戎＇す 3 こと 9 .2)がらあきらか l：：し
た。その咲、われわれ lが（錢釦以¢聡生戒: C7)様精iとして、 EC 壊考/-::ともなぅオー
ジ‘ェ過程 1~ I り生し、r"C.今子または徐子の励起杖笈とを、€えて金属一似t l乞み向の危垢移
動1/1,、を専な穀割を占めてい 3 ので｀｀lよな \I -lj、と柩兎’J L r~。今肉 l＃このガえ/-::もしず＇

いて， J:;.迩＇し韓｛双の過穏ヵ吋均、tい、岨射(-:.ぷ，てもつくられる毛のし考えて，ア色
'r Iレアセトアの 3 19' ルト銃体をの他 I＝フ＼ I -z EC.屯者で生し‘'た”たあ＇jが加縁、座
紺 lこ｝ ；生し｀’ち釦げ移 0 メスハ‘‘ウアー／かもや的研尻ちがわた。

”Co 化念物と、も彰蚕とすむ吹ハ‘＇ウアースヘ°クト，レらg'J楚 l#、巧るとラ房綿した
芍シレズスケー 1レ lさく紅恥尋喚牧1年とし丸絣お知痰侑芳差兎度 l召呆，？ b’ こ
rわた。放加象か箔させた霞茄.:::.,1/,{t,を吸りが手しして，巧？Co(Cu) 、縞‘全/-:.拉 L て
和9 ク波杯，＂効＃ l= ｛岳，てスペ‘グ}- Iレt級痢した。戎Il 茫逸ての他の謁釦牛 l“位
床叶A 活の OO り 9•あ｝。が、線、牲卵 lt-ょ，7.生沃した知キ/-:.フ \I て］＃，翌和仏該‘料
労内の知キをシリカゲ＇ lレカラムあ＇i v'抱仕浮序森ヵ屠｀/-:. J-る力｀‘ズクロマトグラプ
もr 霧 I-::. J，マ介祈した．

滋珈Im" --z.’•みとめられ］暑席紅り澤/-::フ"て／＃， これか’ホット 7 I--4 効

原（こ0) t易合 l＃オージェ・アフター初段）て｀｀ lさな \I t易合も示され9 -Z\Iるt7) -z.’’, フ／ 199

I しトアセサ＇レアセトシ條（手においてみゥれ＆ ”Fe (II) 0 生戎ヵ占r, 、フトアJ-ム初果

l二よるものかと＇’ウがt }b るわめ k, 少一暑の4 ァセケ Iレア包トン鋒依セ桑晶 K して
ふくむフJi" Iレトァセ ,,..1レアセトァ儲仔-tz 7 くり， これを吸和チとして 4知の存在枕

態をメてバ｀ウァース＾゜？卜，レ l二｝りしらへ｀｀た。るの、特果鼻 (Co、 "cf)) (a.c.o..c)3 f-:. 

お \I でみとめりれ 3 S うな”た（／9) の存在 li斗ヒめられず， fe (/If),::, 7 t!'t,ワア
セトプ釦和ヒ゜ー 9 のサず拐，た。こつことは（（0， ”Co)(んん）Jにおけ 3”Fe (JI}
ヵi'ホ、｀）トアトム効果 I::. l, --z.笞し‘'た．こし名支持する。 オた（厄， ”0)c^OC)3 ち、€怠
急しして痢茫したズ＾° ?卜 Iレて‘'みとめられる”厄 (/9) のヒ°ークも， これち吸呪倅

1~2 



と L て祝戎リしたt易合 a ヌ＾クク/- Iゾ/-:. Itま
ったくありわれず， この北合の ”Fe(/1)
もホットアトム勃農/-:.ょ a ~一亥｝；ぇゥ
れ 3 しし力）V？力りた。

(Co,”o)(^cac)3 にお‘II て乞ずる

”和（II) のズヘ°クト Iレと， （在，”（ o) ・
(^CAC)3 l這IIt 3 夕位 (lI） の 2 水とず /3,

しかしながらf紐‘力I'昂なク，條着 l：：：あ I /t 

るうか‘四杜子か似対 II りじ‘3 しく大ざ＼！。

これをさら/-::.しらべるため/-:.''也の 7 セ

,.,,. Iレアセトァ錯ほしコ Iヽ｀’1レト舒｛和qぅ昆
晶 I-:. ついてメズ /I`' ウアーズヘ°ク r Iレを祖
痢 L た。 1 の拝昂， たしえ Iが (Al,”Co) ・

(ac＾し）3 たお l I -Zは、 I ii／ま｀＇ C Co, r,Co)-

(()..区)J I：：おけ 3 スヘ° ?)-,v ヒ麹r匁（ち
統昂t 4号た。 ミ0)理由/-;.つ l 1 7. /オなお’将

言“？つ｀＇ I f--z. ll °e。
フ／1`·,レトヽ0 /-::. i'J 7f線、PM．和~ l た

Fe(acac)3 にフ I I 7, f易ゥれちメ 1/l＂ウア

ーズ＾°クト IVl#,(Go, r?Co) (^cacみの

スペクト lレ；りも、尤＇ l ら (Fe，知） • 
(̂ĉe)3 のケ l追I9 ff2k‘ を手 L -z.い 5 。

また／彦す管内の試‘料から賤わ/-:. "屯 rd,

て活堵した如f'しし-i I オ， Hz, CO, Cfly, 

GH6 , お心ひ‘'Coz.なし＂ヵ貫出さかた。

この叫滋紐の過程Iこつ II -z li，池の

化冶物(7) t易令なし→とし北 Iづ男托さらに投
言が和‘•あ 3 1J Iヽ，啄位子の分僻し K も/-:. t!7 

心｀念届0)墨ぇ名もたらすような筋沃索紀
t§わたに抵剣され 3 。

(Co,r乞）（ac^9.J

ぶ·,"・ぶ：：y．. ....:,:,••：ぶ・r.
::..:'  .. 

... : 

.、.. .. . . . . ... 
...  ... ... ... .. . . . .. .. . 

.......:.... (Fe，知）Caa(.,J.J............ .. . . . . . . . 

... ... . . . . .. .. .. ........ . . . . . . _.,: ~-. . ....  
ｷ; .. :..... mrra.diated Fe(ac^cみ... :ｷｷｷ ••: ... ....... .. - ..  . -..  . ｷ-..... .... .. .... . ..  . . .. 

・ .... 
. .. .. . . . 

.. 

. . . . 
ｷ
 

. . 
. . .. 

ｷ
 

. 

q ~ 3)(TO'r 

・ アーいrra.diatedFe(acacふ．．．：．．．．．：ｷ. ｷ: ••••:......... 
.-:... :ｷ: ~ .. ..... ｷ • .. .. •. .. ：が．．・.. ... -. ;,: 

. . . . .. 
.... 

90 

~ I X 9o r 

-.i 
上
0 t 2.. 3 

Ve/odty (-m,..,/sec, w.r.t.S"t,S"t.) 

-, 

該プ§象招噂叫以fへの亥消印， ~ 3Z叙

1) H. Sa7t.0, M. Kanno, Chem. Comm.ノ

2)'た蔚菅野、和 3 Tel波船仰牛訂謡滋，

･
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斉液叶ょが凍経状態/-:ぶ l1 みホットアトム化学（オ 2 甜）
2B—10 トリスアセチルアセトナトフバルト（皿）・有該矮液ゑ

t：おけみスカベンシ｀＇ヤー勃果

(J大疼・化） o t永 偵・池井拓彦

締 言 舒化合切直；夜ゑ 1: h`l1 みホットアtム反応の雑委 11 1 ,n n て、ケ＜
ど〈に雑 4と合枷の項萩｀iわ臼釦月Jl.91K 1斧うボットアトム反広の絣兌 1列 111庄桑 l3
ピ人と｀知られてぃ 1Jい。 ラ倉着らは、(i)鉗化令物の項狛和影紐ゑ（ゎ｀ょか紐
ゑ） 9; ガけみがットアトム及にtflみf元和広t i奮立し， z れクr.1)ゑ K ガ 11 み反広核＇
積t絨8月 1 みピども l:::, (2) たとえ l1`ノ｀凍統和炭｀牙吐中 I: h｀けが考眉（雑ば）のケ
知り幻研究厄＇ 1：：ボットアtム反 IV を広届する可絆J}it J釘1 ォみ：どを目糾1 t
して系、｛充酎ヽ切秤委. /'(.着手し， 和私的fJ怠令果t祁存 l 「く：） その，t存里 Iす． Co(acac)j
を困仇t.•中枯J !191f麦冴衛わ某（：呑勇 l fて場合（：も，） 1 た Co(acac)3 のペ・シ心ソ
狂（ n｀ょり｀ ；；む和輝） 2 咋 L た場令 l：む，和妙切印終仁(-thermal
reac1ions) 1: よみ 6°Co (1) retention 1且の噌加がみとめりれるが， l tf)及応 11 Fe 
(m) t虚tズガベ｀フシ｀｀ヤーとしてそめ祐加すれ 1i抑刹ぅれみ:'(t示 L て、ヽみ？
オ移i' 11 Co (acac)3 べ｀ンゼ｀ンf;3夜ゑ K おいて Fe(II[) n l令 9‘{t Cu (II)J Co(I1) 1J 

i｀の合属這．のスガ入｀ンジ、ヤー効里i戎訂し／うた入｀ンゼ｀ンい人ytの項祓令畔ゑi'の
ホットアトム及広げ荘した。 2 り lつ，；印和和甚中のク釈戒胞 n み1 虎＾の広厨 1-:.
紅；J名瘍にわ、いて Co(acac)3 やも孫疲ど固4オ Co(acac)3 のうい合左 I：：かり
かットアトム反広t戎91 した。
食籍方法 Co(acac)3 遺
釦紅糾ぢょ店各夜・固俯戎紅該糾
'E TRIG-A 11 哩辰 1 炉i‘3 湛i's ヶ
旧塾中 If狂 nh （籾が臼束fX/0"
紘が sec.) した。 胚れ 1 ^、 9 iゑ液
中 I-:. Iサ雇々fJ骨の FeCl3•6HJ. 0J FeCl3. 

Cu.(Aco).... ｷH:i.O, CoC/2 1Ji‘の合船且
をズガ八‘ンジ‘ヤーど L て手め法9P L 

た， 理射 L た拭糾{1 Co叫含t ED 
TA 11< fゑ~ (1.よみ；和恥抽出戎（べ｀ン
ゼン矮夜ゑ） l), 3 た lす Coス勺侑む 7ド
辞i知ぅ混右 L た 1名戌 4 オン免r息戎
（エダ／ール，酢胡f2-5夜手） l1 よリケ
柑t 1ね． ‘oc(Jの re ten ti on 1直

0.2M Co(acac)3 ベンゼ｀ン漆液

• FeCl3•6H2 ゜
• FeCl3 
_.0-•Cu(AcO)2•H位

--ts--Co Cl z 

[: 
へ1

訂へ、
、

—`—` -Crｷ----
→·。 ;-----ーす，ム｀
0.5 、. 1. 0 x 10-2M 

ズ1J I\ンジャー 3稟度

図 1. Co(acac)3 べ戎‘ン；屁夜，，スカペ｀ぢ‘ャ曲球

゜

• • -131-



(‘°Co(aca c.)3 の収元）を求;vi T-::. 

竺（1) 図 1 I ：：示 1
よう/-:., o. ZM Co(acac)3,{ ン
をンf輝，く 3XIO-3M （ベン ヘ6
らン l'、i1 1 るモル比 /./.xlo-4) ~ 

‘一°紅 oFe(m), (u (1I) f品をうも1)/1
1 みど 1"中切thermal ．ぎ
reactiDns 11 を含,~ pj，、れ， $ 
retenti on 俎 (1 li t A t‘0 ％芯
と，t1み。 z のよう/-:.,j扁和i｀ ~2 

hot reacti ons 't：：：れりfJ
伽rmal reacTions f.区易lJする
たの(/)スカベフシヽ←とI.. 1 項

クIJ i h る： 1 が 8月；； 9‘I'- fd, 
た。 1 た Z i,!11-: J=フて枝要
和釦＆（acac)3 入ンゼンf含
m i n ＄も知蔽裂 I1 93 tん
ピ／ 00% I-:.S 1 るものど才g免されみ。
(2) 複狂蔽；絨ゑむ1 含伽羞をう名加しfJ〈ても reteY1 ti' on 1直 11 0 %[こ泣 l｀が，これ．

11 酢豹イオン//) C゜＾ ＾貌位に関1fがあるt兒われる。 エク／ール存診元ゑf lす，べ‘
ンゼ、 7 f和夜手t印和名属ふ： I みズガベ｀フジ｀ヤーを9 畢，＼｀みl:'. If) i,れた。
(3) Co (acac)3 fJベンもン斉凌．固ィ店揉合ゑi‘，両相＾ぅ紅比 lて 1年う re ten ti on

の度 4t t i紐イ恥積々 1Jスガベ｀ンラいがー濃度 1つク1/1 1.ぅ殿 L た（団 2）。 ；斎液
栢ピ固繹が｀豆し｀に 1戌立 1い積互作用が rJぃ 1 4反えすみ't,ぅ具合系1> re tenfJ'on 11 純
粋q紅恥 rete riti on ビ淫釦ヒ 9‘ ；求｀められ，rlJ 1 ll A 11往索揺 9く、スカベ？づ‘¥―
"1  P 北令 B 11 i紐相がヤ釦Jス1J A｀フ沙ャーを乍ぁ場夕の＃｝＂知碍 I4雌
し、積t fJズカ＾・ンジ‘ヤー環沼 n 燐存ゑ1> reten ti on の”,li直ばすべ`1 A, B 11:i抽
絹切血c ケ布する予i｀わる． l ヵ‘L 名痢I 1直,,.,—卸 /1 ［ハ托国外 l: /i石'L てあ'1),
" KI1 ；紅・固釦舟面t直 L冗印輝 l: 1月ゑ 1”'<. h る:'t. t示 111 L 1.11 み。
1 rtげffJスカ八、ンジ‘ヤーt令1., ~釦の",J曲絆 C 11 C。(,1 cac)3,,., 斎絣和雑i i積
籟： 1多し， reten ti on 11 固係＾朴池t tも l＜急/-:.噌 9pする：どが｀みどめられる、

1) T.Tominaqa, K. Fujiwara, Bull. Chem. Soc. JiJ.pan, 心， 2279 (1970) 
2) 漬着る /1 /967.弄 I: CoL3 型金昔4年（ L ：ジメチルグ｀リオキシム）の田 4オt旺りれた 1後祐醗 L て
釦狙する rm,7k f和夜中の宙経令反広If) 1-i §)釦牙ど L 1 (f) 6oCo,,., 収奔 P'. 1哨f)P1 るこ
'l,紅t,••印秤紅 l1 手め C(Jス十tぅ和1p iれ 1i` 1tp#1 1 れみこどを甜告 L ている。
(N. Saito, T. To血ina9a, H. Sano, Sul/. Chem. Soc. Japan, 苔， /739 (/962). 
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2B-1l ｝リ応 I, JO-7ェナントロリンルテニウム(TI) t盈

のぷット？トム化労

佑大理 山寺秀雄）古JII 路吼 01炉々本研一

d-[Ru(p加）3] （ぼ0心をニ卜▽べ‘ンゼンなどに瘍箔ーして源う炉 1照射 L た［騎
戌

危て｀ラベ｀ lしされた d形舒印い」帝体が生ずるしとを報告した：光の際，＂文
L た,o3Ru バ切錯H-への分や率恥の内でい濯外への合年年D註＇） t頓1 の今，丈
ターゲット勃］付の d形を遥某的に係店ーして生し．．たリテンションヒして立竹通it匿1呆
店阻）テンション凡（＝硲一功）と定義 L た。よ互知柑J這Ii/..と土｛晃逢
択的にいじたJテンションとして立外画己置非4呆在桂｀）テンシュン協と定森 L た。
これら Re, 恥 l這射時の錯外濃度に俵店しなかったことがら，錯外については 1
分目的な反応によっていると危えた。ふ報告で（よさらに心和和彦液にべ｀ンゼ｀ン，ジ＇
ブェ ::::--IV オキす‘J’`-Iレ (PPO)) 四t釦燐素 I 1,10ーフ汀ント 0 リンを片が屹訊
加んて行なった突験叶活果につヽ1 て述べ｀ゐ。
［兒験］ 照射詢月： d転駅：蜘酸アン今モニルカリウム（光浮分割省Il)K よ
紅即紐 3 国喝温桑蕨謳として 7]←b‘ ら両桔晶 1~2回。ニトロベンピン： t函品
町 1レミナカうム迪遥。ニトロメクン：空気を迪じて蓬留し， 筈咽の後湛．甚性ア
ルミナ迪遥。ベンゼン1 1gt届但炭表： 1 IE)茶贅。 PPO: シン今しーシっンゲレー
ド｀が可麟。も10ーフェナントロリン：ベンセ｀＇ンがら再枯晶（水を除去）。且Ji:
KUR slant吋0Sure 叫e (.5 MW~ <Pth = 1012~/0，t．畑苓ec一',ぇ5 分閑照射），
及び欧posu.re ねbe No2 (E-2) (5 HW) ¢尻 1011n.血-2•Sec―’, 18 時閑ぶ‘よび

似考間照射）。立謳：履＇と呵溢甚l'ロア Iレミ｝カラム通過及び‘洒厄巌ア
ー／戸豆 1レカリウムv.::よる光移分割が危殿棟返し。放射能測足：分雑前の企放射
蔦尋X 311 Nal(Tt)-TMC 如o Ch. P.HA．によリ熊射塔器迄．、と距雌5l0~30 虚て｀｀測危。
錆輝：ウェル型 I 滅cf X2//NaI(Tl)-'属t逢シンブl砂ャネ 11/P. H.A. (AN12) によリ
謬2, cc を兎'|定。＼ I 可｀れt 103Ruの＃9践eV 峰知むか°-7 の計数年を砂た。計
§珠件の弱正 1 i1.. I司畦違射した舘4本粍骨日の計数年d)対照によった。
［桔果と危察］ ベンピン， PPO の未加囀り噌 1なみとめられ示がった（囮ーt2)。四
湛雌贔 1,10- 7ェナン1--ロリンが約lo 叶渇厄t体圃t置非保稔性リテンション
Rn に対 L てのう紅められ）保仔I｀生リテンション Rcに対して 1なみヒめられなも’っ
叫a-1,3)。口のとと I丸少なくとtこ水らの実験和干下で1な立外画置1糸移過程
(Re. k苺与芍 3 反応過社）には赤加者’l との租豆｛汀｝の泉溝がないことを l I み芍る。
よた） （国一4-)のようにI 1,J0-7ェtン1--ロリンの淘lりによって Rn力I｀が国濃度に俵
Iがりか喝合にも／凡,~令外痕度に伶店しな U ととからノ箭報＿と同様に／立砕椒

1:16 



星1和以騨につ＼｀て 1戸知繹栓と51 0)錦体とが庫f乍用の秘哨かツとめられな
かった。 L ヤ‘L, RC. l鵡輝知叩｝の要知這をとるとしろかゥ，”知4噂
桂と潟煤との 1瞑作扉這濯印印屁社に合まれて＼’るようである•以上Cl) ::..t-bヽ
ら， Rい瑾令を耗果的にt;,J)ら知）よケな反珠直知可＆を示可士のと角えられ
る。祝星i紐n 紐に 1が碕ヒの不B全iF 哺炉含全れるので、 R墨饂瓦たが..—
決リテンジ a ンといケこと 1な出来呑いゥ｛，とこで 1利＼ I た名名媒和についての一次
リテンシ a ンの下f＆と叶汀としが出禾 3 。
恥 Iな叩釦味長のう年加によって疾少し（臥1), 1)10-7五ナントロ＇）ンの沫加よ

., 1 蔦しくt魯加した（国ー 3, 4-)。これ 1-,J ®t釦燐鼻i L くは豆合研王成砂がス
知べ‘ンジャーとして作用し）―う左ナンI-ロ＇）ン！~ {0~応を合屯1 う 7`‘メントと
麟して錯体を再冷戒和ためと汚えら水つ。qずれのt易合にt I Rがのみが‘堵化
L '1.いると汲砂，フラゲメントと和南l との反応ヤ‘・やまつまで｀にフろゲメレ
ト疇状的にふ渇外に戻紅砥りもになっているンとが砂つ。四溢侭段女、祐
加によって R砂榊Iが起ることは， Rnの中に復•J T ン芦ン以外の＇）子ンショ
ンが令わが 1 \.\るンヒを壱灯る。なお， 7互r ントf2.`)ン科厄下てーは加葱心 1)
化が‘t知ぅ的（図—3 の一ーーーヤ＞ー→）ので，照炉羨特に加愁しな七＇った沢料の恥
につ II てi J、畔彗ふ紺をケげて l 1 な茎t箪。
（い）（：度のプェナントロ＇）ンの雌豆｀，舘内濃度とい疇L這
知ぁる。恥 lぶ蜘幻lc｛紐 1 がように見え釘が｀）虹 Iク哨筑’て'l庄呑 l1 。

i'.。。］：言：言2.22[[::ぇミ［こ:_:~~口
塁m＝し←-“キ° ;—-i•o-•-!-8 —•_ |_ll-9 —•-:— 
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釦？タクシアニンにあ＇ 1万反況和芍裔：ぶ‘よ l印冗緒甜知
2B-12 約碍渭｝

源珂） 0田司天野恕

I 、 a的
か飼7 タロ □ 芹ン（ d- 位氏） 11., t諏廂抵湛晶： I も処ジ里、厚空中で｀

(7)バ隼な℃＇によフて、戸犀c が長釦嬌晶：：欧長刃ぅぽ質を廂してし＇る。こ
疇酬紐は、 2So°c吠J::,.で‘疇悲によっても起るものであり、か伝 Pc l: L̀ 
,1·~ 訊原和終ァ;:;..ーりンク万為食をおい｝にあたっては、巧迄が払う必
年、ある。 I) 

伍 Pe にお寸る疇碍、手召、終ァシーリン？’＇実験I1 耽lえ、多原、y紅屁、 心？
て L’:riゎ～r-:..もので｀が”‘ミ桑かァ:::- - l) ング＇瑯ふ••のか→(31函恥釦移 Iこ呪；—
して、伍Pc にお 11b 鴎源和芍勧t札検討してみた。その、芳泉、特均知秒
にとしか、特晶の丙卸エナ 1レキ'-(1)愛化が，怠譴知胚ァシーリング透経(-.:.尺
~ tI疇砂l、"'l I,ヽるこ Y が糾哨した。

2 、 宅駿こ
d. -cふ噂反し火B和、／拉環）吐籾砕も撃叩砂違恥、
紐晶したいを印に 心fc l1、んし逸t 3ヽ9 つe t"S 叫枷茫レ、
戸―肪 1項玲？也たものを［ヒして）利ぃ疇のために、ベン也ンで処咤し、孔―
翫釦約さ也tしも(7) 100

｀昇ら口、 80| | ／ど＝＝二量
珈1 /7)気送営（
熱ヤ性弓束．． S. 5' X
1013 i心/sec..)を ~601 /,(I I I I 290'C 
南I,‘・ドライアイス三
溢茂で'/0 秒闇1-,, :釦。I/ /. ~•----~ ノ—ー I 2s2ー c 

ーよった。原手炉、呵寸忌
心忍鵡寸す｝た国。II s! ~ I I I I 275"C 
が告沫斗について 1 i、
印炉温度で‘20分間
ぁうい [1 ドライアイ o 
ス湿歿 r·· 以ク）3月の' 0 100 200 300 400 500 

茫キ「まう亨、紐寸心こ 立gJ ANNEALING TIME (min) 
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rJ 7 た。 了綬噸寸に 100

1 :I:、 15 K し; Co -60 

綿源、（ 4， 6x /0弦／｛） 80 

を用いた．

^ 粒ァシーリング｀ば合
盆；の麹ヵ~ I ％以デ゜
＼ガ 1こ合’l卸した電約、．ァg
釘刃いてム，こばった。呑0

化戌加雑： l呼式料伍
砂襄硫成滋紐すぢ。
3 ク五ぃJ.、 7 てお：：：

応ヽ、だ、翌硯i応こ
Jってリテン'i, 3 ン °。
ィ直を尿‘めた。 星gJ

ふ峠我ーt‘よ心｀＇去表

282ーC 

＼芦

100 200 300 400 500 
ANNEALING TIME (min) 

弓＇に加←Pc 碍溢知ァ~,-:リン？＼噂筵レた。 l司からも明らがな
ように、ィ足知虎験鳴られていた単節i屁加茶で,t rJく、変如屯疇厄噂のら
れる。この麦也、ゼ0 鵡i、加松紐(7)J::._昇ととも（滋舟賢Jに秒勅レている。
炉に Pe 喝｀ィ暑らが渇温屁ァ;:;.ー＇）ンク＂曲、｛界口叱如臼.i,く，予しr:..。こ
、‘祠］いた¢ ←Pe,i、)甜試糾t d-. -(,,v..氏）を加；Eによってf:り紐：
{!. r-: もので＇ある。d..-伍伍の耳星紅砂＝ーリン 7" 逍、9農は、お函役咋叫¢心Pc
のそがよりも遅、\.‘J訊げしていi 0\.... 、変如点，吋迎での立圧り咲復11 逆に［―
＆や(/) 7疇ぅトー 4直よりもあ 1 、 7° う1- -1直に迂し C ヽ‘る。
厄 l,::.,T、 3 れる曲釦絲fTしたて、｀ら、：：：：：稔癸知邸‘の合成如，9幕であiこと
が判明した。一っ心戸区いかい曲堺嘉似、したい）であり、イセの一つ
は、蛉恥釦知初和その速厨 I浴l、と乃えら孔う曲睾あとこがりの由
｀軌給的解釈そふI: r［うじtもに、アニーリンゲ屈おい4焉厖叩疇
叫注化エ紅 I戌＇-)、矮釦澤約にとしなう磁戸- 11..--ギーの変ィヒ n t｀につ\ I 

ても校討to口えた。
知、、怜記函→か 1レ炉の変心関坦して、中r戸、呟討，·.ょ紅裂賛心
吐 Iレギー和いJJ果 Iこっい計布寸し r:.o 伝、 Pc た和長碕閏用、紅斤嗚l寸
レ、輝幻嬬憚這澤、後攻めてドライアイ這知廷碕閉臼ぽ手殴．射豆
2 か r碕沿について・半紐ァ::;:.. -リンプ由、&『げ‘めた。｀、のよう吠珂けを
ばヽ祐か比穀したt ：ろ、二式駆来忍現象b‘嗜忍めらい：：。

1) K. Yoshihara and tl. Ebihara, J. Chem. Phy s. ，止， 896 (1966) 
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7 9 ロジアニン針和本の反詫反応"I,· J:.が
2B-13 ア＝ー‘Jング反応叶がす口麟的矛名

記以~我 0 老原賢一
庫祈 墳博司

フクロシア::::- `/¢者む和屁ぴ注•ょ v'・ア::;:.ーリング及·/2 関して役未が夕多くつ
畑ヤヽ、か『狂心).こヤ I t 7 夕 C 汀アニ｀／が多くの全肛鉗が（乍＇），やヽ
叫如伽間いふ見わ多＂上 I=, j•厖を化学的いし蛉l生的な甚女デー7 石多｀‘
虹り7`• あ 3 ぅ．この互叫和坦紐のよ｀｀合がーあっマ沖/I.'° 1:.“案十クI.“
L ？より，キ知名＾いか．わ卜われば数年許からフタロジア＝ン鉢体Iサボ It
項誂虹の化釘嗜知冠レて来た。こう互 I2 大｀ 1ナ 3 反跳瓦•オがひ＂ァー一
1) ング｀反応っデーダいう）司体乎 l2 六｀ IT3 反琲知碁~/2.ついでク考§げニケ
った0) 7'浮及告す 3.

Dc.--enグがら勺，p～cess lニオ It 3 re^c 応／り
訊系にお｀ 19 -z E出呼と“喩ワ't戸厄戸吟ゥ吠｀て•おら中 □心 K

ぅr;:r s/0砂勺心n A'_ }'i舷 CI＾ の“士認幽＇ L 71, 3 . 国拉条，：：才 II ? I1 気
叩 lこ古·9↑ 3 よう斥 s／ク砂ん］五n の固程 1オ戎立ピす｀；全体とし惰心4戸
星浮つもとに反応pヽ．．邑行す 名 4 と考えらヤ>. こっ々い双応・と l 1,i cデ7j7'•

の如t re叫え已応r,,.,.J r…^cねらか•も考える戊｀柔が石りノ寸ウ I= 准幻
中 Kr必'C以が'. ~--c,, tう 1,.1和オ 3 クヽェ豆紅ウくて（えびら斥い． L七ヽレミニ
7"1f汁ー近似的 rr取状ヽ｀ 1:: fg 3. 

ぉ辺支の夜／t-,~つ’｀ 1 紅·渥和p,r,とす 3 と

fn =Ja. P(E) N(E)o(. E (1) 

心 3 戸..レム（ナんじr^cじ← farcmehr, f(E)はエがルギ'-E I：：：バfた
叫屯•N(,E) はエネ IV ヤー E の索テ噸I牧7'●、お；。心如心へ戸疋心a..
1 よ reムcいt叩互の ec叫｝J万ど•Iz ＃ぢ卜 3.
詞や守嘉ctが｀いい露·屯叩っれあの有力す仔‘・・が1 とし
訊知謬ヒェ距哀出し~ In ED TA 叩/-::.がり l以’人 Cにrペーがあ
り，ま項知ェネlレギーのとこう l-:: 立上り／石いわち舟圧に乙 en ヽr” ヤ 1"
m 二とであも． In 詞TA 叩 l＝六｀ IT) -::. ^cur心 I ;I: 7 クロシアニン，t叫
1-::: も菌用 7" ざ 3 7ぷ 3 ;,ことがあらヤてい l. これらから考クし-z c:;cと 1 1 l す
戸ーくと€ 2 濯夕のも今を 1反定す｝必字が•石；．一つ 9ず ca戸＃吋＇以砕
Tあり，こ＾湛 1z ぷ｀ Iり露灯げ，公知叶比炉捻ぃも 4 ?"亥J. ==-とか‘・｛醍
ざふ）．：：：心吹を出たエえ‘叶＇·-心詞幻峰終的 l:.1 i ca戸グ
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加cken4 ，二ぉ・＂て！司糾吟戸；；、•はアクグメンf-ヒ反えらオ 3. ：：つよ；な
Cザ内駅厄It叫；（7 とんと·矛ルサ象とラっ"2 II ifいか；．：：： ：：て（か芥
うの守の•J•項をな今考いす~.
加rm“ f”必と滋度とのf血
叫frCi心 Iす逗復ゃ S匹r-;知堪環豆山rn4 戸ce,L.1/4 11 こ小う
量t烹寸 3 そのといわどし、， 3 "‘; 国和：：：六'‘` --z. 11 令ふのわ 9 ャ咲lrLマ'fl-ら
-rレめ l和1 幻鯰直ヽ‘"l-m紅jた、I滋復ぐ sc口勺””j心笈，t 3 二と Pヽ．．
少すし‘. 7 ク 0 シアニン籾まる｀｀立炉渇今,1- を名品ャ咬差度の 9}培ャ滉狂
3グ鱈')7“ 巧；． ：：こ r· 11 反琲虹 Pヽ．．玲｀そ9点ヴとこ 3 f疇っ撹如紅戎？＂
どり上うド反応す3 f.1ヽ這屯レた点滋常 7ヽ呵盈度がイら下は尤―全，＝噸1 す 5
名のと 1反臼．知吋府のた）~ 12-)-?？遥度っ下）すが‘¢影店、アト 3 pヽ：叩っ
圧飼炉心叫戸疇l叫叩わ｀切ぼ与え｝．
麟由渭逗鯰紅疇叫:~).1,1 と可• 2 l＝界す．巧・ 1,i

知..,ェ牙 1.... f｀ーが（i ,1 とこう岱；虹, GI 喝。 L 示し， ク．ヽ 3 ~ 9 ．ぶ e ゾで

とり 1 万•2, Iよもう炉、ち 19 K.::. 3 遠＄反炉湯合こ示ち 9.｢~ Iむ噴
疫 I：とつ"l II i．巧• 1 マ•'1tiJ.h研•t生がみら ~3 か；巧,27"1鳩和温度庇
釦 I1 凶豆·生がけら臼 l‘ ・ ::: :: 7•, "？令日かェたギー吋·に心可
ぇ 2 目かか子の Mf炉直？矛ぇ Z II るが｀；紐：：は同年かナの伝戸
咽と斤り， 3eo叫ヽTri e4 f^c tヽ r のヽ文化がいもずえられも...,珈：：rj' .1 ~ ""と
炉-1--- 1. 

竺勺：［富：賢竺rンク＂反応•1：：古＇｀＇で呼 I と sr... f江のア＝一
リン 7" 反応、あ~ ;;・ 『tーI“ゎ，ケ非危 I ；広ヽ、 9碩 7·知 l 7'’}. 

かか Pr 1· m＾に所析．． Iキ E= Tム肛（こ .::7•• BI ヂ re~o/ /A~r如知す 3)?"あら中さ卜J 丸l•生イt'..エ井 Iレギー 1す「{…Cy t̂ c↓ r の大き［矛呈大 9 ，｀崚
かか小i....1~ャッfヽe,t,r I= っ 19 慟 1”咋約,.,_瑾炉釦とが多心：：：
り知即り.t.,f''-z.秀戌レわ．

巧•I

J
ふ

I Ot> む030I>仰{) •K 

哀3. 2 

` ふ
I Ill> uo 31>1> 4/)0 •K 
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3B-1 リンーイオウ糸化令物の水ットアトム化営ーJf.

福岡大理

礼久理

o 氏本菊次郎

高為良正

（赫嗚）リンー 1 オウ糸化合吻ら原う炉内で＇叱）佳チ照，射す~ }'._ I 熱ヽヤ坦手 1＜よ＇）
叩（口）咋，高速わ’生チ，＜ょ I) 芍(rt, p)'や反応て立P f)主じる。 W え 1＜核反応形式の翼
なプた二稚のホットアトム反応を｝）司一環成IT)もi 1.‘'親条するジジがいがさる。
レ1J‘レ高速吃lを手 1くよる芳｛n,p)呼反応を主ンし1.珪じさセるたわ I'- I 談秀も力

ドミウム燐1..‘｀尼んt'冴、｝炉照．術するレき，二つCIJ l句題ぎツが｀注じ‘る．（イ）カト｀ミウ
ム箔で＇終，が＇生うを‘恙版レ1..も，熱外綬仮の中・1生ぅ，く対するガド‘ミウムの吸収拍面

榎!"j: I) 、さヽ、(J) 1.ヽ＇，熟外積成/7)守'ぼ手J(J 1.1咋(-n, }')咋反応 Iくよ 1 1 ）J..じ｀る 3z_p /J)割合

11: 11 、 1-;:') 尺ざ V o この釦l合 lす，原チ炉内t‘｀の克全r;i:中惟今スペ 7 卜 Iレと｝そi!I工
ネパ｀ー庇 1困 I< h‘91 戸P(n 、 r)3l.P 反応‘/1)肋起＼約数iJ)データが芥克全1.."あるfくめ，史
験的）＜史めf広げれば｀、ならない。（え）カドミウムのが‘庄が爺度 Y 媒 1, よ 7 ;(/訊‘料

中 Iく）j.ジ匂ヤブラグメントがア;:;.ーリング L 使げる．：：：の Y 媒ァ;:::.ーリング＇の劫
果を傘史レな 1T ,Y\. 1ず＇，枝反応形式fl)ちがいが反跳化匁雅t7Jケ抒 K 及 11．，す影埓；，

娩粋 k 検討 1 るンンが1..ヽ｀~ 11.ヽ‘・

::, J L らの向題、ぎ，なふ 1 え~):: 1_" I J)ソ}:'.イガウ原うのみから 11, h 四稚C7)加/'.. I} 

、ノ左拭‘粁¥レ1..原う炉熟射レ，咋反跳4碍種を燐繕峨如灼法)(. A オン丈狭クロマト
グ｀ラプう広と）利ヽ 1 1 分魯広するンき，火の 1句題、さ，が｀祖じ｀衣。 (3) 綬身1試料中の 31.p反眺
化多種 l1.拒担杯もレ＜ lづそれ 1く泣、、オ犬魃 Iくあみのf,..t:.シtの湿ぷ力牙印広も用ヽ＼ h 

x 特異な荼動 K 示すものがあ，），i日放釘l北の痘杯と相当量添加すること 1くよって

J :>t(1)"1J l1 疇遺する。我 k 1-a ~(J)現象な＇（キャリャー効果’’¥呼ぶ。
（史験）試粁):'.原谷炉翌，射； 9四椎の琉化リン（肛、P,,. S., P,,. Sゎ伶g,。) l1 ぼJ(

従 7 1..合成した。 (1) の 1副駿り検わすり拭料とし1.)市販呂閥級試乗の KHiPOefl. 

ン K2 SんをそのまJ. I司ヽ I た。1,1 ずヽれの試粁もポリエチレンカデセ/L/J(該め）冷の

外邦を度さ 0. 夕勿”iJ)ガド｀ミウム妬で｀二宦 k 乞ん沃もの}'. I カドミウム凄蔽を施し
て、、な、、ものを，京夭原今炉史荻所 k7IR J P”-31くお、、1. I ,Z MW 運転賠 /(75分 l旬 1

た l1 5HW 運転時 1< 6 分淘ドライアイス湿度1.＼艘，垢した．祇料のをげた Y 線量を痘
史するため}() 1゜ラ久ケック線量計も 1月行した． 31P(n 、 r)3ZP と 32S( 'J'I.p )32P 反応· l くよっ

て）JじQ 3Zp/l)象 l 令；前述tl)翌．射1.`‘えられた kH2 po＃と KzSOクの一定量を精祈レ，前
肴 11 fi＝ムのIt-゜リリ｀／霞昆合1切厄含む落液｝:; /後倍 l1 kH2po4 る租杯［レて含む落液

l＜落僻レた。： Jしら(i)?彰夜の一足量直料血中で｀萎．発税 l~ し，5'3 吋／c功2 (/)ア）レミ
ニウム吸収板屯行 Ir r＜錫應哩釦． H. ガウンダー1..ゞヲzPの放和能を漣1/定レた。 ‘°C。 -Y 線
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k [ b ;•ニーリング｀ ；ヵドミウム藁蔽を北さず I~ 房、今炉懃冴1 しf＜拭料の一邦をと
リ，ドライア 4 ス温度1.`’‘°C0 の I 線を翌，術レfく．鋲媒量 11 約 7 入／0‘k 7.ヽ、あみ．
反跳化I厚稚t1J介継；照，術祇料)~叫£の二硫化炭素't- t). frl酢蔽ァン毛ニウム蒸液
£含い分液ロート中で 1 !!)゜C y)..千で｀女分 l釘振とクした後／二層が分鴻位するのを特•
って和約疇項をみ別レた．酢酸ア‘／毛ニウム落液 I~ 11 I p4 '!:f3 わ‘よひ｀＇伶〇心‘u のア
ルカリ1}1J水ケ僻生成初も謬）介ンレて兄がそ｀・Ji. o. 1 デ／，，，，パ含ももの (MC-I) I "!た

11," ~/J) 1虹和刈包 l＜ジ 1)- ＇），テトラケズリン酸ナJ-リウムぅ昆合初を 0.1 1lt”P/4 糸
加レたもの(J1 C- Jl.)も）利、＇た。，‘れらの二狙のやの放射能視l1定 l1 1 前述の G.M. カ

ウンダーで行行？ f<．水相 1<: 油払ざい 1＜咋反眺化冬艘，1 ，j.”x :z.0cm 17)湧栢蔽型

陰 A ズン皮挟租脂 P砂訟り{J) 1Jラム 1くつ l1, o.1H酢爺ァン毛;:.. YJム (30() -mi.)
- 0.5M 酢蔽ァン石ニウム落液の紐令-\f. 1くよる 6r^dien t -El心；on 法 1‘｀分雑レた。ぅ峯

出液 l1 5 パフラクジヲン Iくケ取 V 1. 9夕04 俵め，未代‘吸俯されて、，~ Al'..序稚 n

“湿蔽む各払レ1<。各プラ 7 ジヲンの放射能 l1 試粁皿中で＇妥 I且レ{< ¾麦，柩バ、フ
7 7‘｀ラウンド放射能倍和1褪1j史装遵，くよ.,'2.滉1J定した．

（念舌果}'..試給） l句題、t, (1) わ‘よが（ 3)(/) 検討持果の一郭を，．:X 1 / 2 表 K 示す．

沢 1 表 二種の枝反応で｀庄じる咋）の哀］合 (KUR 、p,..-3) 牙 1 衣1J‘ら，ガド｀

2HW 2MW  5MW  夕 MW ミウム速蔽；施し

P/ pー~· 34. 5"土 0.4 32.6.t o.3 34.7.tO. 3 ~;土 o. 3 た戌合 I< P4名が最
S/sa 1. 05 :t0.01 f.Of :t ().()4 /.02 :t. 0.02 1.00.:t (). 0 1 小限既1o tl)江P が，

砂pcJ. /. 9'1:t ().0 2 2.()8 :J:o. 02 (. 54-.:t0.02 2.t6::t: 0. 02 戸S(”9/P 及応· t＇庄
S/p o.os釦0.0007 0.06q.6.t().ooo 2 o. oq.5 t.! c. ooo夕 0.0 633 :t ().ooo z.じ‘ゐ． 7° ラスケッ

p, S II5'P(n, r)'zp, 3ZS(”'P)32P の反応で＇生じ｀る ~z p.,量， ca }9 ガドミ ク線董計で 11 為差

虹ム温蔽が｀ある場合を示す． が‘大き、、が',カド

牙又辰 稚 K の条砕下1.."水相 K 抽払された’やの后介辛 ミウム遠蔽があみ
叫‘‘滋躁 1i レ 5 ,) と約 7x /0‘k (1) Y 

渭覇 . な レ が IO6 尺 C なし媒が余ケ K i弐料,;::

オ旦材 な レ MC ーエ

gs3a 

仕芯 b 43. 7 :ro. 5 /1.｣. 3:t:0. 6 

伶S5 .. ク 2. 5 エf. 0 

BS7 Q ?2. 3 土/. f 

r4s、.a

凡＄。し 90. 9 ;tf. 3 99. 3 エ I. 3 

MC-JI 

'1'7. 9 :t(. 0 

'1'2.3.:t (). 7 

96./) 1 f. 3 

f'1・タ士（． 4

?3. 4 エf.3

92.6:t. I•4 

l1C-J[ MC-Jf. 吸収さいる．

ヽ9. f :to.8 ワo. 夕 1 I. 6 牙ス係 K お、1 1. 

69.:Z:tf. 1)6 I 反跳化序稚の

96•3 :t.t.3 9 1/-.1 .t:f.4 水凌涅卸ケ£水相

？ワ． 4 :t t．ヨ 90. 3 :t f.4 k 徊出する燥4乍,~

”9. z :t: (. 5 94. 9 土ス． I も＂キャリャー初

9夕． 4 :t: I． 5 果＂が見使｝1 りれ

a ; 5 MW  2`‘¢ 分1句， b ;訊W Z`’IタケI句猥，射． み。イズン皮狭介

c ;“C。- r 線を要，術． 雑畔も果と約＇茫し

1.. I :れら Cll I目うも角應レたヒ Z‘‘ ／姉言，くあ‘'プる日的 Iくつヽ I て検訂する
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3B-3 リン祠知‘、クス 4 J̀ J̀ r ァトムイロ字

索久広養 炊対吋印 0 芥ぅ青拌 ，Iヽ杯阜光

鱈·ヽ． 鱗リ遺fャリクム＾ ff｀．•J,-アトムにが研究 ~I ~邸 3., P, t-成｀
｀ゃ復ばが予疇噂釦／ 3”P 疇証直疇拉炉す線心
？て希tくわ力されることが判哨した。i打含晶形d) ~ ｷ; If"“り）澤戸乃々
（い違）這幻瑾 I＝ （た場合/ 5-0 訟’よくの戸pガヽ｀｀ IIV,... yン祓 I辺が
l て検虹、財戸汀遺鵡{_~!承とんど五粛＇15 ，た，ヤん叶髯な 1 和誼琴度
冦のがな情汀fJ‘｀ラス＃勺直1 r リウヘ項（pり杓煩 I.,., し口鯰11;んの I O 広ぐ
り｀’のうンやが;f Iレトリン蔭羞と l 頃、劣｛れたが‘この<.p /-;.. Iま¢りふt <..北;f要
の；バマが含よれマ 1) た。炉C心 4 のル晶疇砂り‘`7 紐濯屯J::.. d)ガが｀ 1, ヵ＼
遺今和約1シより豆tぅ,--f訊‘怜 1:;. 疇紐よぽ（たと秀えらい。

先さ(¾ J 3 ~)吠船（よ疇ぶ lて？k麟叶かり心夜訊り
和‘祝咽ぶぼ｀ ＂い見主と（て水の Y 一心ん→必 Iづよりク府｀ （たH とパ謬
ク IVtf)ン｀ン磁＇と丑り磁昇洒 I屯l 多 '3 幻飢 3 勺り＇勅（づ召 3 秘呼
印を孤彦 l た、如⑥りパl1 パ燦、々ゲクス知鯰tI J..祓ナトリウム 1 主と（て
7匂 Iヽ心豆惰逗叙も沢八ろ 4 ド＇もド｀ー？゜（た炉 Iヽム払t篠的め使い
環(::-よって訊＼ （たがクスてトリ、ソクス炉の色平心と反訊しラシアめ和ゑfわfl)も

祖べ｀ r：：：： o 

虚： 貨（，；加貨叫？「：：：リン疏が＇勿ス（で危如炉内て`9 3 00 乞 3 o-lj. I叩退 I
1 製叫｀し、京利べ沼原キ応氣送信~1吹斜虹訊て｀、石屁叩すとかf＝．原虚
内のァ疫拳t-;F↑｀＇ク八ム揺の乃色度 1''11紅い目防 I::. シウ森水婆淡：ィ｀’/t頃絨｝足 1 た、
？｀｀み I ヽム謡屯 b o C 。汀化｀｀ク紘皮験とfわた｛彦見乞沖心 h 『9 色度，和~ I o 侃
A 1,1 の祗麟 lむ叔咲（た召年 1Vゃご厖ぬ釦長rぷもた-=b') I(] とい浅刻 1::.- (たが'

3
 

`
r
/
 鱈応目1年訊｀料 li立凩光が'¢ NH C£ ずヵ琢ク綽 l iべ｀て r,レト 1) 庭
（二なった後｀て｀＇ィ 1 ぺ恢クマベトゲ:-; 1 1 滋 1`‘ 祓ft.朕皮＆ n ことなiうユ？疇沖
のう雛も行った。
移祭： 喝疇な虔名の愛 riるり.l,,知`’クス E崎如｀ ;;.o う叫ず L Ifの反
択 3 2 ？のり臼mr造屈｝ク｀｀う I ヽム払がら祈つ 0 / /0, ¢とヽ9 、 3 くなj l::. 

フれてわ尋疇y l} の 1人手が｀贔己豆均蒻虔国（各な濯紐のク
｀くが‘｝以今にな純と 1 て投紅叫炉り勺＇叫燐：：｛鯰くわずか I 覧
ぅ＼Jて｀ぁ ~'_,,-··Iわ食パ｝肉召塚，シよっ 7 年欧‘tた立心叩紋夢人（臼＇うハ叶盆
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が＇夕 I o ッ孔ぷ→ー。／ ( O / ¢と手均を合度が現｀少｛ふ/:,.つ小む履吠豆
し）グ l夕知？卜す｝ヒ詞/:;.ゼの祗疇サ[ l 這くな｝ （表 1).
叩·＇初、ム広知恥謬 '('I ケ秒、／うり匁／多／久匁翌和 1 た倭棗や｛I

相麦汀｀＇ l 芦迫<.. l 噂幻小年か？ r：：。りの畔l山l)／紅，｀て" </J” 

磯吃靱しノ此A t：：：：クオ（て P万沢年11-椋さ I ；；茎｀ク（て＇ I くが＇ゼ 1 径尺吋夕ぇ c,J
く（表 2) 。ーケゲラ Iヽ心L(/\ 戸祭(;;:.よって紀,1; m.;, r I o りがパ足吹極A（な I
危げが｀砕紅記初パ弓房入りる（表ユのらとして、f- l た〉．

し3) 叶褒が返杓象扁 M＂と叫／叉("I: Jーもク｀＇ク I ヽり羞叶'/7° し母J炉 1 ·1的
這術！ t依戻, NI i-'-7凶雌Iiあよ 1 支らな 9) が'M”e L ―もドーフ0 (ア：：：？＇’
1'J Iヽ“羞［崎のグラ I、吐釦 9 も (0か以上｝がふ人た 1 特にエ~£仁多近くも
F.:...7D す 3 ど夕 I o”パ”成吠が定ク／：：消えて，ぢ Iシ往多グ 3 吸I/kが'37()”“
召口。又此木ら廂み后囀1 l たがラスとぇ 0 ()'c: -z''3 0 £ぐら，＇アン— I レ
す及とほぼ｀ガ色が｀哨笑し 1月祐z りも人｛丘へり、り 0広とくの戸pが｀ ｝と（て
楼組いいた（表 3).
心遣咽 I;:. もとが 3 ノ涼色ぽ恥旦嗽J瓜』が｀クスてl-リ｀·Iクス乎噂

辰豆辱孔琵 Ii丘イオラジがレが直口爪I昴斉（直か疇知 1-: 1 珂（
てヽ 9 ｝ンと（び頃か 1•' ぁ~.

表 1 平均宦合度」裏なi 表スグラ Iヽ 4 虚，オのたP介作

ク~i~II~
E1 比択佑ht 鯰 ／ゑ fぇ ｛ゑ
心り 仇勿）

? I, ダ 7,S- んヽ ム3ヽg • “.6 拉け｝

ふ← /ti- I、 r 4｢, ｢ タ3, 9 /()ク、t

佐〇 3/ a 9 4-?,> s'/, 6 戸r. 6 
｢.I r6 (̀ {) 3 り，タ r9.1 qi, 3 

表ぅトシ弁したク｀＇ラハム差ど知峙ゲ？ハり益り匹4牧
和尼Kク｀斜 炉水う綽 え0 0 を 1’') ()ク 7----W

加叶 ·夕俗 凡必 p夕―ん9 ク名 I'i/4 .. ；；え が： p3/o ヽ 尻念
（坪均胡化忍） （牙均舜吋技） （牙均級れな）

灼 I，ヽム括 Q3 J: 0 /. 2 3 ?. 4 62, ｣ • I O, 0 q ~,o 
(:3,3 l (It-, ~) c #, g) 

卜̀  I O Mn --7 ヽ，し 仏¢ /.。 /9 之←P. ｢ ro ．乙 ー I ク、? JO,Z 
(3I r) （ク 0) r ｢. 6) 

｣-r91 -7ー  o.6 ぉ r _ •一 &. t ヽ2 2 タふ 6 -I.2-, 3 §ク，ク
C.う｀ 3 ) ｛ム 0) (#, g)  

I ト・I d 
N" ー 7 4‘ 37“ ¢I、ク

(4-,み）
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極低温における s1 p Cn,n32p互沌り化尊的効屎
3B-4 

l 哀大原手炉） 0 11応l項 5エ・高困度弥，ぅt朗祥伯
木曽晟之

諸言 伐々は，一遣のリン化合物左，単館で｀／あるいは溶液臥態泣原子町，閉対しI
3IPCTlJ r)32p反応によって庄成する反尚戸P の行なう化営反応について綬討し報、

告して東た。 ごの反応の Primary釦en t,·on はほとんど｀〇と者えら UL るいるが＇，我
々の吹＇放鈴晨もそれま支碕した。 フ 3,) 及跳 32 r 原号は，当初は 1 原子であリ，

最慇 3 回のイ炉導結合召行なって最終注成吻庄よえること lてなる。 この合て/J\""ホ

ッt'’な笈府•である確率はイ岳ヽ l 。 し↑：： vl'’ って， 最終生成功の分枡葬果がら， r；がエネ
］レ埓ーのリし原子すた l,J リシうジカルの化尊反応 1てついて知見忠得る lて閲困

罷な没松＇多い。

標硯リシオ沢ゾ藪虞？ク、＼て同 77 ゜k で，原各戌バl 照肘すること］てよリ，反践

巧の初期化営反応，ま餅枡する食詞対稼活されて、＼るどー連のフェニ）レリ；化合

卯左 kUR の他滋照肘製直 C 20 ゜ K 以 T) で｀月的討しノ 親ィし合珈 d) 化営診'\'照創悛 0)1t性

的処理叫 32『

傲陵秘令加の

種類々牧年 lで

及ぼす影響店
紛討したので

報装·する。

和加·)ly{rhos -

知fe, Hono-

所€呵ぼICSrho)11•C 文

ac祐卜lc9/0伶€nyl-

phosphinic acid) 

伶 bong笞泊

衷- I 反跳生成物iJ)水抽出卑

贔化合初 水祉］瓜率（％） 有磯層残呑率（％）
炉温度2) 低温 文献 3) 炉温度低温 文献3)

Ph伊 7 36.7{汀： : 17.4 a:~ 93 63.3 82.1 

Ph3 -P=O 54 63.6 gtぶ 46.9 悶： [ 46 36.4 53.1 

(PhO) 3P=O 43 64.2 ｛昇： ; 57 35.8 

Phf,゜ •H·OH 79 99 { 81.3 
21 1 

18.7 
名

Phf.99 (OH)2 99 99.4 1 0.6 

゜

虎稜およ 1噂

農試料（丁'ri-

1-'henylrhosrhh1e, 
ｷ1i-ｷ,the'l'1ytrhcs -

炉温及： kUR の Pn- t仏be にありる照射。イヒ営的処理まなぱ宦湿~に放置した。また
phineoxide, Tri- 7k4麟衆は試料のクロ邸 1レム瑛液から， I万l 母の水へのオ紐和叩。
fheが『hosphde) 低 温： 20 ゜K 以下での燕付 7]く抽訂率/";:!試斜 50mg王 10ml の加叫ルム l直町，

鱈リシ醸塩ぽ含む 7]<. で 3 回拍出（合／omし）したもの CX 殿）ち冷の残液/Z
7ェニ 1レリシ醗親ゎ添加したfを 5% 庫OH 如象夜 1こて 3 回（金Jo・町 l)抽磁
L t；；も成）和である。

訊：照財条件 l:J炉温度燕射と 1わ＇’一致 L．ている。しかし，T釦恥方法はイg温
照射0)場合 lZ 埠ず＇る。
Ph f. (OH)2 /-;J lJ匹ホルムに難、；店。試料鱈＜ I企紅れ，りP邸II/ムに対す紅婿争
ま求め 1乙 o

糸
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英管中 1-:: 龍窒封入し， kUR の低温照船紅覧（＃囮I-生子
原＝ I、'3 XI011m/c記 sec, t-dose ra.fe == 2.1-x 10呟／h ）-('’/
65時怯l の脱肘オ朽りった。 照射，も冬〗後J化咎的及処理

在施ね呈 lcl C 3'\..5 日）試判·花 77 。I<にて 1尿務し 1乞
反跳注成物の水抽即率庄表ー・ 1 lて示す。 分手平に酸素

足こ］りたな、，拍ザ゜）場かに、照肘埼の温度差の効果か＇＇が

むヽ）渇めらi l ふ 7K.：庶雌及岡粒t．成物のイ~'敬形 13 / rcrl 
碁牙舟•Jものと考えら lftる。 L わが＇’って 1釦釦町1 ／てお
ヽ 1 1.,は，すくはくと｛反詢仔や） 37¼ I丸姉晶叩で｀ fじ倅

姉合·と兒結させておらす＇，中間］外として捐オ足さ l)してお

リ，油磁過程で＇， イし嘗互応，苦行§う·{のと芳え 5 ill る．

'\o ー）＼° -りロマ｝り‘・ラ 7 ィー （晨附判： n-7’U ハ•F IU 

ーアシモ：：：：ア—水）で｀か紐し 1 各分離、こ lll 1と成‘かの放

射能唯度ま測定しf'Z。
放如能強度分布の 1 例左図ー1 lて活す。 伸3/' の悠逸

照炉．‘`13 /令放肘能碓度の約 30於は埓＝0 から『f咬8
lで．かりて，t叫｀‘ng欣‘とな 9, 明瞭なか雌班．点ま尿さ
な、、， こ出問 イピ隊締な乙兒 3 さ£ -L‘‘ ぢし，戒分と．

脅靡 L うる。 また，f<f= 0 、刀戒分の多く）”ふ， 水 IZ オり出
そ印す‘・） リ；；‘‘の＇曾合・がと同庄しうる。 棉化した） ;. 

原ふ vく，リ；プ~ ·"力 IV lbl 志問浴易 lZ 戸fじ＇するので＇，

釦易にお，Jる牧却のすか｀｀あり。

介｝中 1,z r：：〇およ-(t'’OH 基唸持っ 4累約 1t合物で 1-;l-,

抽紺率， 反阻認t嵌｀吻の町且，牧辛、レも月訂肘温度によ

る姜はあかり袂めら 1l し B `’° 
ph- g•H•OH K rh[ (OH)2 (J)低湛照射した場合の反践K 柱．

゜戒的分布図庄団 212 niす。分布 rrJの X ぺり卜 9 A l3 

該料在、炉l か尉い、龍難 vやア＝ー 1) し‘り’'評·にあまり
紗響う l/l B ぃ． 図中，年0 へ C312 かけて,1) t ll/•Iing 
成介I~ 主とし慄棧'1) シ酸と芳えら仇 3 。 また恥 0、 3

へ 0.6 1こが1')‘ての如／i’/)3 威ふ沿フェニ 1リ苓左蒋ク反践

吐．戒物(ph 『 (O /f)21 ph2PoH, PhO fHCoH) せど）であ 3

ぅ C Ph 『`H•OH 7‘'I• J 1 32疹の反躁と呼力1『f'-C話今まイロ

゜? -l‘‘ 五 こill l;j " -,Jiツト'’り以応と各えらiI る。 /0

％の杖躁呼Id 第 2 の化穿，移今{ 7 ゴヤ•• IV 某と行なっ

9 I 珈Jer, Radiochim ．月cta,(2 、 lff60%C/). 2) Buil_chem.Scc. 呼伊'l1,心， 277? (!~67)、 3? 0砂ee/er, R,碕o chill!, 
Ac図 (O, I33CI963). 

PhPHｷOH 
II 

゜

Ph 『 COH)2

゜

゜｀し°.8正。Q.. "a....e 
.. ao  
o c 

匹ー 歪

回-2 へ°-l\"-nu マトり｀＇ラ A

i_ 1
-

g
-

1.0 

t‘‘る。
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3B-5 SbJI[っ原手炉照射ポットアトム化学にあ‘1ナる相効果

京郡大学廉手炉爽験所 0 面 ll14左太郎
知豆即

1. 綺言
ァンチモン化合物のホットアトム効果につ、、て＼ず色々帝澤セれているが、既 I二

級彦しt,..知高比灰射能 RI dJ製達とク的吏にわ‘いて、 5卜 3+1二；主月tて、砂反
跳 I 二よ 7 て生し万 5brt "I収平と嗜加そせ b ：：とを目吋 Y してそ 9 相効果を将討 l
乞函03 国体？反跳化知町、オ平原氏ジ'IJ I::. よフて研見それて、、クが＇、それ
l: iうと輩の収弄 11 3~ g芦ヒ？れて、、る。咲I,.,文検結果もそれ'c 111詞 L"
値碍た。こり収争を少して．．｛大うくするため、回恥ヅ氷誌状態に相在J変化ぅ

也iたそク中パげり濃良を虔ぇ｀ ｝た• Nらーを添、加す 3 なi:" (て そぅ虹寺
ドわ‘S 11｀、す影硝，＝つ、ヽて知 L た痣果を報告する。

必．実験炉広
クーゲットヒして 1ざ布応麟度叫ら（免／支げ、？？？¼)を用ヽヽた。固体照術？

“すこ爪を逸景\::)、ぶJエケレンビ、／ 1::. 封す入して、 KV 尺 9 ニユーマチ、7 ク
蜘燻（烹寸牲｝束:2.,3 X IO 13 n/c吋• 5eL) 百碕照射した。炎訊叶おげ＇’
疇言碍：つ、、て 11 上記年03 を 2，夕～ヲ， o NHば，z 坑涛 l て一走濃度？峯爽

紐l- l 、原刃以（麟研）ぁ｀よiA't.、クイアイス湿度（ン］頃汽秤）口註
疇ぅt易い叫ニユーでチ，フJ翌射麟 1疇間、麟砂／た。
照船復汀翔卜‘ら砂に違叶り分離 Iす、アづべ狭樹稲 (D()りが 1 xf, 

仰～／ 00 初es ん）を用いて、J.S-/J HC,f_て..5brtを坑打惟する方法を用いたっ
露 L た 5b3十と 5bけフフクションをそれぞ｀れ濃、甜 L て一従量 l ：：：し． 1 ％‘'心“
井戸吃 MaI (T{) シンナレーシコ、／カウン 9 -f、,}.]..sb 9 0 、 r(4 Me7T す、l-t"-Jを

測定L て 5げ汲年店求‘めた。

3, 鋒果
。 同訊粁について 1す、神原知ぅ祁ut \::よヽヽ一彦文を見た。二っ場心操紺吋
り温度 9 影響冗有簿，口調べ｀”ため、厚紅鳩応、ド 7 1 アイス温J支て｀‘9Sげ
遠率を比較校清したが、（手と人ビその兎 Iず認めら八T; かつ左。

。 麟崎l：：フ、、て＼iそ？覆度を虔ィヒうぜて照射 L "k.。そ直釆l1;名 1') よ
う I,:;.5b ゥー走農）隻以下て｀・ l ;f、 Sb..r十り吠争pヽ｀／ 00 虞＜ 1; ？て、， 3 こ豆，~わかる。
しがし ::..り喝令、比放拍征 11°イ~f L' あ｀）、 ／ーゲ、7 /-')放外ずtふ籟叱IJr起
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こ 1 で、ヽると芳えられる¢

0 氷緑試粁じつ‘‘て 1さ、 まず最初 lZ5b 皿q濃皮屯皮ィじづぜィ照射 L た場合、 s~け
の 4文奔虔化しす図j'7J失、、泉に、了、 9 t)な炉じたする。すなわ夕濃度醜くり瓜
Iす"f［る記げ 9 玖年 1ず湘加すぅパ、あ硝息戻以下て 11 も坪嗜加史丁、一柾』
（的ヰ％），追グ‘く。咽 1 り史知町未 9 試和叫MO3 E 2-0 ヴ／成応 L
1 印濃度I文化在方えて照指した偽令 9 tうす｛ぁるが‘..,、 ::..り喝令．条5k晨
度にあ‘いて 5b奸ク 1文乎 I# NH4Mo3 を森加しないもりに対ーして 4 ~「ダ高<. tr フ
ていウが， 5b濃度が‘0,”“- Mo｛以下"I.. \す 5炉の成年が広災¥ヽヽ）—麦直店寸、
L1 、‘る。フ 1｀｀に， 5b9 濃浪g --史 (/),oo I Hヽ（） ／渇づ、こ知 NHゎvo3 を暑
臼とえて和tz L t::.もりも睦滉ずした場合、の姥累¢隕え,.示す。 二っ邊令、ilゃ知覺ー
遺fと舟和湘加すぅぷ、ある一走彰豆床加す｝と炊芽務加パを和吠姓ぶ
見り八そり飩和復吠吋）ぷ—X I= tiTる。レ豆りことかシ幻謬疇‘If繹
9 ホヽ7 トアトム 9 初靱反］ 11嘉我応＂ 11 な 1I‘9) 力‘，ビ芳えられ7-a.

束 1 液体韮附にわ｀げう＄b ；農戎
と 5b喰奔しの関條、 2S 、

計｀｀｀｀｀；｀‘`｀：‘｀ ‘゚`\o....：□·\
0 .... 

Sblll C.onC.. sb,N- Yi eわし

(Mo1) （グ。）

0 、 o I J 7. 3 36, f 
0 、 o o I ? r. I ”]/ 
()、 o " o / ? }. g ?7、タ 5

 

p
p-K 

。加

公；
. . 

. 

0.0001 9901 O,0i o.1 

Oncentr吐ion of Sbふ（Mo(.)

団 1 氷移試‘労1痙炉
方11}5bヶャ文脊曲、成

・ 應ー未加

―--0----―ーシ茶加なし
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詈
k

。 50 100 150 200 2印

C.ncentr吐ion of N~+NOs （叫／,-l.)
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泳JJ己tり関係
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3B-6 中牌坪絆Iによ遺遠該鑓沈狛媒籾t

応譴呵。や砂鴫•舌田吾行

醗知っ澤：：よ泣戎噴碕渭｀叩砕謹引這姪7（さつき，して｀｀
遥鱗麟卓｀粁として同ヽ9 ，戌知'”文屯，f刃這知いさ＼‘,知（入
I d)31-1反応：：：：ともなう反紐胡衿およが反記HIへよら通点．素酸yヶウム中ゥ
過f訊吾哉イオンが汎和細；；ベ｀氏， 3 た，過匂癖ァンモ＝ウ勺埠拭粁として田
¥ I Vt.とさ "'14N l)¥., ~）＇た誌？反距°ロト、／あなが如疇｝ ＼謎畔圧
によ 3 衛的和齊昂立‘‘←丘，乞屯知崎沙哨炉和細べ‘それシっ今萌投·
褐這知 a．なぶ， NH心l邊ぅヤらよう 1：：：，叫十イオアサ社h線令祁I＝か寸
す 3 墨紫4豆匹も森如行 7 ち。
如浣！勁麟輝り今ウL.\ I硯 150゜ c Z``5B寺肉戻全 1七＊にしれ毛 9 を試｀

かして用,, tit,。中作げ和1字， KUR 如｀炉ぽ””~J7 : > MW) っ圧·氣膝
迷 NO. 3 這"て行？凡
坤げ叩讀彎五‘物ぅ定督Iさつき‘`0)よう 1：：して行，た。過蘊毒酸ィ
オン 1ゴ 1如ol") クりスタバ｀イオレ、ク直姦り＞函ーカりウ伶如液(_ rH S．さ）
とモ／ 7 l:7 tzベシ C｀ン否にお'‘｀ ℃油出しI PB4女ラぼ七 Sや mµ にお IP ゅ知》と
叩し定骨t行） h. t盆至ィオンっ定和， 20 ……o1” 碕副繹液によ 3姦層
如麟釦｀’fわれ,ンr疇輝ィオシ恥1豆冦繹イオン燐喝(3,A叫er
Sen ぅサ茨（） 9-;::平びわらがり凡芭呻＇粁和 0ふ心 I ＊亭り卜y
ゥ臼麟研Iげ 0.3 ヽ o I 蛉刃逢ナ~,,ウ L、(_詞曰 I' g)”邸‘ぅ考如藷
祈 L1 (O lt<->t<-0\戸麟如微顆(:a麟定を開'z 謹品苓酸イオン謬骨し
”プ‘づ｀ 3 そqぅ峯夜に（． S ヽoI ＊酪吋I-りが乱藩と 1嘩化オ Z ミウム (O.l

¼)を 3 ~汀命加へ呑白吾；溶謀紅慮（土差勃定を行い定号ーし九．t品吾森イオ叫，
渇品令酸イオ、パ｀ら／卓妾イオ";, I ；紅直注酸イオンキ・ょ謹逗舌蔀ィオン以差
し sl,,,.... {逗t t 9 号·t:. L f":=。

葬果冷}1和戸｀｀得刃屯 bL,'(_ 叫cJ.) 3H 刃い密即碑と紐や＇やパ沼
景との l如這 I＝示し凡 I司ヴ'7 I Cl 03 / (___, \—7ClO; 9 CID ―の 11喩：：：虹清
ぷ9卜さくなる：：ワが砂）に。~,v,..'輝｝照和さぃ拉 A 手件（用｝サ雌ぉ
ょひ｀ドライアイヌぅ品序）を多えて行？たI:.. 3 も（司 O' ク夏シれ 3 J ；巳 弓いゃん
直件にあ‘`’こい心骨I-::.1珪衣 1バなく／ぽ互登釘祈 l-::. ょ泣涅叫翅り丸
なが豆。す互，同和注験を 2 回行フいがそq両遵和畔くよがフた。
豆i (U, d))り石応q互躁ょええ｝＇＝ょ 1 過逗令酷 l 西 I 告yが砂樟音 Iち
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1 さフざ｀つような Bo yd シっ方幸ュ） にわ八し可箪出 L 厄。 ま r＝咬I (叫ci)
巧謬 I＝ょ 3 庭料拉只屯汚虐して｛和戸。

D(e.V．匹1-') ==-4>仕· t ｷ <Yefｷ NAｭ

Ey • G ｷ j • c. 

::: ：：之~, <i'effは有効杓反応断

面積， mr ：わ出するエネヽレギ

-, 6 : V砂 1 和1令f .• 
叫巧目こ造蒻贋絡， C: 硬
パるグ辛， とし，逗伽豆粒妥）
ぅウムサ叫噂外殿和;j. I 

ゥJと／表 I召示すようにな 5

^ ·^>
，
ー

a
£

ナ
0
-
1--
2
,

し

ーう
と
卓
正
U
令

。

゜ 2 «ヽ

翌与日号向いn;n)

o: c,o;, 
ロ： CIOz―,

8
 

• :c.t-（•:ドライアイ足品庁

• :C. lO — 

回釈鎚紅芍;1-:: ね令鮮

i五，退店鰈和モ＝ゥ
勺届と中梓虚知しにしき，
柱反応 lさ 141"'(n., f)'パ c

廷 9 互跳79 D ~ンぁ・よび沿
連畔｝にさパ給など臼
も祁柘舟粒奇t芥‘りれ。そ
q汲 I2 ぶり 3 N 叫イオン

心宅が｀戸な役叡をネ
1 ：：とを見｀｀出しな。

さシ(-:::./過t盈も装v恥
水和~ 1-= d)り）同祖な

ゑ万臨dお知吐 1が射埠枚年
Gr- ((.I―）い．CIO5) G(CIOこ）合 ((..90―)

0.38ぇ 3. 『ユ O.o←g o.o“‘しi llO~

繹げ4和ザ，水幻 I::. シすうる反跳70 ロトゾ）＂よ｀／も砂戸奴わ祝崎
←"旬し｀｀ r... ラ~p ,v ">玄9果が一層嬉柑拉釦オシの今哨I-:,_/}- ぼすもっと唯定しl,..

I) T. A叫CSOし 1 H.E. M4seし， A四 I. C.he匹， 江，体q (.Iqヽタ）．

2) &•E. Boy4, T. •. ŵ r4, J r.Jブ． rhys. Chen.I 狂， 32l3 (/96 ク）．
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3B-7 （長 N心ア （元）日＾）とヤ矛、"I I 久 I ~、ウ了ー 7、I\"クト IV

九い這 °紅8‘泉紋 高島危正 廂·本忍沢

これらの化合物 Iこ＼i令属原子が入＇）うら非等伯な格3 、浮、が行在ずる。企島）原子

ばをの象令のもっ如瑶的罪随メ使ってそぶをわり衿 3 、忍 v、分~作すう d しか中祐 3

点ー間 nぷ厖 A オ｀／の支紗、 1 うー，ゾ戎ー 0‘ 小うい｛よう充ぶらの硲 3 、恒、メ篠ガぽ項9 咲見'1

v̀  ｛たって金）為 4 ず｀／ （1 今而乙さ人ら. (和，出）平，（凡比）乎 床 v` つい Z 11 R 、知

必ら O‘’ 統惇止戸員ずう研丸と逃めているクヽ 格う、怪、と命尋，ィオン＾’,i1 ＾＇厖簡に
っ、ヽて｛令硝りり‘t (; l' 。

（笈、琥）
（厄，加入？尿，よ 目的＾俎成 K Iょ｀らぷうに Fんし虚＾搾ネしぷ．リンと矯な I 'l

厄史 7 -/ 7’lv v、負，わ琢入し、 IO 00°C.で一危及加紐して 1 や 9 区・、拭叶り‘}、7 - V、店成

づJ<--るよう K 頴 0‘ く蒻砕し'· さ 0 Vv. f/lO' し 1 研 l痢蘭糾辺印給＼に。 l Ft, Ni.).,__. 
f ?F--ii. :::-国 l3 n ゎ秘セfoo pし 1'·, 6ク崎蘭行 rぷ？ （く。

粒末メ埠＠祈 Iくよ多1<., (厄， N•,),._?1J吃たfぷ 1日癒 1奇t•あるり＼ （fe.Mふ？示ばか幡l

俎入7.ー・砕斜·晶床にか中る。

メ"1-,;·う 7 - 7-ベク1--＇レの綿枡 I1 杓 3 、§、（吟qうヵ＼‘-今汲＼． 砕う、t、 (I) "I方ばか

祉がな―\‘わのとし r< p ？ら 1-:: !if'楳し（t二斧qサ及淑甚い、投］し投度；苫＼＇、わ‘’` { 

斎，）ヽシ琢淫に;:.')行っ衣． Fん孜ぢ＾ォ念う$-, r, 17\ぶ卯を求め，，のに,-;\.ふ篠｝浜ベ

欣杞匂ク寇の＼吸収4和荻bゞ頬ff I、永― n らか ri 9｀の（ 釦} it:. 1-:. j:', 1-:. 0 

（絡妥し府桑）

(l ) こムら．の 3名詢＼ヤに（ま念忍原 3 q絲 3 ｀ど． o<● :;.稽ふ＇）． 兄ふらを終 3 、怪｀い） 1 (み）

しすら． 悠ふ蕊、（ I) に移 rし奇る哀，1 ,} ｀／危} 1< よって い心り如ぃふ丈 1ぺ l月否収，店

う姦．（'J:} Iく科和うるf-l-,1 I）ン角 3 勿ff立ん辺凶繕迄qゑ辺近く k fiL 悉すら、

格も王、 ll），し2) とfi,.、 M小禄う＾捻みぷ、＾ ＾泣瓜I: 6¥ I悶1 にrt' 凡（ュ） tん(1) -:.-心）心（み）

qようば知い 11 !>9 年衛りゞ杖弘方るし務えら収ク。 ®(U) に 4砂°し（：：お (T 3 牙像↑寄釦泉

t印｀す・（元比）2 'P弥にあ‘9 ヽて西（ま茄 3 蚤．（ l) t歿くも府し〔いる。しかし (Fe．此）守

床てばか Iふ 1) んぃ巫か‘凶う込｀ Fe （ェ也に玲る点位） Iズ多く店在する。

吟 fe 出f ¥;l. I え 00゜しに II 峙間加私し1.屯． 又 反 N; p心 I I oo •c t~ t:;時間加椒，し、

t厄履ぅq介布＂忠I 令に吸＇｛に，1 起ら（ぶし‘• こから＂ミとから． こへら＾念危間化

冷物 1-:. 1i、いて 1な枠 3 ｧ̀ PJ¥ qな属凍 5 ＂た後反大、• q池，性il:'.- L } iレギ｀ーが＇犬芝人、高
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＄、仄IJ‘fふり迎ぃ紅品になら 1J: :t,と炎狭旦

[l 1訟斤礼 of閲伍斌 5加c加 II 起らば l‘ と裔知ら礼る。
•¢ ()'fi 2 Nょ P ＾でeu) 'fie （2..) 0\アイゾマーシ 7 1̀ II 

I I針•” Iｮ 吃人そ‘水 0．叫°． 87 心氾(;;:. l- 0 f IV 二／
a1. ＼ー0 • 2／卜｀、い）てあ 1）甘e3+ ^“てある。也
@ o/ ¥/ I 丘， NL 原:;犬: {~ I: こ＾ヽ阻に小さくな＇）
I —· 9 t2, t3 のイオン半ィをもこ:)'.)月と—裟してい

®—•-0--® る＾又‘‘翠楕0\入 3 、、稔 3 、送、 (2) 0\〗に 1さ欠？

• Fe(O C= o, l. @ Fe(2) C ：：厄
ｮ P(i) C= ｽ •O P(;;.) C=O, 1 

図1. ?oo℃における平宵等温線

I 、 0, I ベ

I 
X / 

l(/  

X 

/、や

"、 5 が位還ォらと灼えら八る力‘，．、 バス／＼｀

ウアーかう得（＜拉斗わこ．＾ ：：：しと一紅して

かる。

゜] 
／念

0、 5 ＇oもｷ 

゜ベ
`‘ k 

\ 
ミ

忍 ¥ ;;, 
＞出< ゜

心； ゜) 
0、 0 I/ 

0、 0 0.5 I 、0

XF, 初， ML

o(FeJ Mn),..P 茶 x (FC ，止）2 p系
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3B-8 
厄 V- 万） Fe-V-Cr) 伝 -Vー叫系のメス）、．．ウァー

スペクトル

（九大残）。高易良正，前パ戯， まか格ふ

欽し含むいちいちな三元糸金属尉じ伶籾た作＇）、 その羞成浚化とメズ）、クアー

スペクトルの笈氾 K の蘭係を係l べ 痛逢との知見を符んのし目的しする。ネ屈汲
で 1i 応戸，厄v心， F¢-V叫の三つの条いい、応竜t ／定とし．他のル枝
{7)な属0)膏必を淡‘L {くー池の試料も沿し、衣。

方私しよ姦呆

玖莉q褪峻． 念属蘭化令物 Ii、及のよう rぷ竜兄 I< Q｀る↓)（＜．抱度のよし‘傘属

競を設/3;; L-、 低ff:- 1 JV -j.'ン雰 I~ h て・ 1 -ク放吃 L て各琺 L t if- 'k 。

氏，．o I/,.。 Mo.o

厄，． D %．訂 M (J./5

厄． oVa70 t1”゜

厖．。 v，ゃ Mo.bo

厄．• Vo.z5 M •．祁
恥． o i/。.l, M o.fo 

恥．。 VQ55 加5 厄． o Va.o t"1,.o 

(M  =TL ）し，叫）

器烙 1;!:. 紛抑 l 、 4oo’c "l,.. 3 日間？ニーりンプ 1 て 唄’l 足に 1月、＇（こp

霞。 試料診末，iメi鱈i(1ヒメ1-. J ~ウァースヘ・クト IV 須＇］足も行なー，（く、メス

J~・ウアー久へ° 7)- IV (i—祁p ＾訊料につし、 1 夜14 登泰ぅ立度＂｀り 3 0c• しまてqヂg] 1• 9 

、忍度を浚＇たて視＇］史し「く。

捻足t乃咲． マーク炉で訊斜を作つ｛く伎のアニ-')ング- ")効斗とみ b ('ヽの I’`

'1::...-') ン 7`．の節rtl c.妻 L （く戌樟朕料 Iてつ v‘ てメス，、、クアース＾＇クト｝1/ 9l足
l fくとミろ． アニー）、／グ） a 双 11• li久＾°ク1- IV が羞 l <.デ 0 -ゞ\~ t,j.―っ(’、1/‘

J., ~ b 日間の範la t・・はあま＇）没‘氾がみら人なかつに。｛こt·・ メ俎頂＼ 1芹も．メ 7、
)‘:、ラアースペ？} Iレもク日間アニー l）ンク.. l {-:.訳料について行「J.ヽつに。

又翡国jりの、綬慕，1 三つのぶの化令切み（ふ、吸収¢ - 7,-::. 、逸誂的ずーにがみ；ぶ．巧

ーな成、習d t生成して v‘b.:, t n‘ わか b 。まfく絡袖ふ 11 名ふ'<. A)く｝ジ、うム＾戎少

て正方品ふから立方晶介、に安わ').礼-V屯．牙、て 11 届令足ぷぷバ‘r ジウム或y tチ．

K 焙仄する俎（q K あ（）．偲の二つり｛、で(i戎・ヅうゐ｛項(ii v..あることがわか？ （く。
メ又 I~ 、う？ーヌヘ'? } lv q創足仕．も果心 令披的 I’、;:::...トロブ° IV ジ·, }・の汲収、平、＼‘‘

付迩 I’、 1吸収ビ゜ークをもフ ニ／ング 1レ u -7 グダブ 1V~· ークし（よ｀ ? ｛く。徊V- &り牙、

心他ゥンっゥ広に比べて、吸択年が低く こ .}-.1;[ この反の他令初が腐、気力製今戊今

もわっ（くのであると嘉しウ込ク。元か在ふ·9 (I 叫り念奇が渇欠匂々と名に吸収か
り恥．））、ク久へ゜グ1- .)V の豹が屈雑 K lょ｀る。 こふは ダ‘グ｝V ¥!," - 7 ゃ；／アグ IV 砂—

グク危g―')V-. X みわのと〉をゎ入る。
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応V-T.., ふ氾な物のメス）く・ウァースペ 7},v

の lqつの剋と酌よし(<.。最ん］q二倒 li見か lf

二：ノーノ？＂）v&-7 であるが、 1 の暴約が広ぃ

、、と（へ 0. '7み-1>1..""-14.t.v) \'..、 4友の二伶＼ゎヽ、今裂し

\.て V‘ るこし乞秀むノ合わ屯る". /4'-訊で；ば

11'~ ft :::.-つのじ°ークし秀し（＇｀必 9‘、よい。‘｛の

入｀）な店してこ濱戯招祈と行f£つ（＜捻昆t、液、
欅1・ぶしてある．軒初：よにシつtJ)し° - 7 ぶ

絡品の在みにiーら、、刀よふ3 今放ゥ e° ークしも

i (-:.ふちぶn 揺‘立と庄， 1< 拉泣とわっ L 棧這た

I< AーらもIf) \:.も佐 L ら卜ら。 しかしそのふて｀
ア念か渇f、と℃もにたふ＂しA ーク k 卿りが｀
で 2 ることから．疫菟ら 1i執"'iti...-岳~,t~.{i-択
飽汎（ふら L龍の力りがあるし房j_,, r て。同

i'、他の歴ゥ他ふ約（＜おいtお乙棧ま(-:. Iさ｛入

以J:'.. P)寸｛ ｝があみも今と惰しら入ら．
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3B-9 臼喩毎x 浪賛塚応這出ず汀夜分裂屯紅況

愈天弁'$ ft) 橋手老夭

り的・｀
心ふり輝打濯謬としご l月ぃ違紅年［ら芦嬬）＇¥
廃、で令かい屯 ra われて、‘わが族繹紅 ;()-,..I)::. ん曙砂復恥叩亀
危ガ 1: I灯し r：：ふ翁 I；；こい追 ra われt,. (§いっこ〇ぅ剪宙として、で、つ 0 後分裟骸
紅o 鳴従ぁ＇ぷ奴応Q叶研究 L3T とし汲叩だ鱈肉炉舒和加恥t
句改翫望冷粁i'i· l 心鱈 l月，．り Kこい（＆し‘ンと＾他，直平鮎笈
罰仄しこ＇唄いウト違瞑度~ ~-/0％ぶ弓であり :.. "よ』ぅ鵡度 a もqが3
扱紅製口窃窃g放身＃紐繹直史1 知心賃祖おり知戸豆
うね・クーゲ｀ットを作なこしが‘困難で•あ，f:ことがあずられ、さと•
疇記｀ ＼ず ~l厄鵞繹とし< r.f]ひ知虹碕 d孜砂検い拉砥
o 岬疇と屑‘レかつ v) -1心砂も~-- f：會A朽咋可な·，ど 1く日進
ェ公乏．會．＂経，9丁 1吼グ_..ゲ｀ッ I,,. n 1謬乙肩杓ゥゥシ）レ釦I と同，．にラ、＇）ヵ仮
で訊＇贅足ぃ＜係臼某t和：：。つ＇｀直厨｀叶試粁 K つヽ＇て有桟嶽1 鰊などで·合
応紅皿国§い．し応処f佑飼奸'k 寿出しこくるい虹碕叶各
汗族幻釦 l'.ft_"'C 疇レ印印り輝緯以阜叡譴1J.豆榎麻祈も・ーとに
ぶり 釘い冠ヤ，籾吃物質＾ぶ知応る：しt目后］とーした｀ 1 た二ペ陪稔
“e 泡•ーレに合鯰立からq秋今裂印恥加疹印叫立。
訊
鱈釦碍 1•1昇•奸ふため l＜板今知ヶ咽t街叫叫混入1b ぅッ
ガー沃渭知r-:. 界うッガーシ広におt, z 和苓臼にウラン石湛入 1 b ため、
筏ふ． l 叶帷ウラニ）レ乙う卒パ輝心バ豆し｀＂たが痢和ュ［：：：吟

ぅ砂樟乃：：： ／」:'.", I虚ふ、わり・タも浪鐸物簡t
巧｀v= あニヒ孔印社であ，l<..ウ7..,_ Iレジ｀バン、パルメ
／タンのがみ炉り秤灼、叩が口麟裏ふ蒼知
こと lく甘 a ·し、：： h ~ ~l t'flレダーアッ暑h衷を 1平令.,-~に
した。印約 7 ：：）レり 7•9” i鳩苓浪r：砂ベン戸 Iレ｝ } 
ンーアセトン芳痰を加えく出らむ遺窮噂違う
ぅ~い‘^、 9 バ lレiりン戸J眉了）しJ →レぅ塔疫声がぅ紐伍
｀ゾたも 4 4 -a7e 扇ャ絨ェチルレ；湛骨奇し（～ 11心い澤
ヴ~)-. ;.い科練も 1レ〇一 □秒和ぅふ、、し＝研ーり涛視
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ハー祁tオ＜釦 I：：寿fさ也 ウぅ｀ノ直た骨念脅し遁蒻、も lし h ース斎厨｛r
,~.,)<(iJ戸紅疇吐‘料屯／パ c凡q蒻知可く、｀しり紀出1,-::- いとをね
砂-tr t幻が、＂粛·粁と互o 0 賢2逗tをおしもqし 1い，K'[)R
4 気迫苓直が／府研．化1::照紆1麦飢‘牙和紡軒釈約閲成記もなK 碕r
“l迂し，その d り熟知訳粁I~? ，ヽて 1茂：知f中伍゜して｀・／印疇fL 施
し~. 訊和和紐喀健f尼 I道：」起噌瑶しか打た杖態'(•·知直，2 行 r6 っ Tく，
叫雌召レク況ん2 日 (/: I (％）研鹸ク砂 2(O ③ m(%)ス 1ヒ水床絃知直
騨t望寿載々遣軒知兎浪しで、低 1 矛ルf‘ヽー雑淡（ん磁勾約 1口叫急叶 Iレ
キ‘一録恥で 3f)cc の己）袴い落し伊ぃ研忍釈9 ン＾闘·｀因）t名｀ぷに‘l"為
碑直';f-;, t'-'-• 
怠昂：
紐の局こ c 叩りンウムーシレ（り“·応符い［~1 午ルt- \,f~研9広，~. fり和り
た·”一［レベン‘)、、イルメ？ V 炉／9カfが4 絣紺．も IV[).. -ス〗 KII)→fr/J bf絨t
令ぼ釦り作. rこ場頼濱ク‘i得た 1社ぁ}C I) tJ和りが阜l. t『み舛／心であ
ん的J.I¢ル 4 倉 z 遺治してい「：：：．輝砂 D ース乎 4 かい凛応·叫虚

で• h なっしt考と豆｀紐ゃ口 1 [3 ／％以千でありンq史除叶5 し'? lq肴
足で｀をうも 4 であ｀ K 奔碩和ウぅ＞妍復今知稲蒻．りi輝 IC F- I) 釦·にが・
心 l か）わがらぶウて、ウー訊和f序t ＂ち 揺虹：～心が復今姥殆昇•t
り埠姻液守 I~ 苓出し違分勢劣代わばぽサ＇；／（柔 3 ぷうiJがくパ？
ト？しおがひ‘`り-? {i毘 d 閉系顧かう付 rf，た，研釦ヶ lレ 7 ラクシ 9 ン l~ （で嗚
心蓄 c、あり． 7 ヽf f叶：集 5総f"a[!:. ia: 1“咎虹灯紅；峰屯年かう 4 笠’切
衣·渇が、ているのか｀わ少＼る． こ/fl,'tもとた各蒋処背噴に F ,I希•生＆た枝今勢与
冠％（呪） e 燐Te,.おぷ心均渇為私打栢唸パ虹知C を利 2 Iz 手ず、::;.
(I¥ I恥、 97VI 化）K索薮処埋の 2la g q 7 ラクテ a ンに知タ <.1該令咄屯氏幻蒜
幻 3 d がわがり、これ吠層瓢釦遺問、が‘しf, 2 り更とつつあらi手心0･ 
、レて、•も． しの-:.と l1紅•訟 d か lで可かにブッic水素磁如豹塔羨立凡臼飛闊
枷t届，I °tおり｀表a 年入があ~ ;とそ柔しごV.'a.一方紐釦fくれ｀粁 1で
ぉ、、't.. \で、な鱈履中に苓えすも孜令砧江~I社嘉心り、吋ことしび裟
“%。以千である 2 とあ 5 ひ・輝紺蛉叶•印邸、直< rふ・てヽ、 5 のヒー孜‘し C いる。
；i心唸 l 下iぐ． 2

g 3 7舛SatTer i心illtio11.試y』知f鼠＂窃

f f日 r..... 』晶開。

>
! 

g
 

．．士 ··E、<
．．、

·で· •心 •• • :•ささ ・・・ ：べ•ｷ 
t :....,... 

が‘”: • S• . : •・｝•... 
¢心が・. TCJ 
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3B-10 7ィシれ閲湛頑項晃 I
B (叫ex} L1 反応‘l吐：カアンモニア水が5吐ドラジンの生戒

直犬・エ） 0 竹昧弘勝飛秤凡 fa 111 膝爾

繕言j 乃汀凶l1 ，板反応で知）＇紅kl吋‘ーバ恥鴎反応‘I,年i
印力こt這的け n もの 1·· ･1 ~.すTiわ万，板泡拒l躇岐し化iりマI-')、1 玖
い混令、そ這、かI納切中I臼這、射すカニと K よって安し｀‘た該ケ媛破炉も
つ//JO MJ以上のエかレギ‘ーと犬苓秘r l,L序マト 1 、ソ 7 ス 1,-手文力こし I, よって化
ぎ紐‘1J注起れ．一方，これうtJ)瓦知対象し r口J.{/9$. マト＇）ックスしし 11l
吸挫反応‘がf、1J‘.、が lq、ヘウがtわり，現見在まず，笠素国虎反科ヒドラジン令成
及応‘紅が窒来ーメ？ン，禾力‘うのシアン化水呆令成及応‘r拉‘9沢規俎i ri及応表置
這ヽ、 1 行なわれか↑ち。--方，欽 1恥＂のこ吋喜の研尻 ,1.!．研し高崎研）西賀
験倒と見h ことが訳9 カ 1くす 3‘•Tぃ．iた， 7 ィツオイじ位の将徴の 1., しレて＞
叱の L ET （直が釦線の一万出訊(/) *の1Jゞ翡知‘`3 カ↑J. t̀<, 1むの放射縁這令
t雌度して坪皿内和冠斎しくふ、、 5絆 1‘‘得ること1Jゞ‘で‘き h.
条珂尻 I1 ，資、験互誌条i手がう化なマトリックスしして 1 i, NH3-Hぇ0 示逗区

碕lJ錢糾囀げ濯マ切前段1音しレてアンもシア水1J‘S のヒドラジン笠戎,~
闇わ3 、)..,f内沢射知影卑が：は‘B （れぷ） L;. 反応の 9年1てつ\I"“: とif ri')た．
烹、験： ; 、ヤ雅其紐 11京大展ぅ炉 (KUR) の見正暦（欣—Z IIぷ/0’”仇
訟クか(()‘3“' ぇ． rec) み.r (')',湘齢譴射礼 (5/Mt,t /tt)．が x JO‘r／し、奴;= J.fr/(}／之
｀郎）し（月いた，これ 9 碍患枷I祁h内f線が非棺，：知いため．要、吋鴫と
〖iいし，（れ人）麟泳鎌その削釦り＜すいため広，＜砂釦い貴(0.,1如ダ～
心戸如戌ぇ K Bん鈴炉 ,1, アン乙ニア水（2ず伶） lて可知塙砂杭
湖遥和ぁfり‘心Bみ ri t‘`E 噌いた。また，＇/')8 （れ，メ）乞·反応、1J‘らO) N伽K へq吸
“患\°t（い）かシ紅蒻手の 1 つ z,3りM昴立lVやがアン乏ニア本町99
かいね小”(/1ししサ直 vk."しらが駅緑青と 1/) 入0pヽ S l{)zzeVm•‘受丸
叫ドラジ‘‘ノの収ギし曲澤骨し叩閉i．↑渭惰．試科（砂令窃応）アン知？
水（mが） 1cし）直如‘‘／に入収， IO-3 1'1,mH0 の王空和‘諄封し rて 1 のふ席皿
射（ S\必）ふこぶドライア 1 ス瘍疫翌射（和2) V 氏完成じ F ヲ：：：）｀‘／ I布．旦射
冴訊狛所もドライアイス羞度 I＜しノ股射夜 k 戸‘がIレアミ） À yズアルデ｀咋‘の
羞蔽々介這和れえ 1 分訊い（須表“fり叩）かを量した。 Nz おぷぶ廿aか‘
り栢I””が『羞召了フ r,.
認更ゎ凶‘君翌、j庁、5 ボ狂11]放射線,, t 1>了 V もづ'*｛砕）が3 ヒドラ

ラ｀‘／0)生氏 It，常喝翌射1,"lで I.9月1 /'(fl.汰，ドライア4 スラ且凡旦射ずJ”“/Jt/3
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こj‘、あった。ド 7 1 ア 1 這厄知‘Iす ‘'G 7線池知1麟咋釦影箪吠
3 人あらわ1-f'-J常温かでれ→繹JJ果 If少びがつ T-c.
01玲窃と咄収線量しの間付、i 0 （化，4）K・の、環吹しレ 1 cスIIりV佑柄/ NH48F4 

およい心叫瑾I/' I 吸収緑量汀練＂炉｝ぃ伶、、て /0~ 力‘シ／0zzevまで‘没 4止さ
た締象も房1 べ｀示す。 ¢辺が偽町f Iかい紅易令／ヒド 79 ンの畔 Iす”'゜芍
口｀‘直椒恥噌90 レたかばXIO~eV以上か追少しR。ミの場令のま氏\:;.ド｀ラジ｀
ン叫項忠紐碑灼；さ、、II)I丸 6叩｝に及応くより 1 ラ 7`‘ メ‘／卜雌蜘ェ
灼レで一甘‘‘‘N l-tぅ P‘~ NHz うガカ IV fつくう l iガ‘, ¢2IIタNI{;). Bf3 1J‘シt NHスラジ‘刀
げ‘蛉 U, こ＂が加秋的役号］とす力刀祖ぇ豆パ・ NH帷fりり rt Sollfo o.wAs 
可浸知l<S って夜伶1‘／毛づ’からt:.ド‘ヲブンが生成すヵ及応‘l\ I さ影第叫
＼‘もヽヽり複者が‘ふ力が，的虹翌射 Iくよ力し乃｀ fのtぅヤ謹：和姓があ 1) .B (11,叫
ね‘の彬零が認めらた力 O A恥，ヒ F｀ラジ‘ヽ／紐董 lで¢晶隅明 I濱ち古のし
ルい。 V 介‘v, tJ.//rIV，り道，弓t1J易 5x/0へT以上t`‘U1年的和す力の（す生成N1-Hµ
浪度り心Jlい、市 k迅 k輝疇‘む這むK力たバ｀あ乃り、 NH令BF“ ぃ嚇，令I~
ゅ，緑量の加吸のため旦射剛’孔 Iず吏 l, レて枷Iて，りルじ令物の量サ菱ぇ 9 t 

＂口／お⑪守‘ラ：：）＇‘ノの収東J正緑的尺噌加すちが，i司 U‘B 吸復イ‘`9す躁射時間
と憎し1 もピドラ：：：）‘J
の収t 11 呼さtけ‘った．
こ卜ら”.:: t 1J‘ら，

NH繹和 1で B t1)及就勧
東11 ふが柊凡以上で 9で
況未0" キヘt祖えら
小力．
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B(n,ol)'Li-radiolysis of ammonia solution (28%) 

Dose-dependence of the N2H4—concen t ra ti on obtained 
with C_H~NH-BF_, NH.BF. or NaBH. as born source, 

2 5 2 3 ' 4  4 4 
(Irradiated at• Sl~n t 'o f KUR,. at room temp.) 
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